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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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[image: 「インフェルミアについて不満なこと」]







　かねてより問題だった、例の件について対策を施すことにした。

「エレベーター……でございますか？」

　アドラが怪訝そうな顔で聞き返した。

「そうだ。このインフェルミアの中央に立つ塔は、高さが二百メートルにもなる。しかし、階段しかないのだ。これは由々しき事態だ」

　直径十メートルほどの吹き抜けの周りを回るようにして、一階より最上階まで続いている螺旋の階段。そう、俺はヘルゼクターとの会議や魔王としての公務を行う度に、この階段を上り下りさせられる。魔王の鎧を身に着けているので、人間のときに比べて体力は格段に上がってはいるが、疲れないわけじゃないのだ。それに時間もかかるし、何より面倒臭い。

「貴様らも、日頃苦労しているであろう？」

　そう尋ねてみるが、非常に反応が薄い。あれれ？　おかしいな。だって、あんな面倒な階段の上り下りを黙々と続けてるんだよ？　密教か何かの修行みたいだよ。

　しかしヘルゼクターのアドラ、グラシャ、フォルネウス、サタナキアの四人は俺の言葉の意味を理解出来ないらしく、困ったような表情を浮かべている。おいおい、マジかよ。

「どうした？　面倒ではないのか？　アドラよ」

「は、誠に申しわけございませんが、そのような不便を感じたことは一度も」

　ええー？　ああ、でもこいつはデスクワークが多いからな。ずっと塔の上層部に引きこもっているのかも知れない。

「グラシャはどうだ？」

「いやー？　オレも特にねえなあ……」

　おい、本当かよ。まあ、こいつは体力バカなところがあるから、苦にしなさそうではあるが……。では女子はどうなのだろう？

「サタナキアは階段しかなくても不便は感じないのか？」

「はい。特には……あ、でも」

　ほらいた！　いいんだよ、遠慮しなくて！　贅沢は敵だなんて、そんな太平洋戦争中みたいなことは言わないから！

「私の部屋と、ヘルシャフト様の部屋との直通通路がないのが不便です」

「それはいらん」

　サタナキアは表情を変えずに「そうですか」と答えた。

　残るはフォルネウスのみ。俺は最後の望みをこいつにかける！

　だが同じ質問をフォルネウスにしたところ、大きな目を見開いて、首を傾げるだけだった。頭の上に「？」という記号が透けて見える気がした。

　うむ。こいつには訊くだけ無駄だった。ましてや最後の望みなど大それたものを託せるはずもなかった！

　俺が頭を抱えていると、サタナキアがフォルネウスに耳打ちし、質問の意味を説明してくれた。やっと理解出来たのか、フォルネウスはぽんと手を打った。

「ぜんぜん不便なんかじゃないもん♪」

　むう……そうか。まさか俺が少数派だったとは。しかも四対一の大差をつけられての大敗だ。歴史的敗北と呼ぶべきか。このことをインフェルミアの屈辱と呼んで教科書に載せるとしよう。

　深い悩みに沈む俺に向かって、フォルネウスは脳天気に話しかける。

「だって吹き抜けを飛んでくるからぁ、階段なんて使ったことないもん♪」

　なにぃぃぃいいいいいい!?

　衝撃を受けている俺に向かって、畳みかけるようにアドラが言った。

「私も吹き抜けを使って、上り下りをしております」

　そうか！　こいつら空飛べたんだった！　フォルネウスは堕天使で立派な翼持っていやがるし、アドラは体を煙のようにして移動することが出来る。

　くっ！　盲点だった。いや、だがそれならグラシャとサタナキアはどうなのだ？　こいつらは空を飛べないはずだぞ。

　俺の視線に気が付き、グラシャが太陽のような微笑みを浮かべた。そして親指を立てると自分自身を指さす。

「オレも吹き抜けを使ってるぜ？　階段は使ったことねえなあ」

「しかし、貴様は空を飛べないはずだが……」

「ああ。手すりを蹴って上がるんだよ。連続でジャンプすれば、あっという間に着くぜ。サタナキアもそうだろ？」

「ええ。私もグラシャが言ったのと同じです」

　畜生！　そうか！　階段使っていたの俺だけだったんだ！　どうりで今まで文句を言わなかったはずだよ！

「貴様らが不便に感じずとも、俺には問題なのだ！　良いか、早急にエレベーターの取り付け工事の検討を行うのだ！　これは最優先事項だ！」




　──そして三日が過ぎた。

「ヘル様ぁー、エレベーターをどう取り付けるか考えてきました、ってフォルネウスは褒めて欲しいんだもん」

　若干の不安を感じながら、俺はフォルネウスの話を聞いた。

「吹き抜けの壁に沿って、滑り台を作るのがいいと思うんだもん♪　おっきい滑り台って楽しそうだもん」

　それは滑り台であって、エレベーターじゃないよね？

「ちなみに、登りはどうするのだ？」

「ふぇ？　それは階段を上がらないとダメなんじゃないか、ってフォルネウスは思うんだもん」

　うむ。そもそもの問題点を理解していないな！

「サタナキアはどうだ？」

　クールな表情でうなずくと、サタナキアは一枚の図面を机に広げた。

「はい。これが私とヘルシャフト様の自室をつなぐ専用通路の工事計画です」

　計画の趣旨が違う！　次、グラシャ！

「考えたんだけどよ。やっぱ階段の方がいいんじゃねえのか？　運動になるし」

　根本を否定された！　残るはお前だけだ、頼むぞアドラ！

「インフェルミアに相応しいエレベーターにすべく、特別委員会を結成する予定です。バルガイア大陸中から腕の立つデザイナーや職人を招集致します。素材としては金と宝石を考えておりますので、その採掘も始める予定です」

　何だか２Ａギルドに対して、大量のクエストが発生しそうだった。

「う、うむ。それは結構だが、時間はどれくらいかかるのだ？」

「はい。スタッフ集めに半年、素材の採掘と準備期間に半年、工期は一年ほどを考えておりますので、計二年ほどかと」

　待てねえよ！　もしかしたら、その頃には現実に帰ってるんじゃないの？　ってくらいの勢いだよ。

　俺はあきらめて、庭で草むしりをしていた哀あい川かわさんのところへ行って相談した。

「ああ、それは無理なんじゃないかしら」

「え、マジで？」

「ハウジングなら自由に設計も出来るけど、インフェルミアの改造なんてマップのプログラムを修正しない限り難しいと思うわよ」

　俺はがっくりと肩を落とした。

　そんな俺を見て、哀川さんは苦笑いを浮かべると、慰めるように言った。

「でも、エグゾディア・エクソダスにはよく分からないシステムやツールがあるから、もしかしたら実現出来る手段もあるかもね」

「え？　よく分からない……って？」

　哀川さんは立ち上がると、草むしりでかがめていた腰を伸ばし、軽いうめき声を上げた。

「私だってこの世界の全てを知ってるわけじゃないわよ？　むしろ一部しか知らないわ。どこまで世界が広がっていて、どんなものが実装されているか分からない」

「え？　そうなんですか？」

　何だか哀川さんならこの世界の全てを把握しているような気になっていたけど、違ったのか。

「そもそも私は外注の進行管理が仕事なんだから、ある程度の概要は知っていても、それ以上のことになると分からないわ。それに──」

　すっと声のトーンが落ちる。

「いま外ではどういった対策がなされていて、この世界にどんな影響があるのか、私たちがどうなるのか……それだって分からない。いつ送られてくるか分からない外からのメールを、まるで神の託宣の如く受けとることしか出来ないのよ」

　外からのメールも最近来なくなったしね、と悲しげな表情で付け加えた。

　俺はしおれそうな哀川さんの姿を見て、無理に明るい声を出す。

「なるほど！　哀川さんも知らないステキアイテムがあるかも知れないってことですね！　そりゃあ希望が持てるよな！」

「堂どう巡めぐりくん？」

「いやー俺、この城にエレベーター付けるのあきらめきれないんで。この世界のこと色々解明して、絶対にイイ感じのエレベーター付けてやりますから。地上最速の昇降速度を誇るヤツを！」

　哀川さんはふっと微笑むとその場にしゃがみ、雑草に手を伸ばした。

「そうね、頑張んなさい。それより──」

　ん？

「そろそろ２Ａギルドに戻りなさいよ。こっちが居心地がいいのかも知れないけれど、目を離してあっちが予想外の動きをすると面倒よ」

　俺は鎧に冷や汗をかきながら、そっぽを向いた。

「い、いやあ。まだここでやることもあるし……それに、最近雫しずく石いしの奴がなんか不気味だし……結構、神経すり減るんですよねぇ……」

「さっきの前向きな発言はどこへ行ったのよ！　都合のいいことばかり言って、現実から目をそらすんじゃないの！」

「は、はいいいっ！」

　俺はその場から逃げ出した。

　俺が直面している問題。俺たちが救出される準備が整うまでこの世界で生き抜き、その間クラスメートたちを撃退しなければならないということだが、果たしてこれは現実と呼んでいいのだろうか？　現実と言うにはあまりにも非現実的な字面ではあるまいか。そんなことを考えながら、俺は瞬間移動テレポートをすべくメニューを開くのだった。
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「またＬＯＶＥＲＯＯＭを改良したんですか？」

　傷きず無なは胡散臭そうな目で、目の前に浮かぶウインドウに映る識しき名な京けいを見つめた。ナユタラボに呼び出されるやいなや、いきなりＬＯＶＥＲＯＯＭに入るように指示された。これは新しい機能をテストして欲しい、という意思表示だ。

『そう。ＬＯＶＥＲＯＯＭの弱点だった、モブのＡＩの弱さを改善するため』

　傷無は、ＬＯＶＥＲＯＯＭに登場する通行人や生徒たち、ときには接続改装を盛り上げるためのギャラリーとしても活躍する、コンピューターが作り上げるその他大勢のキャラクターたちのことを思い返した。

「確かに個性はないし、ガヤみたいな感じではありますけど……でも、それで事足りるんじゃないんですか？」

『常に完全、完璧を目指すのが技術者』

　いつになくケイが燃えていた。

『その為に、過去に民間で開発されたＶＲＭＭＯＲＰＧゲーム、エグゾディア・エクソダスという製品に搭載されていたＡＩを組み込んでみた。まだそのゲームに登場するキャラクターを、そのまま実装したに過ぎないが、ぜひ試してみて欲しい』

　そう言いながら、傷無が同意する前にＬＯＶＥＲＯＯＭを起動させた。軽い違和感と共に、傷無がいた真っ白な部屋は一瞬にして怪しげな部屋へと変わった。

　そこはまるで中世ヨーロッパのゴシック建築の教会。だが神の家というよりは、まるで悪魔の巣窟だった。部屋は暗く、壁の装飾も悪魔や不気味な怪物を模した、実に禍々しいものだ。中央には長い机が置いてあり、そこに座っている四人の姿が部屋の内装に負けず劣らず異様だった。

　執事風の姿をしたメガネをかけた美青年。それに頭に耳の生えた、筋骨隆々でワイルドなイケメン。さらに褐色の肌に白い髪をした、やけに色っぽい女性。あともう一人、金髪碧眼でまるで高価な洋菓子のように美しく、甘い見た目をした天使がいた。天使というのは比喩ではない。本当に背中に羽が生えている。頭の上に輪はないが、胴体を大きな光のリングが囲っていた。

　その天使が立ち上がると、ＬＯＶＥＲＯＯＭの新機能だろうか、名前とキャラクターの詳細がテロップで表示された。この少女の名は『フォルネウス』というらしい。種別には『堕天使』と書かれている。フォルネウスは傷無に駆け寄ると、いきなり抱きついた。

「ヘルシャフト様ぁ！　すっごく久しぶりですー、ってフォルネウスはほったらかしにされたことに不満を感じてるんだもん」

「は。はあっ!?」

　傷無には状況も、この少女が何者なのかも全然分からなかった。その時、ケイのウインドウが開いた。

『ヘルシャフトというのはこのゲームのラスボスである魔王の名前。元のデータがそのまま反映されている。気にしないで欲しい』

　いや、気にするだろ。と傷無は心の中でつぶやいた。

「フォルネウスはヘル様のお側を片時も離れたくないんだもん」

　そう言いながら、傷無の顔にすべすべした頬をすりつけてくる。その感触は、実に柔らかくて気持ちがいい。

「あれ？　ヘル様ったら、少し痩せた？　黒い鎧は着ているけれど……体も小さくなったかも？　ってフォルネウスはヘル様のお体を心配するんだもん」

　そう言われて、傷無は初めてエロスを着装していることに気が付いた。

「黒い鎧か……確かにそうだけど。でも、特に痩せてはいないよ」

　そう笑顔で答えると、フォルネウスの目が一瞬冷たく光った。

「ヘル様はぁ……本当にヘル様なの？」

「レムリアの魔王とは呼ばれているけどね」

　苦笑いで傷無は答えた。するとフォルネウスは傷無の腕を取って、部屋の奥へ引っ張ってゆく。扉を開けると、そこはなぜかベッドルームだった。傷無の胸がどきりと跳ね、ついそのベッドから目が離せなくなる。

「いきなりこんなところへ連れてきて……一体何を──」

　そのとき背中に殺気を感じた。傷無が弾かれたように振り向くと、そこには手の平から光の塊を放とうとするフォルネウスの姿があった。

「!?」

　二人の間で激しい光が爆発した。傷無は咄嗟に絶対領域を展開し、フォルネウスが放った光の衝撃波を防いでいた。

「そんな！　フォルネウスの神の力が防がれるだなんて!?」

「いきなり攻撃を仕掛けてくるなんて、危ないＡＩだな。一体、どういうことなんだ？」

　傷無が迫ると、フォルネウスは困った顔をして後ずさる。

「だ、だって。ヘル様じゃないんだもん！　レムリアとか……し、知らないもん！」

　そのとき再びケイのウインドウが現れた。

『どうやら忠誠心が足りないらしい。エクスタスという催淫魔法が使えるはず。その魔法を使ってフォルネウスを籠絡して』

「どんなゲームなんだよ……で、その魔法はどうやって使うんだ？」

　傷無の質問に、ケイはしばらく固まった後、いつもよりゆっくりとしたスピードでキーボードを叩いた。

『起動方法が不明。ここは傷無が日頃鍛えた技で切り抜けて欲しい』

「何だよそれ……」

「偽者の魔王なんて、このフォルネウスが倒しちゃうんだもん！」

　突っかかってくる可愛らしい天使の腕をつかむと、傷無はベッドに押し倒した。

「きゃぁっ！　な、なにをするの……って、ひゃぁああああん！」

　傷無は早速フォルネウスの体を撫で回し、弱点を探った。

「とりあえず弱そうなところは……と」

　首筋から胸、脇腹にへそと体を愛撫してゆく。そうして隠れた宝を探し出すように、傷無はフォルネウスの敏感な部分を探り当ててゆく。

「胸は当然として、意外と脇腹と背中が感じるみたいだな。ちょっと羽が邪魔だけど」

　しかし気持ちのいいところを触ると、嬉しそうに羽がぱたぱたと動く。おかげで、簡単にフォルネウスの性感帯を知ることが出来た。一方のフォルネウスは、既に上気した顔で息も上がり、目も虚ろだった。

「こ、こんなの……すごい♡　フォルネウスは、レムリアの魔王様のもの……だもん」

「さて、じゃあ本格的に接続改装を始めるぞ」

「ふぇっ!?　そ、そんな、フォルネウスはもう、ああああぁぁあああんんん♡」

　そして三十分後。忠誠心をフル回復し、その代わりＨＰを使い果たしたフォルネウスの姿があった。

『その調子で他のＡＩのデータも調べて欲しい』

　淡々としたケイのテキストが、この世界からまだ戻れないことを傷無に伝えていた。

　傷無は溜息を吐くと、ベッドルームの扉を開き、次のキャラへと向かって行くのであった。
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　ＬＯＶＥＲＯＯＭの弱点であるモブのＡＩのレベルの低さを改善するため、識名京は過去に民間で開発されたＶＲＭＭＯＲＰＧゲーム、エグゾディア・エクソダスという製品に搭載されていたＡＩを組み込んだ。

　そのテストを傷無、天地穹女神の愛あい音ね、姫ひめ川かわ、ユリシアの四人が同時に行っている最中だった。同時にとはいっても、ＬＯＶＥＲＯＯＭのユニットは別々である。これもエグゾディア・エクソダスのテクノロジーを取り入れたものだが、ネットワークで四台のＬＯＶＥＲＯＯＭが接続されており、一つの環境情報を共有出来るのだ。

「それで傷無はどこにいるのかしら？」

　愛音は眉を寄せ、姫川とユリシアを振り返った。

「見当たりませんね……一緒の環境データを使っているはずなんですが」

　姫川はあたりを見回した。高さ数十メートルはあろうかという背の高い木々が並び、その梢の間から日の光が差し込んでいる。微かに霞のかかった森の空気に、天から降り注ぐ光がきらきらと光る。鮮やかな緑の葉と色とりどりの花の色が、まるで妖精の森のような美しくも幻想的な眺めを作り出している。

　この世界のデータがロードされた瞬間、三人の体にはハート・ハイブリッド・ギアが着装された。だが、それも不要に感じるほど、穏やかで心安まる森だった。

　ユリシアはその森を貫く道の先を見つめると、大きく伸びをした。

「随分ステキな森ね。まるでファンタジーの世界のようだわ。特に──」

　上に伸ばした腕を下ろすと、そこには粒子ライフルが握られている。

「そこに隠れている人たちとか」

　ユリシアの粒子砲が火を吹くと同時に、森の奥から炎の塊が飛んできた。空中で光と炎が激突し、爆炎と衝撃波を轟かせる。

「『フレイムストーム』！」

　木の陰から飛び出した少女が叫ぶ。その姿はファンタジーに登場する魔法使いのようだ。長いマントを羽織り、手には分厚い魔導書。その本を開き、叫ぶと同時に伸ばした指先から炎が噴き出す。

　愛音は絶対領域を展開し、その炎を防いだ。

「何なのよ？　あなたたちは」

　事も無げに炎を弾き返す愛音の姿に、魔導士の少女は眉間にしわを寄せた。

「そんな！　私の魔術が……あの見慣れない鎧のせい？　それにしても、やけに浮いてるデザインね。どちらかと言えば、ＳＦみたいな……」

　少女の後ろの茂みから、男女二人の剣士が飛び出す。

「雫石さんは後方支援を頼む！　行くぞ、凛り々り子こ」

「ええ、洸あきらくん！」

　中世ヨーロッパ、というよりはゲームのファンタジーＲＰＧのような服と軽装な鎧を身に着け、剣を構えて走ってくる。

　姫川も剣を抜き、迫り来る二人の剣士に向かって構えた。

「よくは分かりませんが、どうやらＬＯＶＥＲＯＯＭに改造される前の、本来の戦闘シミュレーター機能のようですね」

　ユリシアが半分呆れたような、感心した声を出す。

「そんなことよく覚えてるわね、ハユル」

「うおおおおおおおおおおおお！」

　洸と呼ばれた少年が剣を振り下ろす。ユリシアは体を引いて剣をかわすと、洸の胸元に粒子ライフルを放った。

「ぐあっ！」

　火花が散り、少年の体は数メートルはじき飛ばされる。

「はあああああああああああああああああっ！」

　凛々子と呼ばれた少女の剣が、姫川の剣と火花を散らす。二本の剣は渾身の力を込められ、鍔迫り合いとなった。

　愛音は一人手持ちぶさたで、遠くにいる少年を見やった。

「そこのあなた。あなたは戦わないの？」

　その少年は他の三人に比べると、やけに装備がしょぼい。それに攻撃をしようか、逃げようか、おろおろと迷っているように見える。魔導士の少女はその姿を見つめ、険しい顔をさらに苦々しげに歪めた。

「本当にゴミのような男ね、堂巡くんは」

　その言い様に、愛音は呆れたような表情を浮かべた。

「……仲間に向かって、随分酷いことを言うのね」

「アイネが言う!?」

「愛音さんが言いますか!?」

　姫川とユリシアは突っ込まざるをえなかった。

　そのやり取りを聞いた凛々子の表情がいぶかしげなものへ変わる。

「あの……あなたたち、魔王軍のヘルランダーではないのですか？」

　今度は姫川が怪訝な顔をする番だ。

「は？　ヘル……何ですか、それは？」

　双方剣を納めると、お互いの状況を語った。

　一いち之の宮みや洸は首をひねりながら、確認するように言う。

「よくは分からないが、君たちもこの世界へ飛ばされてきた、ということだな」

　愛音は腕を組み、眉を寄せた。

「えっと……それでいいわ」

「ちょっと愛音さん！　そんな適当な」

「待ってハユル。この人たちはケイが実装したデータなんでしょ？　だったら、そこまで正確にわたくしたちのことを説明しなくてもいいんじゃない？」

「それはそうかも知れませんが……」

　姫川は気を取り直すと、朝あさ霧ぎり凛々子に向き合った。

「朝霧さんたちも元々ここに住んでいるのではないのですね？」

「ええ。あたしたちも元は普通の、現実の世界にいたんですが、このＭＭＯＲＰＧみたいな世界へ紛れ込んでしまって……何とか脱出しようと戦っているところなんです」

　姫川には、朝霧たちのことがゲームの流用データには思えなかった。どう見ても、自分たちと同じ普通の生きている人間としか思えない。

「ふうん。それで、脱出する方法ってどうするのかしら？」

　ユリシアの質問に魔導士の雫石乃音のんが答える。

「魔王ヘルシャフトの住む城、魔王城インフェルミアの奥深くにあるヘルズゲート。そこを通れば、元の世界へ戻れるわ」

　雫石がそう答えたとき、みんなの輪から少し離れたところにいる堂巡という少年の肩が、びくりと上がった。

　姫川の目が、すっと半眼に閉じられる。

「魔王……何でしょう。心当たりがある気がします」

「奇遇ねハユル。わたくしもよ」

「レムリアの魔王……エロス魔王……嫌な予感がするわ」

　天地穹女神の三人は、朝霧たちからインフェルミアの場所を聞き出すと、お互いの健闘を祈って別れた。

　ＬＯＶＥＲＯＯＭを終了すればいいだけなのだが、なぜかこの世界で傷無を見つけ出すことに意義があるような気持ちになっていた。朝霧たちが言っていた、この世界の攻略。それをしてみたい気持ちに、なぜかなっていたのだった。







[image: 「レムリアの魔王　エクスタス・オンラインに降臨す　サタナキア編」]







　ＬＯＶＥＲＯＯＭの弱点であるモブのＡＩのレベルの低さを改善するため、識名京は過去に民間で開発されたＶＲＭＭＯＲＰＧゲーム、エグゾディア・エクソダスという製品に搭載されていたＡＩを組み込んだ。

　傷無と天地穹女神はそれぞれ別々のＬＯＶＥＲＯＯＭに入り、新たに実装された環境データと、そこにいるキャラクターのＡＩをテストしていた。

　しかし傷無は、なぜか魔王城インフェルミアという城で、ヘルゼクターという悪魔の部下たちから、魔王と崇め奉られていた。

「まるで芝居の役者を強制されているみたいだな……まさしくＲＰＧというか。それにしても、愛音や姫川、ユリシアは一体どこへ行ったんだ？」

　傷無、愛音、姫川、ユリシアの四人はそれぞれが別々のＬＯＶＥＲＯＯＭを使っているが、ネットワークで接続されており、一つの環境データを共有していた。それは別々のＰＣから一つのサーバー上にあるＭＭＯＲＰＧゲームにログインしているようなものだ。これもエグゾディア・エクソダスのテクノロジーを取り入れたものだった。

「どうかなさいましたか？　ヘルシャフト様」

　褐色の肌に長く白い髪。真珠のように光る髪から、尖った耳が顔を出している。そしてはち切れんばかりの胸とお尻。抑揚が激しすぎるワガママボディを、ビキニのようなアーマーが押さえ込んでいる。

　傷無の──いや、この世界を支配する魔王ヘルシャフトの側近である四人のヘルゼクター、その内の一人であるダークエルフのサタナキアだった。

　従順で礼儀正しく、美しい。きりっとした表情と相まって、実に頼り甲斐のある秘書といった雰囲気だ。見た目の美しさだけでなく、内面から理知的な美しさが滲み出ている。

　──口を開きさえしなければ。

「具合が悪いのでしたら、この私が授乳をして差し上げますが」

「出るのかよ!?」

「出ませんが、魔王様に吸って頂ければ、出るようになる気が致します」

　思わず逃げ出したくなったが、ここは魔王の部屋。すなわち今の傷無の部屋だ。ヘルゼクターの一人フォルネウスに襲われたが、難なく撃退。しかし実際ここにいるキャラクターたちのＡＩは高度だ。テストも慎重にやる必要があると思い、ケイと相談するためにも、落ち着ける場所で一人になろうと思ったのだ。とはいえ城内の構造が分からないので、このサタナキアに魔王の自室まで案内をしてもらった。だがサタナキアは立ち去ろうとせず、部屋に居座った。あまつさえ、ベッドの上に横になっている。

　傷無はどうしたものかと困り果てて、ベッドの上で誘うようにいやらしく体をくねらせるサタナキアを見つめた。

　褐色の肌のせいか、ふとグラベルを思い出した。しかしグラベルはこんなにあけっぴろげじゃなく、もっと慎ましやかだ。

「ヘルシャフト様。私は今日危険日なのですが……絶好の子作りの機会だと思われませんか？」

　そう言って、目をきらきらと輝かせる。

　慎ましくないとか、そんなレベルではなかった。

　傷無は気を静めようと、椅子に座ろうとした。しかし、サイズが大きすぎて座りづらい。この部屋の主、魔王ヘルシャフトはどれだけ体が大きいのだろうか？　部屋の作りも全体的に大きい。少なくとも、その身長は二メートルを軽く超えるに違いない。

「これだけ媚びても、手を出して下さらないだなんて……本当に、あなたはヘルシャフト様なのですか？」

　不満そうなサタナキアの横に、ウインドウが浮かび上がった。そこには《ＬＯＹＡＬＴＹロイヤリテイ》という表示があり、その数値が80から30へ大きく下がっていた。

　──なんだ？　あれは。

　疑問が心に浮かぶのと同時に、傷無の目の前にウインドウが開く。そこには識名京が映っていた。

『あれは忠誠心のステイタス。あの数値が小さくなると、下克上を起こし、主人公たちを殺そうとする、というものらしい』

「何だか世知辛いゲームだな」

　傷無は天地穹女神の隊員たちが自分を殺しに来る場面を想像し、背筋が震えた。

『それを防ぐには、あの《ＬＯＹＡＬＴＹ》の数値を上げるしかない。あのキャラの望むことをしてあげるのがいいと思う』

「それって、すなわち……」

　ベッドの上で期待に目を輝かせるサタナキアがいた。

『接続改装や絶頂改装のトレーニングにもなる。頑張って』

　やれやれと言いたげに溜息を吐くと、傷無はベッドに上がった。

「やっとその気になりましたか？　しかし、今さらこの私を──あぁあんっ♥」

　傷無の指先が背筋を撫でる。そして優しくその体を確認するように触れてゆく。

「あ、ああっ……ちょ、へ、ヘルシャフト様？」

「ん？　どうしたんだ、サタナキア」

　サタナキアは頬を染めると、体を守るように胸の前で手を組んだ。

「その……いざ本当にとなると、ちょっと心の準備といいますか……」

「え？」

　先程までのビッチっぷりはどこへやら。指先をいじりながら、まるで箱入り娘のような態度で上目遣いに傷無を見上げる。

「気持ちよくないか？　どうして欲しいか希望があるなら言ってくれ。まだサタナキアのことが良く分かっていないからな」

「きっ、希望!?　そ、そんな……私はそんな……言えるわけ、ないじゃないですか」

　恥ずかしそうに顔を背け、蚊の鳴くような声で囁く。

「わ、私、本当は……こんなの初めてで……興味だけはあって、知識なら負けないのですが、実践は──」

　口の中でごにょごにょとつぶやき続けているが、傷無の耳には聞き取れなかった。

「自分で探し当てろってことか？　了解した」

「え!?　ちょ、ま、まお──いやぁああああああああん♥♥♥♥」

　──そして一時間後。

《ＬＯＹＡＬＴＹ》の回復したサタナキアをベッドに残し、傷無は部屋を出た。もうテストは充分かと思ったが、まだ愛音たち天地穹女神と合流していない。

「一応、ネットワーク機能も動作しているか確認しておいた方がいいしな」

　しかし外へ出ようにも出口が分からない。仕方がないので、ヘルゼクターの残り二人、アドラとグラシャがいる会議室へと一旦戻ろうと、階段を上り始めた。







[image: 「レムリアの魔王　エクスタス・オンラインに降臨す　邂逅編」]







　ＬＯＶＥＲＯＯＭの弱点であるモブのＡＩのレベルの低さを改善するため、識名京は過去に民間で開発されたＶＲＭＭＯＲＰＧゲーム、エグゾディア・エクソダスという製品に搭載されていたＡＩをＬＯＶＥＲＯＯＭへ組み込んだ。

　傷無と天地穹女神はそれぞれ別々のＬＯＶＥＲＯＯＭに入り、新たに実装された環境データと、そこにいるキャラクターのＡＩをテストしていた。

　しかし傷無は、なぜか魔王城インフェルミアという城で、ヘルゼクターという悪魔の部下たちから、魔王と崇め奉られていた。

「お邪魔……します」

　傷無は城の上層部にある魔王と幹部のみが使用する会議室へとやって来た。

　そこはまるで中世ヨーロッパのゴシック建築の教会。だが神の家というよりは、まるで悪魔の巣窟だった。部屋は暗く、室内の装飾も悪魔や不気味な怪物を模した、実に禍々しいものだ。

　今は傷無がこの城の主人という設定らしいのだが、どうにも恐縮してしまう。控えめな態度でこっそり入ってきた傷無を、執事風の男がめざとく見つけた。

「これはキング。ご機嫌麗しゅうございます」

　メガネをかけた美青年にして吸血鬼、アドラだ。

「王様、どーしたんだよ？　ヒマなのか？　だったら、オレと一緒に狩りにでも行かねーか？」

　頭に耳の生えた、筋骨隆々のイケメン人狼、グラシャである。

　本来であれば、あと二人──、

　金髪碧眼、背中には白い羽、腰を囲む光るリング、堕天使のフォルネウス。

　褐色の肌に白い髪をした、美しく煽情的なダークエルフ、サタナキア。

　その四人が傷無の、いや魔王ヘルシャフトの側近にして魔王軍ヘルランダーたちを率いる四軍団の将、ヘルゼクターである。

　しかし腹心であるヘルゼクターたちも、《ＬＯＹＡＬＴＹ》という忠誠心を示すステイタスが下がると、忠実な部下ではなくなり、魔王へ反旗をひるがえす存在となる。

　事実、フォルネウスとサタナキアは、《ＬＯＹＡＬＴＹ》の低下により、傷無に対して反乱を起こしかけた。

　──接続改装と同じ要領で何とかなったけど。この二人にはどうしたらいいんだ？

　心の中で、くれぐれも忠誠心が下がらないように祈るだけだった。

　そんなことを考えながら、傷無はやたら大ぶりな椅子に腰を下ろす。このサイズが丁度いい魔王というのは、どれだけ体がデカいのだろうか？　正直、テクニカルギアを着装して座るくらいが丁度いい。

「キング、早速で申しわけございませんが、カルダート近辺に妙な連中が現れたとの報告が上がってきております」

「妙な連中？」

　アドラはメガネのブリッジに指を添えて、位置を直す。

「はい。報告を上げたオークによると、見たことのない鎧を着ていて、見た目は人間のようなのですが、その戦闘能力は上級モンスターをも凌ぐとか」

　グラシャが身を乗り出した。

「なんだそりゃ？　おもしれーじゃねーか！　な、王様。そいつらを殺やりにいこうぜ！」

「妙な連中……か」

　それって十中八九、愛音たちだよなと傷無は思った。

「分かった。それじゃ、カルダートという場所へ案内してくれるか？」

「その必要はないわ」

　聞き慣れた声が見慣れない城の中に響いた。扉を開けて、白い装甲を身に着けた銀髪の少女が現れる。

「愛音！」

「ああっ！　傷無くん、やっぱりここにいたのですね？」

　その後ろから姫川が顔を出し、続けてユリシアが遠慮する素振りもなく、部屋の中へと入ってくる。

「キズナったら、ＬＯＶＥＲＯＯＭの中でも魔王なのね」

　くすくす笑うと、大きな椅子に座る傷無を見つめた。

「もうテストは十分でしょ？　そろそろ戻りま──」

　アドラがタキシードの背中から剣を抜くと、いきなり襲いかかってきた。

「ハユル！」

　ユリシアは後ろへ下がり、代わりに剣を抜いた姫川が前に出る。二本の剣が激突し、火花が散った。アドラは姫川を睨み付けたまま、傷無に対する謝罪の言葉を口にする。

「キング、申しわけございません。このような見苦しい連中をお目にかけるなど。直ちに処分致しますので」

「は!?　み、見苦しいって」

　アドラの言葉に姫川は目を白黒させた。その隙にアドラは一旦剣をふりほどくと、華麗な剣さばきで姫川に斬りかかる。姫川も壮鋭刀をふるいその剣を受けるが、斬り返す隙が見つからない。

「ちょっとハユル？　遊んでないで、早く何とかしてよ。剣使いなら、ハユルの担当でしょ？」

「勝手なことを言わないで下さい！　この人──」

　──強い。何という見事な剣の腕。ハート・ハイブリッド・ギアを着装した自分に、まったく見劣りしないスピードと破壊力。見た目は生身の人間のようだが、恐らくは違う。

　愛音が握った拳の指を鳴らし、前に出た。

「仕方がないわね。あたしが……」

　その愛音に向かって、グラシャが床を蹴って飛び込んで行く。

「うらぁあああああああ！」

　殴りかかるグラシャの腕が巨大化した。鋼の毛が生え、腕は人間の何倍にも太く長くなる。その腕が凄まじい速度で愛音に向かって繰り出された。

「くっ！」

　愛音のパンチとグラシャの拳が激突した。凄まじい衝撃波が広がり、窓のガラスを震わせた。

「そんな!?　ゼロスのパンチと互角!?」

　天地穹女神と対等にやり合うアドラとグラシャの力に、傷無は舌を巻いた。

　そして、ＬＯＶＥＲＯＯＭが作られた本来の目的である戦闘シミュレーターとしての姿を見ているようで、なぜか感慨深かった。

「とはいえ……何だか、戦う姿を見るのは忍びないな」

　たとえデータであっても、自分を主人と慕い崇めた連中と天地穹女神が戦うのは、ちょっと心が痛んだ。

　傷無は椅子から立ち上がると、全員に声をかけようとした。

「みんな──」




「そこまでだ！」




　地の底から響くような声が轟いた。

　背の高い扉を開け、その大きさに見合う巨体が姿を現す。二メートル三十センチの黒い鎧。その隙間からは、中に燃えるマグマのような炎が覗いていた。

　広い肩幅からは、並の人間の足より太い腕がぶら下がっている。胸板は分厚く、大砲の弾を受けても倒れないのではないかと思わせた。それだけゴツいにもかかわらず、逆に腰は絞られていて鈍重なイメージはない。背中に羽織るマントは不思議なことに、まるで炎のように燃え上がり、ゆらめいていた。

　その鎧から朗々たる声が響き渡る。




「深淵の闇より生まれし地獄の業火インフエルノ」




　その存在に、アドラが驚きの声を上げた。

「キング!?」

　傷無も目を見張った。

「これが……本物の魔王か」

　圧倒的なまでの存在感。巨大な体から発せられる魔力の波動に圧力すら感じる。兜の目の部分は暗く、地獄の闇へとつながっているようだ。その奥で、炎のような光がきらめいた。




「闇と炎の絶対王者！　ヘルシャフト!!」




　ヘルシャフトは腰をひねり、傷無に向かって両腕を広げた。





「彷徨える旅人よ、異世界の王よ、

　己が世界の呼び声に耳を傾け、帰還せよ。

　ここは魔王オレのみに許されし、禁断の聖域サンクチユアリ」






『予定時間の終了まであと五秒。四、三、二……』

　ケイの声が傷無の耳元で聞こえた。カウントダウンが進み、ゼロの声が聞こえると同時に、魔王城インフェルミアが消えた。

「……あれ？」

　傷無の目の前にあるのは真っ白な壁。何もない数メートル四方の狭い空間。

「ＬＯＶＥＲＯＯＭ……の中だよな。そりゃそうか」

　外へ出ると、同じようにＬＯＶＥＲＯＯＭから出て来た愛音と姫川、ユリシアがいた。

「キズナぁ～お疲れさま♡」

「ああ、お疲れ様。みんな、特に体調に変わりはないか？」

　愛音は得意げにうなずいた。

「ええ、問題ないわ」

「それにしても、新しいＡＩは凄いですね。まるで生きている人間としか思えませんでした……あの朝霧さんという方と、またお話がしてみたいですね」

　姫川がそうつぶやいたとき、ケイのウインドウが目の前に開いた。

『ご苦労様。とりあえず第一段階としては成功。今日の実験はこれで終了とする』

「了解です、識名さん」

　通信を切ろうとして、傷無はふと思いとどまった。

「識名さん。さっきＬＯＶＥＲＯＯＭの中で出合った人たちって、本当にゲームのキャラクターなんですか？　妙にリアルだったというか」

『間違いない。エグゾディア・エクソダスというゲームの為に作られたキャラクターたち』

「へえ……そんな凄いゲームがあっただなんて。驚いたな」

　感心した声を上げる傷無に、ユリシアも同意する。

「本当ね。わたくしもちょっと遊びたくなったかも」

『それは無理。このゲームは現在はサービスされていない』

　四人は残念そうに肩を落とした。

　しかし、新たなオプションとして追加されたエグゾディア・エクソダスのデータを起動すれば、またあの世界へ行けるだろう。

　ゲームのキャラクターにしては妙に生々しく、人間くさく、不思議な魅力のある連中だった。ただ気になるのは、最後に現れた魔王ヘルシャフト。

　エグゾディア・エクソダスの世界を支配する王者。

　あの鎧の下には、どんな姿が隠されているのだろう。それに、まるで傷無たちに元の世界へ戻るように促した、あの詩。

　ただのゲームのボスキャラとは思えなかった。

　──あの正体は、一体何なのだろう？

　次のテストのときはもう少し話をしてみたい。そんな風に、傷無は思った。







[image: 「文科省推奨ロリによる女の子講座」]







「はい。というわけで、これからアリスちゃんが立派な女の子になれるように、指導したいと思います」

「え、うん……え？」

　雛ひな沢ざわの唐突な一言に、有あり栖す川がわ泉いずみは大きな目をぱちぱちとまたたかせた。

「えっと、雛沢さん？　同じ神術士同士だから、色々アドバイスをしてくれる……って話じゃなかったの？　それで雛沢さんの部屋に来るように言われたから……」

　小学生にしか見えない小柄な体に平らな胸。その平原のような胸を反らせ、雛沢菜な流るは偉そうに言った。

「神術士は女の子がなるものなのよ。だって、アリスちゃん以外に男の神術士っていないでしょ？」

「そ、それは……確かに。でも、ボク、男……」

「それよ！　何でアリスちゃんが神術士になったのか分からない。でも、なった以上は立派な神術士を目指すしかないわ。そうよね？」

「う、うん」

「よく言ったわ！　では一緒に立派な女の子になれるように頑張りましょう！」

「うん……えっ!?　な、何でそうなるのっ？」

　雛沢は腕を組むと、にやりと微笑んだ。悪い笑顔だった。

「神術士は女の子。アリスちゃんは神術士。すなわちアリスちゃんは女の子にならなければならない。見事な三段論法ね」

「そ、そんな。前提条件がおかしいよっ」

「ええい、四の五の言わない！　立派な神術士を目指すと言ったじゃない。男に二言はないわよね？」

「それは……そう、だけど」

「じゃ、男らしく、立派な女の子になれるように頑張りましょう！」

「もう雛沢さんが何を言ってるのか、全然分からないよ！」

　泣きそうな有栖川に構わず、雛沢は有栖川を自分の前に立たせた。不思議の国のアリスさながらのエプロンドレス装備をした有栖川は、そのままでも女の子にしか見えなかった。

「もっと体をよじって！　肩をすぼめて手は不安そうに前に！」

「こ、こう、かな？」

「ふ……なかなか可愛いわよ……へへへ」

「なんか笑い方が邪悪だよ！」

　幼女の顔におっさんのような微笑みを浮かべ、雛沢がさらに注文を付ける。

「もっとおどおどした感じがいいわね。自分は弱い生き物なんです、いじめないでって感じを全身で表すようなイメージで」

　雛沢に怯える有栖川は、まさに注文通りだった。

「そうそう。やればできるじゃない！」

「うぅ……もう、何を目指してるのかも分からないよ……」

　次に雛沢は懐から一枚の布きれを取り出した。

「このアイテムをあげるから、装備してみて」

　手渡された布を、有栖川は広げてみた。

「うん……これなに──」

　一瞬にして有栖川の顔が真っ赤になって固まった。それはゴムで小さく縮んでいたが、広げると何かすぐに分かった。薄く繊細な生地と、可愛らしいレースの飾りが付いた女性用の物体。

「パンツよ、パンツ。言い換えるとショーツ。エロく言い換えるとパンティ」

「わざわざ言い換えないでよ！」

　そう言いながらも、有栖川はその布から目が離せなかった。

「ふっふーん。穿きたくなってきたでしょ？」

「なっ……!?」

　その一言で、有栖川は耳まで真っ赤になった。そしてきびすを返すと、その場から逃げ出した。

「あ！　こら、ちょっと待ちなさい！」

　有栖川は雛沢の部屋を出ると、廊下を走って逃げた。しかし手の中には雛沢から渡された下着が握りしめられたままだった。

　それは不思議と、有栖川の心をときめかせた。







[image: 「ビーチの悩めるギャル」]







　毒ぶす島じまメグは小麦色に日焼けした足を、まるで誰かに見せ付けるかのように組み替えた。

　健康的に焼けた肌をメンテナンスするように南国の太陽に素肌をさらし、太陽はその肌に美しい光沢を描き出す。その肌を守るのは派手な花柄のビキニ。水色をベースに色とりどりの花が咲き誇っている。派手さとは対照的に、そこまできわどい水着ではなかった。

　ここはラムル山脈を越えた海沿いの街サンディアーノ。２Ａギルド一同は、そのビーチで思い思いに海と砂浜を楽しんでいた。あるものはビーチバレー、あるものは海を眺め、そして毒島メグと宮みや腰こし蝶あげ羽ははビーチベッドに優雅に横たわっていた。

　毒島は日光浴をしているが、宮腰はしっかりとパラソルの下に隠れ、その美白の肌を守っていた。

「あのさーメグ」

「ん？　なーに」

　毒島はサイドテーブルに置いたノンアルコールのカクテルに手を伸ばす。そしてストローに口を付ける。

「あーしメグに聞きたいことがあるんだけど」

「んん？」

　水色の液体がストローをのぼってゆく。氷が涼しげな音を立てた。

「本当はこの前、堂巡と何かあったんでしょ？」

　カクテルに泡が浮かんだ。

「ぶはっ！　げほっ！　げほっ」

　派手にカクテルを吹き出し、毒島がむせる。その様子を見て、宮腰がお菓子を見つけた子供のような笑みを浮かべる。

「誰にも言わないからさー。ねー、教えてよ」

「なっ、何もないって言ってるし！　そ、それに何かってなに！」

「そりゃあね。どーもあやしいっていうか。メグ様子ヘンだし」

「へ、ヘンって。どこが？　うちはどこもヘンじゃないし」

「なんか、妙に落ち着きないっていうか。それに、堂巡のこと見過ぎ」

「へっ!?」

「さっきから、ちらちら見てるじゃん。あれ」

　宮腰が指さした先には、デッキチェアに腰掛ける堂巡がいた。

「べ、別に見てなんか──あ」

　堂巡のもとへ朝霧が駆け寄り、何事か話しかけている。毒島の胸がどきりと跳ねた。

「メグってば、やっぱ気になってるし」

「ち、違うっての。別にキョーミがあるとか、そういう次元の話じゃないし。その、あれがテキトーなウソをみんなに言いふらさないか、心配だっただけ！　そういうこと！」

　少し頬を染めた毒島が、鼻息荒く言い切った。

　大きな音を立ててグラスを置くと、毒島は立ち上がった。

「あれ？　どこ行くの。メグ」

「ちょっと、あれにガツンと言ってくる」

　そう言うとサンダルを突っかけ、砂の上を歩いてゆく。その背中に宮腰が声をかけた。

「ふーん。いってらー」

　毒島には宮腰の顔は見えないが、その声がにやけているのが分かった。

　──本当に、なんでうちがこんなめに……。

　宮腰に妙なことを口走らないように、堂巡にもしっかりと釘を刺さなければ。

　毒島は朝霧と話をしている堂巡へ声をかけた。







[image: 「ＮＯＮ　ＳＨＩＺＵＫＵＩＳＨＩ　ＬＩＶＥ　ｉｎ　ＢＥＡＣＨ」]







　雫石乃音はその場所を見つけた。

　周りを岩場に囲まれ、海からしか見ることの出来ない秘密のスポット。まるでそこだけ岩を配置し忘れたかのような、直径五メートルほどのプライベートビーチ。

「ここなら誰にも見られないし……聞かれる心配もないわね」

　近くにＮＰＣの姿もないし、２Ａギルドの連中は少し離れた砂浜で遊んでいる。こんな寂しげなところへ来る物好きもいないだろう。仮に来たとしても、騒がしい連中のことだ、近付いてくればすぐに分かる。

　そう判断すると、雫石はメニューを開き、パーカー代わりに羽織っていたマントを外した。すると白い肌を隠すのは黒いビキニだけになる。

「う……」

　これだけでも大胆だが、これからすることはその比ではない。しかし、普段なかなか歌う機会がなくて、ストレスが溜まっているのだ。

　エグゾディア・エクソダスのフィールドは広大だが、近くに誰もいないという状況が作りづらい。大体、いつも２Ａの誰かがいたり、ＮＰＣがいたりするものだ。

　──だけど、いまなら……でも、何を歌おうかしら？

　やはり好きなアーティストの曲。ロックっぽい曲調のものか、デジタルなポップにするか、或いは──

「アイドル……とか」

　雫石はぶんぶんと頭を振った。

　──あ、有り得ないわ。誰も見ていないからって。で、でも、

　派手で可愛いステージ衣装を着て、おとぎ話のようなステージで歌う、きらきらしたアイドルたち。しばらく見ていないその夢のような光景を思い出すと、胸の奥から湧き上がるものがあった。

　雫石は満面の笑みで、海に向かって手を振った。

「みんなー☆　今日は来てくれてありがとーっ♡　のんも頑張って歌うからね！」

　たちまち顔が赤くなる。あまりの恥ずかしさに、体が震え、思わず涙がにじんできた。

　──こ、これはヤバいわ。自分でもなにやってるんだろ、って思うけど。でも……。

　恥ずかしくて悶えそうになる気持ちと、心が解放されるようなすがすがしさが交互にやって来る。そしてまるで脳内麻薬が一気に噴き出したような高揚感。

　腕を上げ、びしっと青空を指さす。

「じゃ一曲目は『ロマンティック・ホライゾン』いっくよー♪」

　ストレートなラブソング。歌詞は恥ずかしいが、曲が好きで歌いたかった。まるで今まで溜めたストレスを発散するかのように、歌い上げる。

　──ああ、やっぱり気持ちいい！　一曲だけと思ったけど……も、もう一曲。

「聴いてくれてありがとー♪　次はぁ、もっと頑張っちゃうぞ☆　『メランコリック・ＬＯＶＥＲＯＯＭ』！　いくよーっ！」

　──お、思い切って、お、踊っちゃったりなんか、して。はは、なに考えてるのかしら。そんなのムリ、ゼッタイ。

　そう思った時には、体が動いていた。ネットで見た動画の動きをコピーする。腕を広げ、くるりと体をターンさせる。可愛らしく首を傾げ、人差し指を顔の横で振る。もちろんウインク付きだ。

「さーみんなもーっ！」

　思わずマイクを持っているつもりで、手を海に向ける。

　そして次の曲では、さらにテンポの速い、激しい振り付けのものを選んだ。何だか体を動かすと気持ちよかった。戦闘の時とは全然違う。ステップを踏み、腕を素早く動かすと、それだけで楽しく嬉しい気持ちになってくる。自然と顔は笑顔になり、体も少しずつ軽くなってくる。

　存在しない観客が、手拍子とコールをひっきりなしに送ってくれる。それが雫石には聞こえる気がした。

　激しいダンスに汗が飛び散り、きらきらと光った。腰をくねらせ、汗に濡れた体で大胆なポーズを取る。上体を反らすと、長い黒髪がさらりと後ろへ流れる。

　──は、はは。全然セクシーじゃないのに。で、でもいいの！　いまは！

　歌い終わると、汗で張り付いた髪をかき上げ、遠くの青空を指さした。

「さーまだまだ行くよーっ！　二階席ーっ、ＯＫ？」

　そして水平線。

「一階席！　まだ元気ある？」

　波打ち際を指さして、にっこり笑った。

「アリーナ、あなたたちは元気そうね♡　次は『ハイブリッド・ハート』！」

　歌う度、体を動かす度にテンションが上がる。高揚感と恍惚感が体と心を支配してゆく。

　客席を想定した海に背を向ける。そしてそのまま一回転して、銃の形にした指先で観客を指さす。バキューン！　銃を撃つようなアクション。トドメに可愛らしくウインクを決めた。

　──うん。いまの会心のアクション。きっと可愛かった。

　そう自分で思うと、心が沸き立つ。何だか、いつまででも歌い続けられそうな気がした。

　ここは自分のステージだ。今だけの、自分一人だけの。

　お客さんはいない。見ているのは青い空と白い雲。それと海だけだ。それでも、最高のステージだった。

　雫石の胸の中が、切ないほどの満足感で満たされた。

　──ん？

　そのとき、一瞬海で何かが動いた気がした。

　──何かしら？

　雫石はメニューを開き、装備欄のメガネを選んだ。







[image: 「ガールズトーク　エルフの国～アルズヘイムの湯～」]







　２Ａギルドがエルフの国アルズヘイムへやって来て、女王との面会を待つ間のことである。ヴァイスクローネ城の近くに宿舎を借りた２Ａのところへ、世話係のエルフがやって来た。そして、女王と会う前に身を清めるように勧められた。

「うわぁあ♪　これがエルフの国のバスルームなんだ」

　朝霧が嬉しそうな声を上げる。

　畳んだタオルを手に持ち、くるくる回転するように巨大な浴室を見回した。生まれたままの姿で、朝霧は子供のようにはしゃいでいた。

「ギルドホールのおフロに比べると、随分とゴージャスね」

　タオルで前を隠した雫石が、朝霧の後ろからやって来た。

「しばらく船のシャワールームしか使えなかったから。広いおフロは嬉しいね」

　神殿を思わせる広くて立派な浴室だった。床も壁も湯船も、全て白い大理石のような石で出来ている。意匠を凝らして作られた彫刻からお湯が流れ出てくる。天井はなく、見上げると満天の星がよく見えた。

「湯船もいくつもあるんだね……あ、ジャグジーもある。後で一緒に入ろう？」

「……そうね」

　いくつかある風呂の中から一番大きな湯船を選び、朝霧は足を差し入れた。

「あー気持ちいい……」

　そのまま腰を下ろし、肩までお湯に浸かる。

「はぁ～極楽、極楽♡」

「何でそんな、おばさんっぽいのよ」

　あまりの気持ちよさに、雫石のツッコミも気にならないようだ。朝霧はにっこりと微笑み、雫石を手招きした。

「のんのんも、ほら、早く」

「その呼び方やめてよ」

「えー可愛いのに」

　雫石はタオルで前を隠したまま、湯船の縁を跨いだ。

「……雫石さんはタオルを巻いたまま、お湯に入るの？」

　朝霧の指摘に、雫石は痛いところを突かれたような顔をした。

「朝霧さんのダイナマイトボディの前だと、どうも見せるのが気が引けるのよ」

「だ、だいなまいと……って、全然そんなことないよ？」

「よく言うわ。そんなぱっつんぱっつんの胸とお尻で」

「ええー？　その言い方、何だか太ってるみたい……って、まさかそういう意味!?」

　慌てて自分のお腹をつまむ朝霧に、雫石はうんざりした顔をした。

「いいわよ、もう」

　雫石は観念したように、胸から下を隠していたタオルを下げた。その下からは、朝霧ほどではないが、立派に実った胸と、しっかりとくびれた柳のように細い腰、小さめのお尻からすらりとした細い脚が伸びる、華奢で繊細な体が現れた。辛うじて股間だけはタオルで隠されていた。

「うわぁ……のんのん、綺麗。すっごい細いね……いいな」

　見惚れたような顔で、朝霧は溜息交じりに言った。しかし対照的に、雫石は忌々しそうにつぶやいた。

「なによそれ。持てる者の余裕ってやつかしら？」

「ううん。素直にそう思うよ。すらっとして、モデルさんみたい」

　雫石は、真っ直ぐな朝霧の言葉に、思わずひるんだ。

「せ、背が低いから、モデルは無理ね」

「でも肌きれいだよね。雪みたいに白くて。胸の形もいいし、大きさだってそれくらいが一番いいと思うけど」

　体のパーツをいちいち品評されるのに耐えきれず、雫石はすとんと落下するように湯船に体を隠した。そして眉間にしわを寄せて、じっと朝霧のことを睨む。

「な、なに？　そんなに睨まないでよ」

　お湯の中をすすすと進み、朝霧のすぐ目の前まで顔を寄せる。

「し……しずくいし、さん？」

　鼻先三十センチの位置に雫石の顔がある。だが、不思議なことに近付いてくるにつれて、眉間のしわは消えていった。

「朝霧さん、ちょっと立ってみて」

「え？　うん」

　素直に立ち上がると、お湯を滴らせ、湯船から生まれ出るように朝霧の体が現れた。染み一つない肌をお湯が流れ落ちる。その後にはわずかにしずくを残し、まるでお湯を弾いたようにみずみずしい肌だけが残る。

「え、ちょっと、の、のんのん？」

　雫石も立ち上がると、至近距離を維持したまま朝霧の体を点検でもするように見つめてゆく。美しいくぼみを描く鎖骨をたどり、雫石の視線は下へと下がってゆく。その下にある大きな脂肪の塊に思わず息を呑む。

「……でかい」

「もーっ、やだ、恥ずかしいよっ」

　朝霧はたまらず腕で胸を隠した。しかし雫石はそのまま確認を続ける。大きな胸とは対照的に細く引き締まったウエスト。そこに刻まれたへそのくぼみすら美しい。

「へその穴まで可愛いとか、なんなのよ……」

「のんのんの感覚の方が分からないよ！」

　細いウエストから下がると、大きく張り出したお尻が待っている。

「安産型ね」

「お、お尻大きいのは気にしてるんだから」

「胸といい腰つきといい、いつでも子供産めますって感じね」

「そんなの……まだまだ先の、未来の話だよ」

「そうかもね」

　雫石は満足したのか、そのまま肩までお湯に浸かると、すっと朝霧から体を離した。

「その体じゃ、クラスの男子や、すれ違う男共が欲情の目で見るのも無理はないわ。むしろ沸き上がる劣情を必死で抑えている彼らに、同情を禁じ得ないわ」

　朝霧もお湯に浸かると、ちょっと眉を寄せる。

「変な言い方しないでよ。みんなに失礼だよ？」

　雫石は、はぁと溜息を吐いた。

「しかも性格までいいときてるんだから」

　それきり口をつぐみ、二人はお湯の中で体が弛緩してゆくのを堪能した。そして空を見上げ、美しい星空に目を楽しませる。

「──そういえば朝霧さん。さっき堂巡くんと二人で出かけたわよね？」

「ん？　うん。ちょっと相談に乗って欲しいことがあって」

「朝霧さんがあのヒエラルキー最底辺の堂巡くんに？　一体何を」

　苦笑いを浮かべ、朝霧は首を振った。

「別に上下とかないじゃない。ただ、あたしは──」

　そこでふと気付いたような顔をして、口ごもった。

「……そっか。ううん、大丈夫だよ、のんのん」

　雫石は怪訝そうな顔で片眉を上げた。

「は？」

「あたしは、のんのんの邪魔はしないから」

　雫石はますます苦々しい表情になった。

「何を想像しているのか知らないけれど、知りたくもないけれど、それは違うわ」

　朝霧は首を傾げた。

「でも、気になるんでしょ？　あたしにそんなことを訊くくらいだし」

「違うわ。そういうことじゃないの。あの男には……ちょっと引っかかることがあって」

「ほら、やっぱり」

　朝霧は嬉しそうに微笑んだ。他人の幸せを喜ぶような笑顔、一点の曇りもない邪気のない笑顔だった。

　その顔を見ていると、雫石はそれ以上その話題に関して話す気になれなかった。

「安心して。あたしは、のんのんの味方だから！」

「……そういう朝霧さんはどうなの？」

「へ？」

　急に自分にお鉢が回ってきて、朝霧は目をキョドらせた。

「あなたこそ、一之宮くんと付き合っているんじゃないの？　いまどこまで行ってるのかしら？　参考までに聞かせてくれると嬉しいわ」

「うーん……どうなのかな？」

　朝霧の笑顔にかすかに影が差した。

「あたしたち、別にどちらかが告白したわけじゃないんだよ」

「え？　そうなの……でも、ま。事実婚みたいな感じなのかしら？」

「えぇーなに、それ」

　雫石の喩えに朝霧は可笑しそうに笑った。しかし笑い声が止むと、わずかに悲しげな微笑みを浮かべ、朝霧は目の前のお湯に視線を落とす。

「……でもね。本当は洸くんの心がどこを向いているのか。あたしには良く分からないんだ」

　言葉を探すのに、雫石はしばらく悩んだ。

「……呆れた男ね。朝霧さんみたいないい女をないがしろにするなんて。機会があったら、クエスト中に後ろから撃ってやるわ」

　朝霧は笑いを漏らした。そして雫石を見つめる。そのまなざしは、どこか悲しく、そして優しかった。

「ただ、勘違いということもあるから、朝霧さんも──ち、ちょっと!?」

　朝霧が雫石に肩が触れ合うほど近づき、その首に両腕を回した。朝霧の大きな胸が雫石の胸に押し付けられ、お互いの胸が行き場を探すように形を変えた。

「あ、朝霧さんっ？　私は、そういう趣味は──」

「のんのんはいい子だなあ……って」

「朝霧さん……」

　朝霧の顔は見えない。だが首に回された腕は、自分に対する賞賛と言うよりも、何か救いを求めているようにも感じられた。その腕をふりほどくと、何かとても大事な物を壊してしまう、そんな気がした。

「……朝霧さん。まさかあなた、一之宮くんと堂巡くんが怪しいとか、言い出すつもり？」

　ぷっと噴き出すと、朝霧が顔を上げた。

「な、なに言い出してるの、のんのん。は、あはははははははは、や、やだ、それ、面白すぎるよっ！　はははははは」

「そうね。どっちが攻めで、どちらが受けかしら？」

　二人の楽しげな笑い声は、湯気に混じり、夜空へと吸い込まれていった。
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　登場キャラクター

堂巡駆流かける（ヘルシャフト）

哀川愁しゆう子こ

朝霧凛々子

雫石乃音

フォルネウス







○シーン１　魔王城インフェルミア　城内





朝霧がインフェルミアの大きく重い扉を開ける。







朝霧凛々子　「ここが魔王城インフェルミア……ここまで辿り着いたのは初めてだね」

雫石乃音　　「ええ。今この城にいるのは魔王ヘルシャフトだけ」

朝霧凛々子　「他の２Ａギルドのみんなが、敵を引きつけてくれているおかげだね」

雫石乃音　　「でも、私たちだけで勝てるかしら……あの魔王に」

朝霧凛々子　「勝たなきゃ。魔王を倒して、この城にあるヘルズゲートを通って、元の世界に帰ろう。みんなで」







地響きと燃え上がる炎のＳＥ。







朝霧凛々子　「！（気付き）」

ヘルシャフト「ようこそ。城に迷い込んだシンデレラ」

雫石乃音　　「この声！」

ヘルシャフト「神が嫉妬し、悪魔が焦がれる、次元の壁すら越える魔オ王レという名の奇跡」







ヘルシャフト、炎のマントをひるがえし、歩いて姿を現す。重い足音と鎧の音が響く。






ヘルシャフト「深淵の闇より生まれし地獄の業火インフエルノ、魔界の王ヘルシャフト！」





名乗りと共に、派手なＳＥ。







朝霧凛々子　「魔王ヘルシャフト！」







剣を構える朝霧。







朝霧凛々子　「今日こそあなたを倒して、元の世界へ帰るんだから！　いくよ、のんのん！」

雫石乃音　　「その呼び方やめて」







雫石、魔法を発動させる。魔力が集まってゆくＳＥ。







雫石乃音　　「『メガデストラクション』！」







雫石の魔法が発射される。ヘルシャフトに命中して大爆発を起こす。







雫石乃音　　「今よ！　朝霧さん！」

朝霧凛々子　「はぁああああああっ！」







朝霧、ヘルシャフトに向かって突っ込む。







朝霧凛々子　「『ライトニング』！」







朝霧の剣による派手な必殺技。

しかし、ヘルシャフトの鎧に弾かれる。







朝霧凛々子　「そんなっ!?」

ヘルシャフト「ふっ、この俺に刃向かおうなど千年早かったな」







ヘルシャフト、炎のマントを剣に変える。







朝霧凛々子　「炎のマントが……剣の形に」

ヘルシャフト「踊れ、死と絶望と。そして詫びるがいい。己の無力さを」







ヘルシャフト、剣を振り下ろす。派手なＳＥ。







朝霧凛々子　「きゃぁあああああああ！」







光となって消える朝霧。

次に少し離れた所にいる雫石のもとへ向かうヘルシャフト。







雫石乃音　　「本当に……大したものだわ。魔王、ヘルシャフト」







どことなく嬉しそうな雫石。ヘルシャフトが雫石を斬り殺す。やはり光となって消える雫石。







ヘルシャフト「終わったか……」







羽ばたいて空を飛んでやって来るフォルネウス。







フォルネウス「ヘルさまぁああああ」

ヘルシャフト「フォルネウスか。そちらも済んだのか？」







ヘルシャフトの前に降り立つフォルネウス。







フォルネウス「うん！　人間たちはぜーんぶ殺してきたんだもん、ってフォルネウスはヘル様に褒めて欲しくて頑張ったんだもん」

ヘルシャフト「そうか、よくやったぞ。フォルネウス」







ヘルシャフトがフォルネウスの頭を撫でる。







フォルネウス「えへへへ」

ヘルシャフト「ちょうど手薄なときに仕掛けてくるとは……こちらにも侵入者がいたが、俺が倒しておいた」

フォルネウス「えええええ！　ヘル様一人で倒しちゃったんだもん？」

ヘルシャフト「ふ……あの程度のザコ。ものの数ではない」

フォルネウス「すっごーい！　さっすがヘル様！　ステキなんだもん！（以降アドリブで凄い、ステキ、さすが等を連呼する）」

ヘルシャフト（Ｍ）「俺はこの世界の支配者にして、無敵の絶対王者、魔王ヘルシャフト。この俺に逆らえる者などいない」









◯シーン２　魔王城インフェルミア　魔王の部屋





ベッドに腰掛けている哀川さん。床に正座しているヘルシャフト。







堂巡駆流（Ｍ）「……はずなのだが」

哀川愁子　　「あのね、堂巡くん。２Ａギルドの連中に、城への侵入を許すとか、どれだけたるんでるの？　真面目にやりなさいよ！」

堂巡駆流（Ｍ）「なぜ俺は奴隷に正座をさせられているのだろうか」

哀川愁子　　「ちょっと、聞いてるの!?」

堂巡駆流　　「き、聞いてますよ、哀川さん。でも──」

哀川愁子　　「言い訳なんて聞きたくないわ。いい？　この世界、ＭＭＯＲＰＧ『エグゾディア・エクソダス』に閉じ込められた、君のクラスメート２Ａギルドの運命は堂巡くんにかかってるのよ？　もちろん私と君自身もね」

堂巡駆流（Ｍ）「そう、深刻なシステム障害により、俺たち二年Ａ組はクラス全員がこの世界に閉じ込められている。だが、他の連中はみんな人間としてログインしているのに、なぜか俺だけは敵キャラの魔王ヘルシャフトになっているのだ」

哀川愁子　　「大体、主力の軍団を全部出撃させるとかありえないわ！　留守を狙ったのがもっと大軍だったらどうするのよ」

堂巡駆流　　「それは分かってますが、仕方がないじゃないですか。部下は全部出払っちゃってたんですよ！」

堂巡駆流（Ｍ）「二年Ａ組のクラスメートで構成されたギルド、２Ａギルドが大規模な攻城戦を計画しているという情報が入り、唯一動かせるフォルネウスとその軍団を撃退に向かわせていたのだ。




その隙を突いて現れたのが憧れの朝霧さん。ああ、どうせなら捕らえてエロい拷問をするという、正しい女騎士のもてなしをするべきだった！　でも出来ない俺マジ紳士。べ、別に勇気がないわけじゃないんだからね！

にしても、魔導士の雫石は相変わらず何を企んでいるかよく分からんので不気味だ。奴は出禁にしたい、全力で」




哀川愁子　　「読みが甘いし、計画性がないわ。仕事ではつねにリスクを考えて、想定外のことに対処するマージンを確保するのが常識よ！」

堂巡駆流（Ｍ）「くっ、ボロボロの服にＳＭみたいな革の拘束着なんて恥ずかしい格好して、何を威張ってるんだ、この奴隷は！　そりゃバイト先の元上司で、このシステム障害の事実を知る俺以外の唯一の人だけど、今は俺がご主人様なんだぞ！」

哀川愁子　　「返事は!?」

堂巡駆流　　「はいっ！　すみませんでした！」

堂巡駆流（Ｍ）「くっ、現実世界で刷り込まれた上下関係に、条件反射で反応してしまう！」

哀川愁子　　「いい？　２Ａギルドがこのゲームをクリアしたら、彼らはみんな……死ぬのよ」

堂巡駆流（Ｍ）「ああっ！　この手のＭＭＯＲＰＧものはゲームクリアすれば救われるってのが定石なのに、何でクリアしちゃいけないとか。なのにみんなは俺を殺せば元の世界へ帰れるとか思い込んでるしナニソレイミワカンナイ」

堂巡駆流　　「分かってますよ……だから俺は魔王ヘルシャフトとなって、あいつらを倒さなきゃならない。一人のゲームクリアも出さないように」

哀川愁子　　「外の世界では開発チームが復旧にあたっているはずよ。それまでは魔王軍の部下たちをうまく使って、２Ａの邪魔をするのよ」

堂巡駆流　　「りょーかいです」

哀川愁子　　「分かったら、さっさと２Ａのところへ戻りなさい。今度は堂巡駆流として、彼らの仲間のフリをして動向を探るの。生き返った彼らは、またすぐにレベルを上げて挑んでくるわ。すぐに追い打ちをかけて、いくら努力しても無駄だと、２Ａの子たちに刻みつけるのよ」







ドアを開けてフォルネウス登場。







フォルネウス「ヘールーさーまー」

ヘルシャフト「フォッ！　フォルネウスっ！　貴様、勝手に入ってくるなとあれほど！」

フォルネウス「ああ～ヘル様ったら、またその奴隷と一緒にいるー。もう、何でヘルゼクターであるフォルネウスじゃなくて、そんな奴隷を可愛がるの!?　ってフォルネウスはぷんぷんなんだもん！」

堂巡駆流（Ｍ）「ちなみにフォルネウスには中の人などいない。誰かがログインしているのではなく、あくまでゲームキャラ、いわゆるＮＰＣである」

哀川愁子　　「わ、私はこれで失礼致しますね。ま、魔王様、フォルネウス様、お邪魔致しました」

フォルネウス「ちょっと待つんだもん」

哀川愁子　　「ひっ!?」

フォルネウス「お前もちょっとずうずうしいんだもん。少しお仕置きが必要だと、フォルネウスは思うんだもん」

堂巡駆流（Ｍ）「まずい！　哀川さんがフォルネウスの攻撃なんか受けたら間違いなく死ぬ！　２Ａのプレイヤーキャラは死んでも生き返るが、俺たち敵キャラは死んだら終わりだ！」

ヘルシャフト「待て、フォルネウス。その奴隷に手を出してはならん！」

フォルネウス「（息を呑んで）……ヘル様はフォルネウスよりも、その奴隷の方が大事なんだもん……」







フォルネウスのステイタス表示《ＬＯＹＡＬＴＹ》がぐんぐん下がってゆくＳＥ。







堂巡駆流（Ｍ）「うおっ！　ステイタスのロイヤリティ、すなわち忠誠心がメキメキと下がってゆく！　このままじゃ──」

フォルネウス「もう許さないんだもん！　ヘル様なんて、ヘル様なんて死んじゃえ！」







フォルネウスが魔法の準備を開始。エネルギーが集まってゆくようなＳＥ。







堂巡駆流（Ｍ）「くっ！　フォルネウスの必殺魔法か！　だが俺には防御魔法も、攻撃魔法もない。俺には──」

フォルネウス「『セイクリッド』！」

堂巡駆流（Ｍ）「俺にはこれしかないんだ！」







フォルネウスの光の魔法が放たれる。派手なＳＥ。







ヘルシャフト「『エクスタス』！」







ヘルシャフトの魔法効果発動。他の魔法とはちょっと違うＳＥ。







フォルネウス「はううっ！」







フォルネウスの瞳がとろんと潤む。そしてエクスタスの催淫効果がフォルネウスを支配する。

体をしならせて媚びるフォルネウス。







フォルネウス「はにゃぁ……ヘルさまぁ……えへへ」

堂巡駆流（Ｍ）「エクスタスは俺だけに使える、アダルトモードの専用魔法。誰であろうと、かけた相手を催淫状態にしてしまうという、とんでもないステキ魔法だ」







フォルネウスがヘルシャフトに抱きつく。







フォルネウス「ヘルさまーえへへ。フォルネウスを、いーっぱい、可愛がって欲しいんだもん♡」

哀川愁子　　「それでは私はこれで──」

フォルネウス「待つんだもん」

哀川愁子　　「えっ！　まだ!?」

フォルネウス「フォルネウスはごきげんなんだもん。お前にもヘル様を気持ちよくさせるご褒美をあげるんだもん」

哀川愁子（Ｍ）「ご褒美じゃなくて罰ゲームよ！」

ヘルシャフト「おお、優しいな。フォルネウスは」

哀川愁子（Ｍ）「堂巡くん！　あんたはぁあああ！」







ヘルシャフトがフォルネウスの体を撫でさする。







フォルネウス「あぁん。もう、ヘル様ったらぁ……どこ触ってるんだもん？」

ヘルシャフト「すまんな、そこは嫌だったか？」

フォルネウス「ううん。もっと触って欲しいんだもん。そこだけじゃなくてぇ……こことか、あそことか♡」

ヘルシャフト「奴隷よ。あー、貴様もこちらへ来るのだ」

哀川愁子　　「く……わ、分かりました。魔王様」







ヘルシャフトの側へ行く哀川さん。そしてヘルシャフトの耳元で囁く。







哀川愁子　　「まさかさっき怒られた腹いせをしようってんじゃないでしょうね」（内緒話風に）

堂巡駆流　　「フォルネウスを納得させるには他に方法がないでしょうが。フォルネウスのご機嫌を取って、ロイヤリティをアップさせないと、俺たち殺されちゃいますよ？　ここは我慢して下さい」（内緒話風に）

哀川愁子　　「うう……分かったわよ」







フォルネウスが哀川さんの胸を揉む。







哀川愁子　　「ひゃっ!?　ふ、フォルネウス、さま！　だ、だめです、そんなところを、ああああぁんっ」

フォルネウス「むーこの胸でヘル様を誘惑してるんだもん？　フォルネウスより小さくて、触り心地だって今ひとつなんだもん」

ヘルシャフト「何を二人で楽しんでいるのだ。この俺に奉仕をしなくてどうする？」

フォルネウス「あぁん。ごめんなさい、ヘル様。今すぐに、してあげるんだもん」

哀川愁子　　「はぁ……はい」







フォルネウスと哀川さん、服を脱ぐ。







フォルネウス「ヘル様。フォルネウスの体はいかがなんだもん？」

ヘルシャフト「う、うむ……すごく、エロいというか、キレイだぞ」

フォルネウス「えへへ」

ヘルシャフト「それに、その、奴隷の方も、な」







哀川さん、頬を染めて、手で体を隠す。







哀川愁子　　「あ、あまりご覧にならないで下さい、魔王様……恥ずかしい……」







二人ともヘルシャフトに抱きつき、体にキスをしたり、舐め上げる。







ヘルシャフト「ああ、くすぐったいような、癒やされるような……いい気分だ。ではお前たちにも少し褒美をやろう」







ヘルシャフトも二人のお尻をつかみ揉みしだく。







哀川愁子　　「んっ！　ああっ、触っちゃダメです、魔王様！」

フォルネウス「やぁあああんっ、き、気持ちいいんだもん」







悶え続ける二人。







哀川愁子　　「ご、ご奉仕出来ませんから、お許しください、あぁああああっ！」

ヘルシャフト「ふふ、やっと奴隷としての自覚が出て来たようだな。お前たち二人で、この俺に奉仕するのだ」

哀川愁子　　「はい……」

フォルネウス「はい、だもん♪」









◯シーン３　草原のフィールド（昼間）





堂巡（剣士）、朝霧（剣士）、雫石（魔導士）の三人でフィールドのモンスターを倒し、経験値稼ぎをしている。







朝霧凛々子　「はっ！　えいっ」







朝霧が剣を振るい、モンスターが斬られてダメージを受ける。







朝霧凛々子　「今だよ！　堂巡くん！」

堂巡駆流　　「うおりゃあっ！」







堂巡の剣が一閃し、モンスターが破壊される。拍手をする朝霧。







朝霧凛々子　「すごいすごい。レベルが二つも上のモンスターを倒したよ！　やれば出来るじゃない。堂巡くん」

堂巡駆流　　「いや……朝霧のおかげだよ。教え方もうまいし」

雫石乃音　　「そうね。朝霧さんがモンスターのＨＰヒツトポイントをほとんどゼロにしておいたおかげね」

朝霧凛々子　「で、でもとどめを刺したのは堂巡くんだよ。モンスターを倒したことに違いはないし。レベルの高い敵だって、こうやって連係すれば倒せるって分かったと思うし。これからどんどん慣れてゆくよ！」

堂巡駆流　　「あ、ありがとう……朝霧」

堂巡駆流（Ｍ）「本当に天使だな、朝霧は。俺は……お前だけは、絶対に生きて元の世界へもどしてやるからな。たとえどんな手を使ったとしても……たとえ、後で恨まれることになったとしても、俺は……」

雫石乃音　　「ああ、成る程。堂巡くんにさせているのは、成功体験をさせて伸ばすという教育方針なのね。世の中自分の思い通りになると思い込ませて、別の壁にぶつかったときに簡単に折れるようにしておくなんて、さすが朝霧さん」

朝霧凛々子　「そんなこと考えてないよ！」

堂巡駆流（Ｍ）「雫石！　俺の天使に、てめえの悪魔的な発想を結びつけるのはやめろ！」







ウインドウが三人の目の前に立ち上がる。







朝霧凛々子　「あ、クエスト発生のお知らせかな？」







朝霧、ウインドウのボタンを押す。







雫石乃音　　「レアアイテムを輸送しているオークを倒す、というクエストみたいね。レベル19クエスト……ちょっと手強いけれど、アイテムはサウザンドナイフとブラッドブック……悪くないわね」

朝霧凛々子　「でも、堂巡くんにはまだ早いし、スルーしていいんじゃないかな」

堂巡駆流　　「い、いや。俺は大丈夫だよ。っていうか、やろうよ。俺が二人の足を引っ張るなんて嫌だし、さっき高レベルのモンスターにも、協力すれば何とかなるって教えてもらったばかりじゃないか」

朝霧凛々子　「堂巡くん……」

雫石乃音　　「（溜息）……ま、私たち二人だけで戦うと思っておけばいいんじゃないかしら？」

堂巡駆流　　「ああ、二人の邪魔はしない。俺も出来る範囲でだけ戦闘に参加するから」

朝霧凛々子　「堂巡くんがそこまで言うなら……うん！　じゃあ一緒に頑張ろっか」







朝霧がクエストの受託ボタンを押す。電子音に続き、受託のジングル。







朝霧凛々子　「よし、受託っと。それじゃ、行こう」







草原を歩く三人。







堂巡駆流（Ｍ）「ふふふ、かかったな！　これはただのレベル19クエストではない。すぐ近くにはフォルネウスを潜ませてあるのだ。フィールドでモンスターとエンカウントしただけという名目で、朝霧と雫石を倒す！」







草原から岩場へと移動。足音が変わる。







雫石乃音　　「いたわね」







台車にアイテムを載せて運搬しているオークたち。全部で十匹程度。オークの唸り声のような荒い息と、台車を運ぶ音。







朝霧凛々子　「それじゃ準備はいい？　堂巡くんは絶対無理しないでね？」

堂巡駆流　　「お、おう、まかせろ」







走り出す朝霧。







朝霧凛々子　　「はぁああああああああああ！」







オークの群れに斬り込む朝霧。オークは慌てた声を上げ、右往左往する。

朝霧の剣がオークを倒す。防戦するオークも剣を抜き、剣戟が始まる。







雫石乃音　　「『フレイムストーム』！」







雫石の炎の魔法がオークを焼き殺す。







堂巡駆流（Ｍ）「そろそろか」

堂巡駆流　　「うわわわ！　お、俺はもうちょっと後ろに下がるよ！」

朝霧凛々子　「ええ！　無理しないで！」

雫石乃音　　「というか邪魔よ！」







逃げ出す堂巡。岩陰に隠れる。







堂巡駆流　　「ふふふ、頼むぞ。フォルネウス」







天使の羽の羽ばたきと、神々しい光と共にフォルネウスが朝霧と雫石の前に現れる。







フォルネウス「みーつけた！　お前たちがヘル様が言ってた人間たちなんだもん？」

朝霧凛々子　「ふ……フォルネウス!?」

雫石乃音　　「魔王の四幹部、ヘルゼクターのフォルネウスがなぜこんなところに……」

フォルネウス「フォルネウスが相手をするには弱すぎだけど、特別サービスなんだもん」







フォルネウス、雫石、それぞれ魔法を発動させる準備をする。魔力が集まってゆく。







雫石乃音　　「『メガデストラクション』！」

朝霧凛々子　「『ライトニング』！」







雫石の魔法が発射される。朝霧の剣が唸り、衝撃波が飛んでゆく。







フォルネウス「『セイクリッド』！」







フォルネウスの強烈な光の魔法が、朝霧と雫石を吹き飛ばす。






朝霧＆雫石「きゃああああああああああああ！」





爆発が収まる。飛び散った岩が落ちてくる。







フォルネウス「さーこれでお仕事は終わりなんだもん。帰ってヘル様に報告しなきゃ、だもん！」

堂巡駆流　　「なっ!?」







フォルネウス、羽ばたいて飛んでゆく。







堂巡駆流（Ｍ）「ま、待てフォルネウス！　まだ──」







岩の下から現れる朝霧と雫石。







朝霧凛々子　「げほっ、な、なんて力なの」

雫石乃音　　「でも……行っちゃったみたいね。クエストとは関係がなくて、たまたま出くわしただけなのかしら」

朝霧凛々子　「だとしたら……」







朝霧、剣を構える。







朝霧凛々子　「行こう！　のんのん！　まだクエストは継続中だよ！」

雫石乃音　　「だからその呼び方やめて」







駆け出す二人。







堂巡駆流（Ｍ）「フォルネウスのアホがあああ！　くそっ、こうなったら、俺がやるしかない！」







堂巡、メニューウインドウを開く。魔王の鎧に装備を替える。







堂巡駆流（Ｍ）「魔王の鎧を装備すれば、堂巡駆流の体は、たちまち魔王ヘルシャフトに変わる。身長二メートル三十センチ。黒い鎧を身に着けた炎の魔人。それが」







姿が堂巡駆流から魔王ヘルシャフトに変化する。







ヘルシャフト「魔王ヘルシャフト！」







オークと戦っている朝霧と雫石に近付いてゆく。







堂巡駆流（Ｍ）「俺が隠れていた場所からヘルシャフトが現れたら、疑われるかも知れない。ここは万難を排し──」







エクスタスの魔法を発動する準備。







ヘルシャフト「『エクスタス』！」







エクスタスが発動。朝霧と雫石に催淫効果が現れる。







朝霧凛々子　「きゃあんっ！」

雫石乃音　　「はぁあんっ！　な、なに……これ」

朝霧凛々子　「き、急に……体が」







二人に近付くヘルシャフト。その足音に気が付く朝霧。苦しげに悶えながら。







朝霧凛々子　「こ、この足音……まさか」

ヘルシャフト「ひざまずけ！　神すら惚れるこの俺の黒き輝きに」







雫石も苦しげに悶えながら。







雫石乃音　　「ま……まさか、なんで、こんな、とこっ」

ヘルシャフト「深淵の闇より生まれし地獄の業火インフエルノ、魔界の王ヘルシャフト参上！」

朝霧凛々子　「くっ……だ、だめ、体が……はぁん♡　い、言うことを聞かない」

雫石乃音　　「わ、私も……あんっ、頭が、ぼーっとして、集中できないいんっ♡」

ヘルシャフト「フフフ、この俺の前で無様に醜態をさらすがいい」







ヘルシャフト、炎のマントを剣にして、二人に振るう。朝霧と雫石の装備が外れ、半裸に。







朝霧凛々子　「きゃああ！」

雫石乃音　　「やぁん！　そ、装備だけ外れて……」

朝霧凛々子　「な、なんて下劣で……うっ、はぁん卑怯な……なんて最低な奴なの」

雫石乃音　　「こんな非道なことを、あうっ、何の躊躇もなく……やりたいことを、やりたいように、出来るなんて」

ヘルシャフト「ほんのひとかけらも、抵抗する意思が残らぬよう、完全に踏みにじってくれる。もう二度と俺に刃向かう気がなくなるようにな」







ヘルシャフト、二人の体をまさぐる。







朝霧凛々子　「やぁあああああん」

雫石乃音　　「ひゃああっ！　あっ、あああ！」







ぐったりとして倒れる二人。







ヘルシャフト「これで最後だ」




ヘルシャフト「狂おしい悲鳴と絶叫こそ、我を称える小夜曲セレナーデ、果てるがいい、この俺の腕の中で」

朝霧凛々子　「ヘルシャフトおおおお！」







ヘルシャフトが剣を振り下ろし、二人の体が光となって消える。









◯シーン４　ギルドホール





ホテルのロビーのような空間に、冒険者たちが集まって、色々と情報交換をしている。

扉を開けて外から朝霧と雫石が入ってくる。







朝霧凛々子　「はあ……クエストに失敗しただけじゃなくて、殺されちゃうだなんて……こんなに続けてやられると、全然レベルが上げられないよ」

雫石乃音　　「仕方がないわ。まさかフォルネウスとヘルシャフトまで現れるだなんて──」







雫石の台詞に被せて堂巡が声をかける。先に戻っていた堂巡は、ソファに座って二人を待ち構えていた。二人に向かって手を上げる。







堂巡駆流　　「朝霧、雫石」

朝霧凛々子　「あっ堂巡くん」







堂巡の近くにやって来る二人。







堂巡駆流　　「ごめん、結局何の役にも立てなかったよ。二人より先に、あっさりとやられちゃったんで、ここで二人を待ってたんだ」

朝霧凛々子　「でも、あたしも偉そうなこと言っておいて、やられちゃったからね。何も言えないよ」







朝霧、明るく笑う。







朝霧凛々子　「でも、また頑張ろう？　あ、あたしクエストの結果を報告してくるね」







足早に立ち去る朝霧。







堂巡駆流　　「雫石も悪かったな。まあ、俺らしいしょぼい死に方だったのかも知れないけど──」

雫石乃音　　「変ね」

堂巡駆流　　「え？」

雫石乃音　　「あのとき、堂巡くんはかなり遠くまで逃げたはず。お互い姿が見えないくらい。それで、何で私たちより先に殺されたって分かるの？」

堂巡駆流　　「え……いや、それは……」

雫石乃音　　「それに、先に殺されたのなら、私たちが殺されたのなんて知るはずがない。なのになぜ知っていて、ここで待っていたの？」







堂巡の心臓がどくんと跳ねる。







堂巡駆流（Ｍ）「雫石、こいつ！　くそっ、落ち着け、べつに何か疑われてるわけじゃない。落ち着いて対処をするんだ！　そうすれば──」

雫石乃音　　「ねえ、堂巡くん」

堂巡駆流　　「はは、悪い。何か俺、混乱してるみたいで──」

雫石乃音　　「あなたは誰なの？」









[image: 「プロローグ後のサタンとヘルゼクター」]







　サタンは敗走するエルフたちの姿を見つめ、笑った。

　中でも、その先頭を切って走るヘルシャフトの後ろ姿は傑作だった。痛快だった。溜飲が下がる思いがした。

　自分が封印され、その間にこのインフェルミアを乗っ取った盗人魔王をこの手で追い出したのだ。どのような状況だったのか分からないが、人間とエルフ、それにドワーフの軍隊も蹴散らした。やはり自分に敵うものはいない。自分が最強の魔王なのだ。

「フハハハハハ！　者ども！　跪け！　新たな──いや、魔王の帰還を称えるのだ！」

　魔物たちが一斉に跪く。魔獣も、吸血鬼も、ダークエルフも、アンデッドも、広大な訓練場を埋め尽くさんばかりのヘルランダーたちが新たなる魔王の前に、膝をついた。

「これは……っ!?」

　城内から撤退してゆくエルフに異常を感じ、アドラたちヘルゼクターが城の建物から訓練場へと走り出てきた。

　そこにヘルシャフトの姿はなく、２Ａやエルフ軍の姿もなかった。代わりにいるのは、墓場から蘇った謎の怪物サタン。そのサタンを囲み、崇め奉るようなヘルランダーたちである。

「おいおい！　てめぇら、何やってんだよ！」

　グラシャが近くに居る魔獣軍団の部下の肩を揺する。しかし、グラシャの声も聞こえず、姿も目に入らないとばかりに、恍惚の表情でサタンを見つめている。

「何だかみんなヘンなんだもん!?　ヘル様はどこに行っちゃったんだもん!?」

「アドラ、これは異常事態です……一体何が起きているのですか？」

　サタナキアの質問にアドラも答えることが出来ない。冷や汗で滑るメガネを指先で押し上げる。

「やはり……あれが原因か」

　視線の先にサタンがいた。その新たな支配者はヘルゼクターたちを見つけると、牙を剥きだして微笑む。

「貴様らが幹部だな。こちらへ来い。そしてこのサタンに忠誠を誓うのだ」

　しかしヘルゼクターの四人は冷たい視線を送るだけで、サタンに近寄ろうともしない。

「つっ！　この不心得者が！」

　サタンが両腕を天に掲げ、翼を大きく左右に開く。サタンの体から黒い衝撃波が放たれ、ヘルゼクター四人の体を打った。

「なっ……なんだぁ!?　頭の中で誰かが喋ってるみてぇだぞ？」

　グラシャの疑問に、サタナキアも顔をしかめ頭を押さえる。

「まるで暗示か催眠術……まさか、ヘルランダーたちも？」

　サタンがヘルゼクターたちを迎えるように手を広げた。

「案ずることはない。今この俺に従うのならば、貴様らを幹部として迎え、栄華を約束しよう。だが俺に逆らえば、貴様らは奴隷として死ぬまでありとあらゆる苦しみを味わうことになる」

　サタンにとっては目の前の四人が自分に従うなど当然のことであり、そのことに何の疑問も抱かなかった。

　──だが、

「どうするよ？　アドラ。やっぱあの野郎、ぶっ飛ばすか？」

　グラシャが牙を剥いて指を鳴らす。

　アドラの瞳がメガネの奥で怒りに燃えた。

「堪えろ。キングは我らに手を出すなと仰せだった。それよりも──」

「ヘル様はどこへ行ったんだもん？」

「ええ、その通りですね。今我らがしなければならないことは──」

　アドラは己の血で作った剣を抜いた。

「行くぞ！　この包囲を突破して駆けつけるのだ！　我らがキングの許へ！」







[image: 「フォルネウスとサタナキアによる性奴隷審査会」]







　朝霧が性奴隷として見込みがあるかどうか、その判定をすると言ってサタナキアとフォルネウスは朝霧を洞窟の奥へ連れて行った。その後について行くヘルシャフトは気が気ではない。

　もしあの二人に認められなければ、朝霧はここで殺されてしまうだろう。サタンの呪いをかけられている今、朝霧にとってそれは本当の死と同じだ。ＨＰが尽きた瞬間に、意識データが崩壊してしまう。

　──俺に出来ることといえば『エクスタス』を使って朝霧を催淫状態にすることくらいだ。しかし、元々が清純な朝霧だ。たとえエクスタスの力を借りたとしても、どこまでやれるか……。

　かつて鉱山だったこの洞窟には、作業者の生活の名残が残っている。サタナキアに連れてこられたのは、そんな部屋の一つだった。粗末ながらもベッドがあり、床もタイルが敷き詰められ、その上に絨毯代わりの毛皮が敷かれていた。

「さあ、ここです。そのベッドの上に──きゃ!?」

　驚くべき事に朝霧がサタナキアを押し倒した。完全に油断していたとはいえ、ヘルゼクターが何の装備もない人間に後れを取るというのは滅多に無いことだ。

　サタナキアとフォルネウスの顔色が変わる。サタナキアの目がナイフのように鋭い光を帯びる。

「貴様！　この──んんんっ!?」

　脅し文句を口にしようとしたサタナキアの唇を、朝霧が己の唇で塞いだ。

　ヘルシャフトもフォルネウスも、驚きのあまり動けなかった。二人は呆然として、熱烈な口づけを交わす朝霧とサタナキアを見つめ続けた。

　二人の唇の隙間から、絡み合う舌がちらりと見える。その動きは想像以上の激しさだ。何かを飲み込んでいるように、サタナキアの喉が上下する。

「ふぁあ……♥」

　ようやく口を離したときには、サタナキアは目を潤ませてぐったりとしていた。その様子を満足そうに見つめ、朝霧は妖艶な微笑みを浮かべる。

「キスは大体こんな感じで……どうかな？」

　ねっとりとした色気を漂わせるその様子は、明らかにいつもの朝霧ではない。

「現実の女の子同士だったらイヤだけど、サタナキアは綺麗すぎてお人形さんみたいだからかな？　全然イヤじゃなくて、ドキドキするよ」

　そして今度は熱い視線をヘルシャフトに向ける。

「お、おい……朝霧？」

　朝霧はベッドの上でしどけなく座ると、胸を隠しているボロ布を解いた。両手で布をぴんと張り、胸の先で焦らすように揺らす。それはヘルシャフトの視線から、巧妙に胸の先を隠していた。

「ねぇ……よく、あたしのこと見ていたよね？　歩いているときとか、あとあたしが寝てるときとか」

　魔王の鎧の下で、堂巡はどきりとした。冷や汗が流れる。

「な……何のことかな？」

　朝霧はすっと目を細めた。

「ふふふ、ダメだよ、嘘ついちゃ。見てたでしょ？　あたしの胸とか、お尻とか」

「い、いや。お前を見ていただけで、特定の部位を限定して注視してなど！」

　朝霧はヘルシャフトの目を見つめたまま、ボロ布を床へ放り投げた。その動きを目で追ったヘルシャフトが再び視線を上げると、片手で胸を隠し、いたずらっぽく見つめる朝霧の笑顔があった。そして、

「いいんだよ……？　今なら、何でも好きなことして」

　サタナキアが体を起こし、色っぽく体をしならせる朝霧を驚きの瞳で見つめた。

「まさかここまで豹変するとは……」

　呆然として動けないヘルシャフトに痺れを切らしたのか、朝霧はベッドから下りてヘルシャフトの前まで歩いて行った。その歩き方一つ取っても艶っぽく、ヘルシャフトを誘うようないやらしさがあった。

「ふふ、どうしたの？　今日は随分奥手なんだね。らしくないよ？」

　朝霧はヘルシャフトにしなだれかかった。

　堂巡は戸惑い、そして己の運命、そして良心、勇気と戦っていた。

　──いや、何を迷うことがある。やらねば朝霧の未来がないのだ。まさか朝霧にこんな才能があるとは驚きだが、せっかくサタナキアとフォルネウスを圧倒しているこのタイミング！　この機を逃してどうする！

　ヘルシャフトは朝霧のしなやかな体を抱き寄せた。

「あぁん、そんなにがっつかないで♥」

　えっち素人の朝霧が、まるで手練れのような焦らし方をする。しかし堂巡は本能に火の付いた少年である。止めようがない。

　が、物理的にヘルシャフトの体を止める者がいた。フォルネウスがヘルシャフトの首に後ろから抱きつき、へし折らんばかりに引っ張った。

「フォルネウスだって、負けていられないんだもん。多分、この性奴隷は口先だけなんだもん。実技ではフォルネウスの敵じゃないんだもん！」

　サタナキアも復活し、豊かな胸をヘルシャフトの体に押し付けた。

「わ、私も、先程は油断をしただけです。本気を出せば、人間の女などこの私の相手ではありません。ダークエルフなので」

　三者三様の美女がヘルシャフトに抱きつき、その鎧に指先を這わせる。そうして、三人が己をアピールし合い、内容はどんどんエスカレートしていった。もはや、性奴隷としての審査というより、ただの４Ｐ。エロ度のインフレにどこまで耐えられるかのチキンレースだった。

　かくして朝霧は、魔王軍の幹部二人から一目置かれる存在となったのである。







[image: 「人待ち顔の毒島メグ」]







「あぁー疲れたー」

　毒島メグはベッドの上にダイブした。硬めのスプリングが体をしっかりと受け止める。

「はぁ……キモチいい……」

　ひんやりしたシーツが心地好い。毒島は割り当て地域の調査を終えて、ラグーナのホテルに戻ってきたところだった。

　朝霧の呪いは日に日に進んでいる。いつあの呪いが自分たちに降りかかるかも知れない。だから解除方法と、サタン軍の動きを探る為に調査は必要だ。

「っていうのはわかるんだけど～めんどー……」

　ダブルサイズのベッドの上をごろごろ転がる。数日ぶりのベッドの感触を楽しんでいたが、だんだん退屈になってきた。

　アゲハと扇おうぎ谷やは一緒のチームだったので顔を見飽きているくらいだが、他の２Ａギルドとは顔を合わせていない。

　──朝霧の様子を見に行く？　でも、そこまで仲良くないし。食事のときに顔を合わせるだろうから、別にいいか。あと顔が見たいと言えば、アキラかな。

　そう心の中で呟いたのに、不思議と頭に浮かんだ顔は違っていた。

　……なんでアイツ？

　堂巡駆流。二年Ａ組のスクールカーストの最下層。自分のような上位に君臨する者とは身分が違う。実際、今まで気にしたこともなければ、相手にしたこともない。

　なのに、最近妙に引っかかる。それはラムル山脈のダンジョンでの一件が原因なのは明らかだった。あのときの自分はどうかしていた。何であんな奴に迫ったのか、未だに分からない。だが、あんなことが他人に知られたら、自分の地位が下がるばかりか、社会的に終わりだということは分かっている。それに、自分は遊びや軽い気持ちでああいうことはしたくないと考えている。本気で好きになって、結婚してもいいと思える相手でなければイヤなのだ。

　だから他人には決して知られたくない。幸い、堂巡はそのことを他人に自慢もしなければ、それをネタに脅すようなマネもしない。

　意外と紳士的というか、悪い奴じゃない気がしてきた。そう思う内に、いつも意識するようになって──、

「んなことない！　気のせいだし！　うちがあんなヤツのことを考えてるなんて、意味わかんない」

　それにあの男、このところ一人で出かけたっきり戻って来ない。一体、どこで何をやっているのだろう？　単独で調査をしたいというのは、ぼっちらしい希望だが──、

「自分勝手すぎるし」

　ベッドから起き上がると、部屋を出た。そのときちょうど、入り口を開けて誰かが入ってくる音がした。

　毒島は、はっとして足早に玄関へ向かった。二階の踊り場から下を見ると、ロビーに三人の人影がある。雛沢、悠ゆう木き、有栖川のチームが帰ってきたところだった。

「なんだ……」

　毒島は、がっかりしている自分に驚いた。自分は、一体何を期待していたのか？　そう自分に問いかけても答えは返ってこない。

「あれーメグぅ。どしたの～？」

　びくっと体が跳ねた。振り向くと、そこにはさっき一緒に帰ってきた宮腰蝶羽がいた。

「あ……アゲハ？　もー驚かせないでよ」

「っていうか、なんでそんな驚く？」

「え、べつに……ちょっと考え事してて……」

　宮腰は毒島の肩越しに一階のロビーを見おろした。

「はーん……残念だね～堂巡がいなくて」

「は!?」

　毒島の頭に一気に血が上った。

「な、なんっ！　それっ！　い、い意味わかんないし！　ど、どうしたの、あ、アゲハだいじょうぶ？　ちょ、ちょっとヘンだし」

　宮腰は身を乗り出す毒島をなだめるように、その肩を押さえた。

「あーごめん、ごめん。アゲハちょっと勘違い？」

「勘違いしすぎ！　ほんっとキモイこと言うなし！」

「はーい。んじゃ、下でお茶でも飲も？」

「……いいけど」

　宮腰の後について、毒島は階段を下りていった。何とかロビーに下りるまでに、赤くなった顔が元に戻らないだろうか、と考えた。







[image: 「雫石乃音の幸福な夜」]







　真っ暗な夜の闇に、水の都ラグーナが浮かんでいる。

　色とりどりに輝く街の明かりは、海に浮かぶシャンデリアのようだ。

　海に杭を打ち、その上に築かれた海上都市は、文字通り地に足が着いていない。そのせいか、人も街もどこか浮き世離れした様子で、浮ついた空気を楽しんでいる。

　その中でも、今夜の雫石乃音はとびきり浮かれていた。

　魔王ヘルシャフトからの呼び出し、という胡散臭い話に乗ってやって来てみれば、まさかまさかの本物との出会いが待っていた。

「うふ♡　うふふふふふふふっふうふふ♪」

　込み上げる喜びに自然と頬が緩み、開いた口の隙間から笑いが漏れる。

　何せあの魔王ヘルシャフトと二人きりの会談を終えての帰り道だ。それも、ヘルシャフトが自分を名指しで指定して、会談を持ちかけてきたのだ。かつて自分を蹂躙した魔王が、自分に頼ってきた。

　それだけでも雫石の自尊心は急上昇の天井知らず。その勢いで、体まで宙に浮かんでしまいそうだった。

　上がったテンションは体をも軽くする。

　今なら空も飛べそうな気がした。

　足に軽く力を入れて、ジャンプする。

　自分でも驚くほど体が軽かった。

　そのままスキップをして、水路脇の道を進んでゆく。

　こんなところは２Ａの連中には見せられない。でも、こんな寂しげな裏通りには誰もやって来ないだろう。雫石は鼻歌まで歌い出した。

「ふんふ～ん♪　ら～ららん♪　ら、らららぁああん♪」

　この話を持ってきた堂巡に、特別にご褒美をやっても良いと思った。

　──あの男も、たまには役に立つわね。

　しかしよく考えたら、二度も風呂を覗かれているし、絶対に見られたくない場面を何度も見られている。

　やっぱり、ご褒美はあげる必要ないわね、と思い直した。

　──っていうか、まだ貸しを返してもらっていないくらいよね。

　思い出したおかげで、先日シャワーを浴びているところを見られた記憶が鮮明に蘇ってきた。恥ずかしさと口惜しさが体中を駆け巡り、頬が熱くなってゆく。

　ああっ、まったく！　何で、堂巡なのよ！　ヘルシャフト様だったら、いくら見られても構わないのに！

　ご機嫌だったスキップが止まった。

　水面に映る月の影が揺れている。水路を行くゴンドラが近くを通り過ぎた。ゴンドラが起こした波が、丸い月の光を崩す。

　……でも、これからどうしよう？　安請け合いしてしまったけれど、魔王軍と２Ａの同盟だなんて、どうやって実現したらいいのかしら……。

　理屈だけなら、同盟案がいかに現実的で、２Ａにとってメリットがあるかを理路整然と説明することが出来る。だが……はっきり言って自分はコミュ障だ。ましてや、クラスの連中を説得して、自分の意見に同調させるなんてことは難しい。仮にやったとしても、相手のバカさ加減に我慢が出来なくなり、ケンカになることは目に見えている。

　いくら正論でも、人間は気に入らない相手の言うことに納得したがらない。相手の言う通りにするのは、自分が負けた気分になるからだ。

　きっと、一之宮や朝霧なら上手くやってのけるのだろう。誰とでも仲が良く、誰からも愛される人柄を持っている。

　明らかに自分とは違う人種だ。

　ああなれば良いのだろうか？　ああなれば幸せなのだろうか？　人間として誇らしいのだろうか？

　きっと、世間一般の価値観ではそうなのだろう。

　でも、

　自分には無理だし、なりたいとも思わない。

　そう言うと、現実から目を背け、逃避的な自己肯定をしているように聞こえるかも知れない。しかし、そうではないのだ。

　自分に近い存在。このどうにもならない気持ちを共有出来る人間なんて──、

「……」

　波が収まると、水面に再び月が姿を現した。

　──そうだ、あの男に考えさせよう。

　さっきちょっと迷ったけれど、ご褒美として仕事を与えれば良いのだ。

　再び雫石は歩き出した。

　堂巡は、ぼっちだし、スクールカースト最下位だ。見た目も成績も、そこまで悪いとは思わないが……何というか人気がない。悪人ではないが、はっきり言えば社会的評価の低い、つまらない人間だ。所謂負け組。ぱっとしない人生を送る未来が見えるようだ。

　──それなのに、

　なぜか妙に鋭く感じる瞬間がある。

　少なくとも、自分はそう感じている。

　人付き合いを避けているようだが、まったく人と話せない、ということもないらしい。

　能ある鷹は爪を隠すと言うが、堂巡も何かを隠しているのだろうか？　実はスクールカースト最下位のぼっちを敢えて装っていたり……。

「……なんてこと、あるわけないじゃない。バカバカしい。考え過ぎよ」

　でも、

　あの男なら、本当に何とかしてしまうかも知れない……という予感めいたものがある。

　根拠は何もないし、どんな手段かも想像出来ないが。

「あ……」

　気付くと２Ａが泊まっているホテルに戻って来ていた。

　玄関に入り、階段を上ってゆく。

「あれ？　のんのん」

　階段の上に朝霧凛々子がいた。ちょうど、一階に下りようとしていたところのようだ。

「朝霧さん……」

　その顔に呪いの文様が刻まれている。美しかった朝霧の顔に、悪魔的な模様が描かれているのは、雫石が見ても痛々しかった。

　しかし朝霧は文様のことを忘れているかのように、明るく言った。

「どこかに出かけてたの？」

　雫石は階段を上がりきると、朝霧と向かい合った。

「ちょっと夜の街を見物してきたのよ」

「あっ、そうだったんだー」

　呪いの文様の入った顔で、にこにこ笑う。死の呪いに侵されていても、この曇りのない笑顔だけは変わらない。

　その笑顔を見ていると、なぜか胸が苦しくなった。

「……それじゃ」

「あ、待って」

　朝霧の横を通り過ぎて、足を止める。

「なに？」

「何だかご機嫌だね」

　雫石はぎょっとして朝霧の顔を見つめた。

　ホテルに入るとき、気を引き締めて表情も固めたはず。それでも隠せないほど、自分はにやけていたのだろうか？

　まさか、朝霧さん。何か知って──、

「あ、もしかして、広場にある塔に行ってきたとか？」

「え……？」

　急に何を言い出すのかと、雫石はいぶかしげな表情で朝霧を見つめた。

「広場の、塔？　どうして？」

　朝霧は顔色を変えると、急に歯切れが悪くなった。

「え、その、あそこって……上まで登れるから」

「へえ……そうだったの。でも、それがどうかしたの？」

「え、えっと……」

　朝霧は汗を浮かべて、何かを探すように視線をさ迷わせた。

「ううん。何でもない。ごめんね、呼び止めて」

「……？　それじゃ」

　そう言い残し、雫石は部屋に向かった。

　部屋に入ると鍵をかける。

　にしても、さっきの朝霧は何だったんだろう？

　いくら考えても分からない。恐らく、単に言葉を交わしたかっただけなのだろうと解釈した。ご機嫌だね、と言ったのも、深い意味はないに違いない。

　それからしばらくして風呂に入り──言うまでもないが、堂巡の部屋から入られないようにしっかり施錠して──体を洗い流し、ゆっくり温まった。

　風呂上がりに炭酸水を飲みながら、しばらく涼んだ。本当は裸の方が良いのだが、このホテルにはバグが多い。一応用心の為にバスタオルを体に巻いてベッドに腰掛けた。

　汗が引いたところでメニューを開き、パジャマに着替えることにした。一旦服を出現させて、普通に着替えることも出来るが、それでは警戒してタオルを巻いていた意味がない。自動装着を選んで、一瞬でパジャマを身に着ける。

　薄手の掛け布団をまくり、綺麗にメイクされたベッドにもぐり込んだ。

　今日は精神的に疲れた。明日の為に早く寝よう。きっと良い夢が見られる。

　──そう思うのだが、

　何度か寝返りを打った後で、暗い部屋の中でぽつりと呟く。

「……寝られないわね」

　そう口に出してみると、尚更眠気が遠のいてゆくようだ。

　窓からは月の光が差し込んでいる。その光が明るく部屋の中を照らしている。ベッドに入ったときには暗いと思った部屋が、今は妙に明るく感じる。まるで、月に「寝ている場合じゃない」と煽られているようだ。

　きっと今日起きた出来事に興奮して眠れないのだ。

　その証拠に──、

　まだ体が熱い。

　しっかりと涼んだはずなのに。体の奥の方が熱を持っている。

　これは外的要因ではない。

　──これ、何とかしないと……眠れないのかな。

　掛け布団の下で、そっと自分の胸に触れる。

「んっ……♡」

　まだ気分が高揚しているせいだろうか。妙に体が敏感だった。精神が、興奮の原因を勘違いしてしまっている、きっとそうだ。そう自分に言い聞かせた。

　パジャマの裾をまくり上げ、手を中へと忍び込ませる。お腹から上の方へ指をすべらせると、体がびくんと跳ねた。柔らかい二つの胸に、今度は直接触れる。

「あっ！　っ……!!」

　不意に漏れた声に驚き、ぎゅっと唇を閉じる。

　いつもより感じやすくなっている。

　自分でもなぜかは分からなかった。

　──もしかして、ヘルシャフト様と……会ったから？

　ふと、以前辱めを受けたときのことを思い出した。

　最初は思い出したくもなかったのに、

　そのはずなのに、

　……思い返す度に、興奮が強くなる。

　指先に感じる胸の先が、硬さを増した。

　──やっぱり、胸だけじゃ……。

　パジャマのズボンに、もう片方の手をもぐり込ませる。下腹部を撫でると、それだけで体の内側がぞくぞくと震えた。

　目をつぶり、鎧を着た雄々しい姿を思い描く。

　指先から、明らかに肌とは異なる感触がした。その瞬間、甘い稲妻が体を突き抜ける。

　咄嗟に枕に顔を埋め、嬌声をくぐもった音へと変換する。

　荒い呼吸が響く中、徐々に思考力が落ちる頭で考える。

　以前受けた魔法。あれをまたかけられたら、今の自分はどうなってしまうのだろう。

　そう考えると、ぞくりと背筋が震えた。

　恐怖とも期待ともつかない感覚。

　目の前には崖が見える。

　右手を円を描くように動かし、指先で柔らかい感触を揉み込み快楽を脳へと届ける。

　左手を小刻みに揺らし、お腹の奥からより多くの快感を引きずり出す。

　その愉悦が己を崖へと突き動かす。

　先に破滅が待っていようと、飛ばずにはいられない。

　──ヘルシャフト様。

　私を蹂躙したあの時、大勢の化け物が私の体に欲情し、よだれを流していた。

　でも、ヘルシャフト様は私の体を化け物に与えることはしなかった。

　見せつけ、

　自慢するように、

　さらし者にしても、

　私の体に触れて良いのは自分だけ、そう言わんばかりに──

「!!……つっ♥♥♥……くぅっ♥……んんんっ！♥♥♥♥」

　その瞬間、崖を飛んでいた。

　枕に口元を埋める。枕カバーがよだれだらけになるのと引き換えに、絶叫を覆い隠す。

　薄い掛け布団の下で、体がびくびくと痙攣した。

　崖を飛んだ意識が、奈落の底へ落下してゆく。

　──でも、大丈夫。

　きっと、受け止めてくれる。

　だから、明日は頑張ろう。

　あの方の為に。

「ヘル……シャフトさ……」

　雫石乃音は、安らかな眠りの底へ落ちて行った。







[image: 「これがエグゾディア・エクソダス早期予約特典!?」]







「あれ？　これ何だろ？」

　朝霧は自分のシステムメニューを指さして尋ねた。勿論俺に訊いたわけではなく、周りにたむろっている２Ａの連中にである。ここはカルダートのギルドホール。久々に戻って来たこの場所で、今後についての話し合いが行われている最中だった。

「えーなになに？　どーしたワケ？」

　お調子者の扇谷が早速食いつく。

「うん。知らないアイテムがいつの間にかあって……何だか不気味だな」

　つい最近サタンに呪いの指輪を強制的に嵌められたばかりだ。それは不気味だろう。

　一之宮が心配そうに訊いた。

「何てアイテムなんだ？」

「えっとね、『ハイブリッド・コア【ゼロス】』っていうんだけど」

「えっ!?　やだ、うちのにもあんだけど!?　『ハイブリッド・コア【クロス】』ってヘンだし！」

「あら、ホント。アゲハのにもある～。でも、【テロス】だって。もしかして、この部分の名前が違うだけ？　みんな持ってるぅ？」

「いや……俺のリストにはないな」

「俺も」

　一之宮と扇谷が答え、続いてレオンハルト、山やま田だも「ない」と答えた。

　結局ハイブリッド・コアがあるのは女子だけだということが判明した。雛沢が【アレス】、悠木が【タロス】、雫石が【ネロス】、有栖川は【ゾロス】だった。

「な、何でボクだけ……」

　有栖川が涙目で辺りを見回した。

　あ、そういえばお前、女子じゃなかったんだっけ……にしても、このアイテムは何なんだ？　これもＳａｎｔａ─Ｘの影響なのだろうか？

　難しい顔をした雫石が、独り言のように呟いた。

「確かに迂闊に使わない方がいいわ。これが呪いのアイテムという可能性もあるし」

　女子は気味の悪い生き物でも見るような目で、自分のメニューを見つめていた──と言っても、他人からはメニューが見えないので、その様子から察しているだけだ。

　そのとき、朝霧がそのアイテムの名前をもう一度呟いた。

「……ゼロス」

　次の瞬間、朝霧は白い光に包まれた。その光はとてもまぶしく、一瞬ではあるが朝霧の姿が見えなくなった。そして光が収まった後にいたのは、見違えるような装備を身に着けた朝霧だった。

「えぇっ!?　な、なにこれっ!?」

　それは白い装甲だった。だが、今までエグゾディア・エクソダスでは見たことのない、メカニカルでＳＦテイストの装備だ。

　朝霧は真っ赤になって慌てて体を隠そうとした。無理もない。何せその装備のデザインは、明らかにアダルトモードの領域のものだったからだ！　かく言うこの俺も興奮している！　落ち着け！　単なる露出度なら、サンディアーノの海で見た水着の方が激しかったじゃないか！

　そう自分に言い聞かせるが、一度火の付いた興奮はなかなか抑えられるものじゃない。体のラインを強調するデザイン。意味もなく胸の谷間やへそを出し、股の切れ込みも凄い。本当に防御力があるのか疑わしいことこの上ない。

　雫石は曲げた指を唇にあてて、何事か考えている。

「まさか……音声認識？　この、ネロス……って──きゃああっ!?」

　今度は赤い装甲だった。デザインは朝霧のものとだいぶ違う。しかし、胸を強調しているのは共通だ。そして後ろ姿がヤバい。お尻をチラ見せしてるよ、この人。

「ね、ねぇ、のんのん？　これって……能力値がすごくない？」

「だからその呼び方……えっ!?　な、何これ！　攻撃力……に、にひゃく？」

　なにい!?　それってヘルシャフトと同じじゃねえか!?

「ま……マジで？」

　毒島がごくりと喉を鳴らした。物珍しそうに自分の装備を確認する朝霧と雫石に、他の女子も興味を引かれ始めている。二人が特に苦しむ様子もなく、平然としている上に、異様にスペックの高い装備らしいということもある。

「じゃ……うちらも、やってみる？」

　うなずきあうと、宮腰と毒島がハート・ハイブリッド・ギアテロスとクロスを着装した。

「うわ……エッロ……」

　毒島はそれなりに布地の面積はあるのに、なぜかおっぱいは半分出てるし、股間を隠しているのは紐のような水着にしか見えない。宮腰はハッキリ言ってただの下着姿だ。しかもガーターベルトとか、エロ過ぎだろ！　キャバ嬢を超えそうなんですけど！

「ちょっと！　男子はこっち見るなし！」

　真っ赤になって毒島が叫ぶと、全員顔を背けた。一応、俺も。

　次に雛沢がアレスを着装した。らしい。

「羽う衣い子こ！　あんたも早くやんなさいよ！」

「で、でも恥ずかしいよ……」

　恥ずかしがる悠木が、押しに負けて「タロス」と叫んだ後で悲劇が起きた。巨大なロボットが出現すると、ギルドホールの天井が崩れ、全員が避難する大惨事となったのだ。




　その後、女子だけ（アリス含む）でフィールドに出ていった。そしてその圧倒的な戦闘能力を確認した女子は──いや、今や２Ａ女子ギルドは、天に届かんばかりに自信を高めた。今や２Ａのカーストは激変した。というか、二極化。女子であるか、そうでないかである。そしてついに、女子だけでインフェルミアに乗り込むことになった。即ち俺、大ピンチ。どうしよう？　助けて、あいかわさーん！

「ああ……そういえば、そんなアイテムもあったわね……」

　インフェルミアの畑にマンドレイクを収穫に来ていた哀川さんが、耳栓を抜きながら答える。

「知っているんですか!?　哀川さん！」

　ヤバい、哀川さんが耳のない猫型ロボットか、禿げ頭のマッチョに見えてきたぜ。

　女子組がインフェルミアへ出発した直後、瞬間移動テレポートで一足先にやって来た。でも、あいつら空飛べるし、すぐ来ちゃうよ!?

「あれは出版社とのタイアップで、早期予約特典として付ける予定だったのよ。確か……『魔装学園Ｈ×Ｈ』って作品に出てたアイテムだと思ったけど」

　ああ……それなら知ってる。すげえエロくて有名なやつだ。確か『接続改装』とか『絶頂改装』とか言って女の子とＨしてパワーアップするっていう──、

「いやいやいや！　世界観ぶち壊しだし、チート過ぎるでしょ!?」

「そうなのよね……でも攻撃や防御、移動にもＨＰを使うから、すぐに死んじゃうし」

「使えねえ……いや、でも回復アイテム使いながらなら、使えるか」

「とりあえずその限定アイテムを奪うしかないと思うんだけど……ときに堂巡くん。あなたのアイテムリストにはないの？　そのコア」

「いや、女性限定じゃあるわけないですよ。アリスならともかく……って、あれ？」

　ありよった。

「ありますね……でも【エロス】とか不穏なネーミングが付いてるんですけど」

　哀川さんはいまいちやる気がなさそうに、あーそれそれ、と指さした。

「本来の設定はそれでＨＰを回復させるんだけど、ディレクターとデザイナーが勘違いしてね。そのエロスを装備してエロいことして相手を倒すと、コアを奪えるってことになっちゃってるの」

「何でそんなことに……」

「さあ？　読んでないんじゃない？　原作」

　他人事なのに、何だか悲しくなる事実だな。

「まあ、そういうわけだから、堂巡くんはそのエロいのを装備して、２Ａギルドの女子を迎え撃ちなさい。確かにあの装備を上手に使われると厄介だわ。試行錯誤を許さず、この一回で仕留めるのよ！」

「そ、そうですか……ま、まあ嫌だけど仕方ないですね。あいつらを救うため──」

　いきなり哀川さんに胸ぐらを掴まれた。

「何嬉しそうな顔してるのよ」

「嬉しくないデス！　破廉恥なことはよくありません！　これは任務なんです！」

「いい？　あくまであの子たちを助けるためであって、あんたが良い気分になる為じゃないんですからね！　分かってんの!?」

　鬼のような顔で哀川さんに凄まれ、とりあえず何か言い訳しなければ！　と思い、ろくに考えもせずに口からでまかせを垂れ流した。

「分かってます！　そ、それにインフェルミアで大人の魅力に溢れた女性を間近に見てるんですから！　ガキっぽい女なんかに興奮しませんよ！」

「あ、あら……そ、そう？　だったら、いいのよ。別に。じゃ、がんばってね♪」

　何だか良く分からないが、哀川さんの機嫌が直った。でも嘘は言っていない。サタナキアやフォルネウスの非現実的なセクシーボディに慣らされた俺は無敵だ。２Ａ女子など、この俺のエクスタスで撃退してくれる。




　──とまあ、色々あって。インフェルミアにそびえる魔王の塔の一階で、２Ａ女子を出迎えることにした。

「みんな！　準備は良い？」

　朝霧がＳＦチックな白い装甲で構えた。いつもは剣を構えているが、今は素手。闘士にジョブチェンジしたみたいだ。それにしても何度見ても、えっちな格好だなあ……。

「みんなのＨＰも回復したし、バッチリよ！」

　露出度の高い青いスーツに背中には巨大なミサイルポッドという、ファンタジーらしからぬ格好をした雛沢が、ご機嫌な声で応える。返事をする毒島の背中にも、大型のジェットエンジンらしき武装がある。

「うちら、いつも回復役だから、戦うのってちょっと楽しいかも♪」

「あ、それね！　確かに」

　テンションの高い二人に比べ、悠木とアリスは不安に顔を曇らせている。

「ひ、ひなちゃ～ん、本当に、大丈夫なのかなぁ……」

「そんな大きな図体して、何情けない声出してんのよ！　今ならヘルシャフトだって簡単に倒せるわよ！　きっと！」

　雫石がイラッとした顔で雛沢を睨む。

　宮腰はいつも通り、あまり興味のなさそうなアンニュイな表情だ。

「ヘルゼクターのイケメンちゃんたちはぁ、いないのぉ？」

　緑色のレオタードのような服を着たアリスは、不安げな顔を周囲に向ける。

「うん……モンスターが全然出てこないのって、おかしいよ……もしかしたら、罠なんじゃないかな……」

　階段の上で身を潜め、出るタイミングを見計らっていた俺は、ここだ！　とばかりにマントを広げて立ち上がった。





「ここは地獄の舞踏会

　魔王オレと接続改装つながり、絶頂改装はてるまで踊れ

　淫楽に縛られし装甲少女しようじよたち」






「魔王ヘルシャフ──え」

　２Ａ女子は、ぽかんとした顔で俺を見上げた。

「ち……小さい。それに鎧が違う」

「あなた何者!?　ヘルシャフトの名を騙るなんて、何様のつもり!?」

「俺はヘルシャフト。この姿は今だけの期間限定。貴様らを処刑する為の特別な装いよ。光栄に思うがいい」

　俺はわざと見せつけるように、朝霧が作ってくれたマントを掴むと広げて見せた。

「!?　あのマント……あいつ、本当にヘルシャフトよ！　みんな油断しないで！」

　朝霧が拳を上げ、ファイティングポーズを取る。

　一斉にかかられたら、流石の俺も敵わない。っていうか、このエロスってアイテムを使うと、魔王の鎧が勝手に外れてエロスって装備に変わるんだけど。しかも、能力値がほとんど最低ってどういうこと？

　──と考えていても始まらない！　ゆくぞ！

「『エクスタス』!!」

　俺の叫びに応え、この世界のシステムが２Ａの女子に容赦のない快楽を与える。その印が少女の汚れのない肌にハートの刻印を刻みつける。

　そしてその刻印がピンク色に輝くと、その光は少女の体を守る装甲を剥ぎ取った。粉々に崩れた装甲が宙を舞い、光の粒となって消えてゆく。

　後に残されたのは、パイロットスーツのみの半裸の姿。普通の下着よりも、水着よりも、ずっと煽情的で背徳的な姿だった。

「きゃぁあああああああああああああああああああああああっ!?」

　朝霧がうろたえて体を動かす度に、右に左に、大きく胸が揺れる。朝霧ほどではないが、雫石も立派に上下に弾ませ、意外と胸の大きい毒島と宮腰も、慣性の法則に従って胸を上下左右に揺らした。雛沢、悠木、アリスの胸の慎ましい組は、じゃあ見るべき点がないかと言うとそうでもない。ぴったり張り付いた薄手のスーツから透ける体のディティールは、ただの裸よりも数段いやらしく感じられた。

「あ……あぁん、何なの……いや、体がすごく……」

　雛沢がその幼く見える肢体をくねらせる。

「や……うちも、自分で触るとビリッて電気が走るみたいに……あ、やぁん♥」

　各々が、快楽に酔い始めている。体を隠す為に手で触れるだけで、自慰行為のような快楽を引き出している。これこそアダルトモードの真髄だ。

　しかし、これで終わりではない。全員を絶頂改装させねばならないのだ。俺は両腕を絡めるようなポーズを取った後に、カッコ良く片手を前に突き出した。

「『ヘル＆ヘヴン』!!」

　俺の要求に従い、世界が勝手に理不尽を創造する。そしてその結果が、魔王城の広大な一階広間に出現した。

　輸送用のコンテナのような物体、それが七個。側面には誇らしげにその名称であろう文字が書かれている。

　──ＬＯＶＥＲＯＯＭ。

　その扉が開くと、中から触手のようにケーブルが伸びて、雫石の体を捕まえた。

「ちょ、ちょっと何が、どうなっ……きゃぁああああああっ！」

　あっという間にＬＯＶＥＲＯＯＭに飲み込まれると、扉が閉まった。他の連中は恐怖の表情を浮かべはしたが、既に頭の中は淫らな快楽のことで一杯だ。抵抗することなく、それぞれの専用ＬＯＶＥＲＯＯＭへと飲み込まれた。

　後には静寂だけが残った──で締めたいところだが、これからが本番だ。しかし、連続で七人の女の子の相手だなんて……体が持つだろうか？　ん？　何か一つ忘れているような気がするが……まあいい。相手の命を救う為とはいえ、クラスメートの女の子たちと絶頂改装しなければならない。その罪悪感と不安、そして否定出来ない心の高鳴りを胸に、俺は最初のＬＯＶＥＲＯＯＭの扉を開けた。

　この先何があったか。それは事が済んだ後、いずれ記録されるべきことだろう。ヘルシャフトの歴史として。
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　インフェルミアから至急モンフォールへ急行するよう、ヘルシャフトからヘルゼクターに命令が下った。歩けば四日はかかる距離だ。それを二日で移動しなければならない。

　空を長距離移動可能なフォルネウスが最も早いが、ヘルシャフトからの指名はグラシャとアドラだった。

　ヘルシャフトこと堂巡がヘルゼクターを呼び寄せたのは、２Ａギルドを倒してもらう為だ。但し、堂巡以外の。

　フォルネウスでは、下手をしたら自分ごとまとめて吹き飛ばされてしまう恐れがあった。というか、その可能性の方が高い。だがそうなると、一つ問題が出る。

　居残るフォルネウスの面倒を誰が見るか？　ということだ。

　適任なのはアドラだ。しかしそうなるとモンフォールに向かうのはグラシャとサタナキア。グラシャの面倒を見るには、サタナキアでは荷が重い。というか、早々に投げ出すだろう。それに今は旅行で頭がいっぱいだ。しかしフォルネウスとの相性は良く、きっちり面倒を見ることが出来るだろう。

　よってグラシャとアドラの組み合わせとなった。

　足の速い獣を用意したが、二日間ぶっ通しで走らせるのは無理だ。休み休み行ったとしても、最後は自分の脚力が頼りになる。よって、連れて行く軍団員も足の速い奴が選抜された。そんなことをしている内に、時間はどんどん経って行く。

　結局、インフェルミアを出発出来たのは、到着予定時刻の三十六時間前だ。

「ちっくしょーっ！　もうちっと早く走れねえのかよ！」

　二台の車が荒野を駆け抜けて行く。

　一台はグラシャ自らが手綱を握る、二頭立ての車。車と言っても、馬車のようなものだ。車を引くのは馬ではなく、足の速いジャギュアという獣が二匹。車の方は軽量化を図ったタイプＤだ。車の中には魔獣軍団の精鋭が十人乗り込んでいる。

「グラシャ！　飛ばしすぎだ！　もう少しペースを抑えろ！」

　後方からアドラが手綱を握る車が追いかけてくる。引く獣も、引かれる車もグラシャのものと同型だ。そして車の中には吸血鬼軍団の軍団員が十名乗っている。

「うるせぇ！　こんなちんたら走ってたら、間に合わねーだろうが！　途中で何があるかわからねーんだ！　少しでも速く走らないと、何かあったときに間に合わなくなんだろうが！」

「この能なしが！　ペースを守って走ればトラブルが発生する可能性は低くなる！　こんな荒れ地をそのスピードで走り続けてみろ。必ず車がトラブルを起こすぞ！」

「へっ！　そうそうぶっ壊れはしねーよ！　実際こいつで散々走り回ったからな！」

　その発言に、アドラの眉がぴくりと上がった。

「なん……だと？」

　次の瞬間、グラシャが乗る車が傾いた。

「うおっ!?」

　一瞬でグラシャが宙に投げ出され、車は横倒しになって荒野の地面を滑って行く。

「グラシャ！」

　アドラは手綱を引いてジャギュアに止まるように命令した。だが、その瞬間にアドラの車の車高ががくんと下がった。

「な……!?」

　車は地面の凹凸で突き上げられ、とてもではないが乗っていられる状態ではない。車が止まると、全員が降車した。

　そして横転したグラシャの車から魔獣軍団が這い出してくる。その光景を見つめ、アドラは拳を握りしめた。

「グラシャ！　この駄犬がぁああああ！」

　いつも冷静なアドラが珍しく激昂していた。

　投げ出されたものの難なく着地したグラシャは、車の中にいた部下たちよりもダメージが少ない。困ったように頭を掻きながら、へらへら笑ってアドラに答える。

「わりーわりー。でも獣がバテたんじゃなくて、車のマシントラブルはしょーがねーだろ？　そんなのは運だしよ」

　アドラはグラシャの目の前まで行くと、怒りが収まらぬ様子で怒鳴りつけた。

「バカが！　無理な走行をすれば、それだけ車の寿命が短くなるのだ！」

　怒るアドラに驚くグラシャの顔を見て、逆にアドラは冷静さを取り戻した。深く溜息を吐くと、メガネの位置を直した。

「いいか、機械というものは使えば使うほど傷むのだ。考えてもみろ。人間ならば何人でも斬れる剣も、岩に叩き付ければすぐに折れる。見ろ、貴様の乗っていた馬車を。車輪を支える軸が折れている」

「あー本当だ。ひでえな」

「まったく貴様の知能指数は酷すぎる。しかも貴様さっき何と言った？　乗り回していた、だと？」

「ん？　ああ、誰も使ってない時間だったしな。問題ないだろ？」

「あるわ！　この阿呆が！」

　再びアドラが怒鳴った。

「物質には耐用時間というものがある。この車は何時間以上走ると壊れる、という目安があるのだ！　だからその時間が来る前に、部品を交換している。それを貴様、乗り回していただと？　しかも記録も残さず！　度が過ぎた無能ぶりだ！」

「しょーがねーだろ！　んなもん知らなかったんだからよ！」

「だから規則を決めておいたのだ！　使用時には必ず申請を出して、記録を残せと！」

「うるせーっ！　そんな細けえことにこだわるんじゃねえよ！」

　アドラは鋭い視線でグラシャを睨み付けた。

「私が怒っているのは、貴様のせいでキングのご命令を達成出来ないことだ」

　そう言われると、グラシャも言葉に詰まる。

「もうこの車は役に立たん。もうモンフォールへ辿り着くことは……」

「なに言ってんだ、アドラ。おめーの足は何の為に付いてるんだよ」

「なに？」

　グラシャは部下たちに向かって吠えた。

「いいか、てめぇら！　こっからモンフォールまで走るぜ！　遅れた奴は置いてゆく！　死ぬ気で走れよ！　いいな！」

「おい駄犬。ここからでは行程の半分だ。到底間に合わん」

　グラシャはアドラに向かって、にやっと微笑んだ。

「だったらアドラはここで休んでな。オレの不始末はオレが始末をつける。王様の命令はオレが達成してきてやるよ」

　そう言ってグラシャは部下を引き連れて走り出した。その後ろ姿を見つめ、アドラは諦めたような溜息を吐く。

「馬鹿が……我々も行くぞ！」

　吸血鬼軍団も、魔獣軍団を追って荒野に向かって走り出した。







[image: 「悠木羽衣子とけものの強敵」]







「はっ！」

　悠木羽衣子の裂帛の気合いが、夜の空にこだまする。

　素早く繰り出す正拳突きが、木人を吹き飛ばした。

　木人とは文字通り、木で出来た人形である。主に生産職のプレイヤーが畑を守ったり、家を購入したプレイヤーが防犯用に使用するアイテムだが、戦闘訓練にも使うことが出来る。

　いま羽衣子が戦っている木人は三体。一体は既に正拳突きで頭を破壊され、地面に倒れている。羽衣子の右脚が地面を蹴った。腰が回り、遠心力を加えた右脚が、木人の脚部を叩き折った。しかし後ろから残る一体の木人が襲いかかる。

　悠木羽衣子は、いつも物言わぬ木人相手に修練を積んでいた。

　敵を倒すのに比べれば経験値は小さいが、それでも多少の足しにはなる。それに、いくら経験値を積んでも、それだけでは強くなれないらしい。精神力や技術が左右する幅がとても大きい。ゲームのような世界だが、やはり現実にも近い。

　だから羽衣子は、こうして一人で稽古をしている。その相手に木人はぴったりだった。

　何しろ木人は喋らない。それに、命を持っていないところが特にいい。気を遣う必要がないし、何より怖くない。

　元来、羽衣子は人見知りではない。大人しくて気が弱いだけだ。だから、物静かで穏やかな友人を好む。しかしどういうわけか、この世界には押しが強い上に、アクの強いクラスメートばかりが集まっている。悪夢だった。

　格闘技好きの両親から教わった空手だが、これも基本的には型と試し割りばかりで、組み手は苦手だ。人と向き合って、殴り合うなんて、何でそんなことをしなければならないんだろうと思っていた。

　だが、この世界では戦うことが日常だ。だから慣れなければいけない、そう思うのだがなかなか上手くは行かない。

　しかし最近、変化があった。

　あのグラシャという魔獣とだけは、不思議ともう一度拳を交えてみたい。そう思うのだ。

　なぜそんな風に思うのか、自分でも分からない。

　だが、みんなとパーティを組んでフィールドに出ても、ついあの魔獣がいないか無意識のうちに探している。

　最初は食べられてしまうんじゃないかと思って、怖かった。しかし、二度のインフェルミア攻略戦で、何かが変わった気がしていた。

　最初は叩きのめされたが、ああやって、ちゃんと対等な存在として自分と向き合ってくれた人が、今までいただろうか？

　そして二度目の攻略戦は共闘。仲間として一緒に戦い、あの固い城門を二人で力を合わせて破った。そして褒めて、認めてくれた。

「……凄いやつって」

　そう呟くと、頬が熱くなった。

　襲いかかる木人に向かって飛んだ。思い切って体を横に倒し、宙を舞うように回転する。一人で踊る一瞬のワルツ。その遠心力で脚を叩き付ける。大技の胴回し回転蹴りが木人の頭部を破壊した。

　ふーっと息を吐き、バラバラになった木人を見おろした。メニューを開き、木人を回収する。街の職人に修理をしてもらえば、また使える。

　空を切る音と共に拳を突き出す。

　ちゃんとこの拳が届くだろうか。あの魔獣に。

　もう一度触れたい。あの男に。

　しかしさっきの胴回し回転蹴りはなかなかいい出来だった。今度会ったら、見てもらおう。決まったときの脚の感触を思い出す。

　でも、きっと実際に感じる拳や脚の感触は違う。

　羽衣子はグラシャの頭で動く耳や、ふさふさの尻尾を思い出した。

「……もふもふ」

　胸の奥がきゅんとした。
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　奴隷の仕事は多岐にわたる。

　掃除、洗濯、料理、配膳、農作業、倉庫整理、城内設備の修理、メンテナンス、家畜の世話など枚挙にいとまがない。

　私こと、哀川愁子がこの魔王城インフェルミアで奴隷を始めて約十ヶ月。よくもここまでやってこられたものだと、我ながら感心している。それというのも、現実世界で社畜として働いていた経験が生きているからだろう。

　あまり嬉しくはないが、現実世界のあの地獄を経験していたおかげで、何とか元気にやっている。これが学生時代だったら、自殺していたかも知れない。

　終わることのない過酷な労働に加えて、現実世界での部下というか、外注のアルバイトが魔王となって自分の上司どころか所有者になっているという、悲劇を通り越して喜劇になりそうな状況が、この虚構世界の現実なのである。

　無駄に広い廊下のモップ掛けを終えて、私は壁の戸棚に掃除用具をしまい込む。

「そこの奴隷」

「え？」

　振り向くと、とんでもなく美しい女が立っていた。いつの間に、と驚いてしまうが彼女らダークエルフにとっては、その程度のことは何でもない。人間とは運動能力が格段に違う。戦士職の上級レベルならともかく、奴隷に気付かれずに背後を取るなど簡単なこと。

　というか、背後を取ろうとしたわけではなく、普通に近寄っただけだろうけど。

「これは、サタナキア様。ご機嫌麗しゅうございます。相変わらずお美しい」

　そう言って、私は深々と頭を下げる。

「ま、まあ……奴隷のくせに、礼儀を弁えていますね。お前は」

　頭の上から、サタナキアの嬉しそうな声が降ってくる。

　インフェルミアでの十ヶ月は伊達ではない。奴隷如きが彼女たちヘルゼクターに拝謁することなど滅多に無いが、それでもしっかりリサーチは出来ている。得意先の好みや話題などを事前に仕入れておくのはビジネスでは当然だし、制作進行の仕事も各担当の人となりに合わせて、話し方や催促の仕方を変える。うん、こんなところでも社会人経験が役に立っている。やっぱり私ってデキる女よね。

「頭を上げなさい」

　そう言われて顔を上げる。正面からサタナキアを見上げると、さっきの挨拶はお世辞ではなくて単に事実を述べただけだった──と気付いた。

　だってホントにキレイなのよ。何なの、これ。うちのデザイナーと３Ｄチーム神憑ってない？　いや、環境光のリアルタイム処理が利いてるからプログラマーもかな。

　きらきら光る銀の髪と褐色の肌のコントラスト。睫毛が長くて、目なんか宝石みたいにキレイ。胸もよくそんな形が維持出来るな！　と言いたくなるくらいデカいし。これが正式リリースになったら、彼女に入れ込む男性ユーザーは多いだろう。アダルトモードの登録者数が大変なことになりそうだ。あと課金額も。

「どうかしましたか？」

　しまった、じっと見つめすぎた。

「も、申しわけございません。その……あまりの美しさに見とれてしまって。本当に失礼致しました」

　もう一度頭を下げて、立ち去ろうとした。

「ま、待ちなさい」

　え？

「お前は見どころがあります。仕事に励んでいるのも、私はちゃんと見ていますよ」

「サタナキア様……」

　あれ、ちょっと嬉しい。相手が誰であっても、褒められると嬉しいものなんだ。

「だからヘルシャフト様も、お前を度々お召しになるのでしょう。ですが──」

　私は微かに緊張した。ヤバい、その話題は鬼門だ。堂巡くんがいれば鬼の威を借りるのもわけないが、今はインフェルミアにいない。

「お前は労働力としては申し分ないのですが、女奴隷としては……その、魅力に欠けるというか」

　うぐっ！　そ、それ、地味にキツい！　なんか最近女捨ててるんじゃないかって、自分でも心配だったし！

「ああ、気を悪くしないでいいのよ。お前のせいではないのだから」

「いえ、お目汚しですよね……大変失礼致しました」

「そうではありません。お前を女奴隷としても一人前にしてあげたいと、そう考えているのです」

「あの……それって、どういう？」

「今のままでは、ヘルシャフト様がお召しになるにしても、見栄えが悪すぎます。ですので、まず身だしなみを小綺麗に、そしてヘルシャフト様を楽しませる芸の一つでも覚えて欲しいのです」

　それって、シンデレラの魔法使い？　あしながおじさん？

「そうすれば更にヘルシャフト様の覚えもめでたく、褒美も頂けるかも知れませんよ」

　それは正直どうでもいいけど、小綺麗な格好というのは嬉しい。

「は、はい！　ぜひお願い致します！」




　そして私は、怪しげな赤い建物へと連れて行かれた。この時は、まさかあんなことになるとは夢にも思っていなかったのです……。







[image: 「グラシャとケンカとアドラの苦悩」]







　ヘルシャフトの命を受け、アドラはリゾートアイランドの街を駆けていた。サタナキアの話では、地元のマフィアとケンカをしているらしい。

「まったく……お忍びの行幸だというのに、あの駄犬め」

　みやげ物屋が並ぶ通りを抜けると、地元民で賑わう通りへと出る。

　サタナキアに場所を確認しておくべきだったか──そう後悔しかけたときに、激しい爆発音が轟いた。

　続けて、遠くから人々の悲鳴や怒号が聞こえてくる。アドラは広い通りへ出て、音のした方向を探す。すると、あばら屋が続く屋根の向こうで、空に向かって打ち上げられる物体があった。

　──ボート？

　それに、海棲生物と人間が混じったような姿が同じように空に打ち上げられ、そして落下して行った。

「あそこか……」

　アドラはジャンプすると、軽々と家の屋根に乗った。そのまま屋根を走ってゆく。

　そして激しい破壊音と共に、家が倒れる場所へ向かって飛び込んだ。




　　　　＋　＋　＋




「このやろぉおお！　うちのシマでこんだけ暴れやがって、ただで済むと思ってんじゃねえだろおなあああ！」

　蟹のような殻に覆われた男が怒鳴る。

「へっ！　面白え。どうなるってんだよ？　教えてくれよ」

　グラシャはその豪腕を思いっきり蟹男に向かって叩き付けた。

「ぐらぁぎゃんぼえぃあ!!」

　奇妙な叫び声を上げて、蟹男が近くの家の壁に叩き付けられた。その衝撃で土壁のボロ屋が倒壊する。

「この犬野郎……もう許せねえ。ぶっ殺してやる」

　一目で地元の連中だと分かる海棲系のモンスターが十数匹。手に斧や銛など、険呑な得物を持ってグラシャを取り囲んでいる。

　その輪を切るようにして、空から鮮やかな影が舞い降りた。

「うおっ！　何だ!?」

「よそ者の仲間か!?」

　アロハシャツに短パンを身に着けた吸血鬼軍団の軍団長、アドラだった。

「おーアドラ！　おめぇも来たのか。でもよー助けはいらねーぜ、こいつらてんで──」

　アドラはつかつかと歩み寄ると、いきなりグラシャを殴り付けた。

　地面に叩き付けられ、グラシャは思わずうめいた。

「……は？」

　しかし直ちに飛び起き、牙を剥いた。

「──んしやがんだよっ！　この陰険メガネ!!」

「何をしていると訊くのはこちらだ。あれほど目立たぬように行動しろと言っておいたのに、どうすればここまで派手に目立つことが出来るのだ。ここまで来ると、呆れるのを通り越して、感心するな」

　グラシャは頭を掻きながら、からからと笑った。

「いやーそう褒めるなっ──てっ！」

　再びグラシャの頭を殴ったアドラのこめかみに、血管が浮かび上がっている。

「誰が褒めたか。馬鹿者が」

　そんな二人のやり取りを、取り囲んだマフィアが顔をしかめて見つめている。

「おい、あいつら本当に仲間なのか？」

「仲間割れじゃねーか？」

「どっちでもいい。とりあえず半殺しにして、奴らのボスに落とし前をつけさせようぜ」

　そんな言葉がアドラとグラシャの耳に入った。

「貴様の躾は後だ。まずは奴らを片付ける」

　アドラは手の甲を自分の牙で傷付けると、流れた血で剣を作る。

「っつーか、やつらの組織ごとぶっ潰してもいーんじゃねぇか？」

　グラシャは拳を鳴らしながら、凶悪な微笑みを浮かべる。

「騒ぎをこれ以上大きくするな。奴らの口を封じるだけでいい。殺るぞ」

「おぉよっ!!」

　アドラとグラシャは弾かれるように、マフィアに向かって襲いかかった。







[image: 「毒島さんと宮腰さん」]







　シャワーの熱いお湯を、毒島メグは一糸まとわぬ姿で受け止める。

　褐色に日焼けした肌はお湯を弾く。弾き飛ばされなかった雫は、幾筋もの流れとなってメグの体にしがみつくように、肢体に沿って流れ落ちる。なだらかな肩から鎖骨のくぼみ、そして大きくゆるやかに盛り上がった胸とその谷間。窪んだへそから、微かに盛り上がり、ぐっと深く落ち込んで行く谷間へと流れ込む。

　フィールドに出てモンスターと戦った後は、必ず熱いシャワーを浴びて、風呂に入る。それがメグの習慣だった。

　今回はわざわざ三日もかけてモンフォールという島まで行って、何の成果もなく帰ってきた。いや、帰ってきたと言うよりは、殺されて強制帰還させられたと言うべきだろう。

「あー……もう、サイアク……」

　別にモンスターに殺された事は良い。それに今回はそれほど酷い仕事ではなかった。魔王軍の魔獣軍団と吸血鬼軍団は、そんなに汚くも臭くもないからだ。

　スライム系だったりアンデッドの腐敗した奴だったり、悪臭の強烈な奴や粘液が飛び散るような汚い奴には近付きたくもないと思っていた。旅の途中でエンカウントしたモンスターもいたが、それは他の２Ａギルドのメンバーが倒してくれた。

　だからメグが落ち込んでいるのはそのことではない。




　──なぜ自分はあのときアゲハを見殺しにしてしまったのだろう？




　宮腰蝶羽と堂巡駆流。どちらもＨＰが減っていた。どちらに回復魔法ヒールをかけるかという選択に迫られていたのだと思う。

　今思い返しても分からない。

　あまりにも咄嗟のことだったので、考えてした行動ではなかったと思う。

　メグ自身にも、なぜ堂巡に回復魔法ヒールをかけてしまったのか分からない。条件反射みたいなものだとも思う。それなりにパーティ戦の経験を積んで、体が勝手に動くようになってきたのかも知れない。

　それと頭のどこかで、本当に死ぬわけじゃないし──そう分かっていたからだろう。

　でも、それらの理由では、なぜ親友だと思っているアゲハではなく堂巡に回復魔法ヒールをかけてしまったのかの説明にはならない。

　──悪いことしちゃったよね……アゲハ怒ってるかな。

　何て言い訳して良いかも分からないし、それ以前にどんな顔で会ったら良いかも分からない。カルダートの街中で蘇って、このギルドホールへ戻ってくるときも、アゲハに出会わないように、周りを気にしながらこそこそと部屋に飛び込んだ。

　でも、いつまでも避けてはいられない。すぐに顔を合わせることになるし、第一アゲハは親友なのだ。だから、正直に言うしかない。咄嗟のことで、無意識に堂巡に回復魔法ヒールをかけてしまった。そうとしか言いようがない。あとは謝るだけだ。

　大きく溜息をつくと、頭からシャワーを浴び、髪の毛をぐしゃぐしゃと洗う。

　そして手の平で体をこすり、疲れた体をほぐしてゆく。腕と肩、そして胸。強めになで下ろすと、柔らかい胸がふにゃっと形を変える。手を離すと跳ね返るようにして元の形に戻る。幾筋ものお湯の流れがその柔らかい形を描き出す。

　メグは自分の胸の大きさに、ちょっと自信があった。

　──でも、朝霧さんの方が大きいし。

　見おろす胸は白く、本来の肌の色が残っている。

　日焼けした肌と、白い肌。その境目は妙にくっきりとしていて、ツートンカラーにペイントしたみたいだった。

「……どうなんだろ？　これって、みっともないのかな？」

　ぽつりと一人呟いた。

　本当は全身綺麗に焼いた方が良いと思ったが、全裸で焼けるところとなると難しい。だから小さめのビキニで日焼けをした。これなら、普段は日焼けの境目を他人に見られることはないと思ったからだ。

「でも……日焼けの跡がセクシーとか、何かで読んだことあるし……」

　メグはバスルームの鏡に自分の全身を映す。

　いつもは服で武装をして、ギャルになっている。こうして服を脱いでも、自分はギャルなのだろうか。それとも昔の、地味で普通の女の子に戻ってしまうのだろうか。

「もう……ブスじゃないよね」

　そう信じたいと思うように、鏡の中の自分に話しかけた。

　お湯を止めて、バスルームを出る。脱衣所に用意してあったタオルで髪と体を拭き、バスローブを羽織ったとき、ドアがノックされる音が聞こえた。

「ねーメグ、いるー？」

「！」

　アゲハの声だ。

　脱衣所からワンルームの部屋に戻ると、メグは一旦深呼吸してから、扉に向かって声をかけた。

「いるよー。いま開けるね」

　扉を開けると、Ｔシャツにホットパンツというラフな出で立ちで、宮腰蝶羽が立っていた。メグの格好を見て、首を傾げる。

「あれ？　おフロだった？　ごめん」

「ううん。ちょうど出たところ。入ってよ」

　アゲハは遠慮した様子もなく、部屋の中央に置いてある椅子に座った。小さなテーブルを挟んで向かい側にもう一脚椅子があるが、メグはそこには座らず脱衣所に戻る。タオルをもう一枚用意して髪を拭き始めた。

「……ねーアゲハ。さっきはゴメンね。回復魔法ヒールかけてあげられなくて」

「ん？　ああ別にいーよー」

　かなり緊張して言ったのだが、あっさりとした返事が返ってきてメグは胸をなで下ろした。そして、アゲハに感謝する想いが胸の中に湧いてきた。

　タオルを首に掛けて、部屋に戻る。

「でも……何で堂巡？　ってのは気になるかな」

　思わずドキリとした。

「あははは、ホントだよね。うちも何でなんだか、分かんないんだ。咄嗟だったから。あ、何か飲む？」

　アゲハは軽く頭を横に振った。

「まあ、そーゆーこともあると思うけど。ただ、前からちょっとヘンだとは思ってんだよねー」

「え？　ヘンって？」

　アゲハも悩むように、うーんと唸った。

「正直さ、メグ。堂巡に何か弱みでも握られてる？」

「はぁっ!?」

　予想外の質問に、メグはどこから出してるんだというような甲高く裏返った声を上げた。

「な……なにそれ？」

「んーだってさ、最近ヘンだよ？　メグ。この前の堂巡の復帰パーティんときも、そわそわしてさ。ずっと、チラチラ堂巡のこと見てるし」

「み、見てないし！」

「だから、見てたんだって。空になったグラスに注ごうかどうしようか迷ってたし」

「……!!」

「弱みを握られてないなら……まさかホレた？」

「ほ……」

　メグの顔が、かーっと赤くなった。

「ふっ、ふざけないで！　そっ、そんなことあるわけないし！　絶対、ぜったい、ありえないっ！　キモっ！　もうっ！　マジで怒るからね！」

　あまりの剣幕に、アゲハが驚いたように体を引く。

「わーった、わーったから、そんな顔真っ赤にして怒らなくても、いーじゃん」

　しかしメグは腕を組んで、頬をふくらませた。

「それに弱みだって握られるはずがないし！　知られて困ることなんてないし、それにそんなことがあったって、堂巡なんか逆にこっちが脅してやれば、一発じゃん」

　アゲハはその図を想像したのか、楽しそうに笑った。

「あはははは、それ面白そう。今度追い込んでみる？　んで、アゲハたちのパシリにしちゃうの。どう？」

「え……」

「あーでも、そんなことしなくても言うこと聞くか。どうせあんなドーテー、アゲハたちがちょっとエッチっぽく迫れば、言いなりだろうし。あーしら二人の奴隷にして、こき使うとかいいんじゃない？　堂巡的にも、それってご褒美だし。あ、でも指一本触れさせないよ、もちろん」

　その図を想像すると、不思議とメグの気持ちがしぼんだ。

「そういうエッチっぽいのは、やめとく。うちは……」

「ああ、メグ嫌いだったっけ」

「うん。ちょっとセクシーでカワイイ格好をするのは好きだけど……それとは違うじゃん？　うちはそういうの、大事にしたいし」

「あーあ、もったいないな。メグくらい可愛くて胸もあったら、男なんて取っ替え引っ替えじゃん」

「そ、そんなことないし。それにアゲハだってモテモテでしょ？」

　アゲハは、ふふっと思わせぶりな微笑みを浮かべた。

「まーね。男と付き合うのも自分磨きの一つだって。男を好きなように操れるようになったら、人生勝ち組じゃん？」

　そう言って、髪をかき上げると色っぽいまなざしでメグを見つめた。

　メグはいつも、アゲハのこの自信を羨ましいと思っていた。

「うちは……アゲハみたいには出来ないよ」

「ぜんぜん出来ると思うけど」

　メグは肩をすくめた。

「すごいよねアゲハ。まるで魔女みたい」

　考え込むように、アゲハは少し上を見上げた。

「んー、実際アゲハはいま魔女だし？」

　この世界での宮腰蝶羽の戦闘職バトルクラスは『魔導士』である。確かに、立派な魔女だった。

「でもメグも、遊べるうちに遊んどいた方がいいと思うよ。あーしらの魔法は期間限定だから」

「期間限定って？」

「つまり、男を惑わすような魔法は、いつまでもは使えないってこと」

「……」

「だから、大人になって後悔しないように、一生懸命遊ばないと」

「えぇ～それって、勉強しないと、じゃないの？」

「いーの、どうせアゲハは頭悪いし」

　メグはなぜか切ない気分になった。一つ息を吐くと、笑顔で言った。

「それよか、何か食べにいかない？」

　アゲハもテンションが上がったように、大きな声で返事をする。

「いいねーいこいこ！　その格好のままで！」

「行けるワケないし！　ただのヘンタイじゃん！」

　セクシーなのに、というアゲハの笑い声を無視して、メグは脱衣所へ入って行く。そして普段着に着替えようと、バスローブを脱いだ。
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　アルズヘイムとロヴァルリンナの国境近く、湖水地帯にある村ボーデン。

　そこはアルズヘイムの国境警備の拠点である。警備のためにやって来るエルフたちを当て込んだ店が並び、小さいながらも活気のある村だった。

　そんな中の一軒。とあるビヤホールで酒を酌み交わす二人のエルフがいた。

　一人は女。一人は男。

　最前線の緊張感を共に味わい、束の間の癒やしを共有する。

　しかも二人とも見目麗しいエルフである。

　小粋な会話を積み上げるうちに、愛の一つでも生まれそうに思える。

　──しかし、

「あーもうっ！　やってられないわ!!」

　空になったジョッキが、テーブルと音を立てた。

「ビールもう一杯！」

　その女──国境警備隊ボーデン地区の隊長エルネスは片手を上げると、ウエイトレスに向かって叫んだ。

「おい、エルネス。飲み過ぎだ。今日のシフトは明け方までだ。この後、仕事だぞ？」

　男のエルフ──副隊長のグリオンは、顔をしかめてそう言った。

「はっ！　関係ないわよ。どうせこんなど田舎、何も起きやしないわ」

「そりゃ、ここしばらくはダークエルフたちと目立ったトラブルはない。でも、万が一ということがある。俺たちはもしもの時の為に、ここに来ているんだ」

「言われなくても分かってるわよ！」

　新しくやって来たジョッキを受け取ると、すぐさまエルネスは口を付ける。豪快な飲みっぷりは、エルフと言うより魔獣のようだ。

　美しいエルフの中でも、エルネスは理知的で繊細な見た目を持っている。

　──しかし、外見と中身が一致するとは限らない。

　グリオンは、エルネスと話をする度にそう思う。

　以前はそんなことはなかった。確かに単純かも知れないが、真っ直ぐな心を持った、素直な良いエルフだった。

　全ては──

「サタナキア……みんな、サタナキアのせいよ……」

　声が震え、目に涙が浮かぶ。

「エルネス……」

　エルネスの涙に、グリオンは大いに戸惑ったものだ。最初の内は。しかし、ここへ来てからというもの、飲めば毎度のことなので、さすがに慣れてしまった。

「サタナキアがダークエルフになって、アルズヘイムを出てから……全てが変わってしまったわ。私の転落人生が始まったのよ……」

　エルネスはサタナキアと本当に仲が良かった。エルネスの愛情表現は、端から見ていても、やや行き過ぎな感はあったとグリオンは思っているが、親友と呼べる間柄であったことは事実だ。

　その大事な存在を失っただけでなく、当のサタナキアは唾棄すべきダークエルフとなり、更には魔王軍の幹部になったとあっては、エルネスのショックは相当なものだったであろう。喪失感の上にどれだけ絶望を積み上げたのか、想像するに余りあった。

「それに憎らしいのは魔王ヘルシャフトよ。もう少しでインフェルミアを陥落させることが出来たのに……それが、他ならぬサタナキアの手で阻止されるなんて……うっ」

　エルネスはジョッキを一気に呷ると、すかさずおかわりを要求した。

「そしてついには、こんな辺境にまで飛ばされてしまった……あーあ、これでも元はエリートコースだったのに……ふふ、落ちるところまで落ちたって感じね」

　自虐的に語るエルネスを慰めてやりたいと思いつつも、もしかして、俺のことも最下層へ落ちた男と蔑んでいることにならないか？　と気付き、グリオンは微妙な気持ちになった。

「……しかし、国を守る大事な仕事だ。きっと、ウルリエル様も俺たちのことを試しておられるのさ。俺たちの働きを見て、それでいつの日か──」

「いつの日かっていつよ!?　どうせウルリエル様は、私たちのことなんか忘れてるに違いないわ！　大体、なに考えてるか分からないのよ、あの人！」

「まあ……それは否定しきれないが」

「それにヒマ過ぎるのよ！　ど田舎で、お洒落な街並みもお店もないし。この辺って気晴らしが出来るようなものが何もないのよ！　国境だって、平和そのものじゃない！　ダークエルフたちは何をしてるのよ!?　襲撃の一つでもかけてきたらどうなの!?」

「平和なのはいいことだよ、エルネス。俺たちがヒマだということは、アルズヘイムが平和だということだ」

「そんな綺麗事で納得するほど、子供じゃないのよ！」

　もう何杯目か分からないジョッキを空けると、エルネスはテーブルに突っ伏した。

「でもね……そろそろ切り替えなきゃ、っていうのは分かってる」

「エルネス？」

「本当は分かってるのよ。もうサタナキアのことは無理だって。でもお酒が入るとね……他のストレスとかと一緒に、つい吐き出しちゃう」

「エルネス……君は」

「ごめんね、グリオン。いつも愚痴を聞いてくれて」

　顔を上げると、エルネスは少し照れたように微笑んだ。

「そんなの……俺で良ければ、いつだって聞くよ」

「ううん。もうサタナキアのことは吹っ切れたわ」

　エルネスは立ち上がると、テーブルにやや多めにお金を置いた。

「そろそろ仕事の時間でしょ？　行きましょ、グリオン」

「ああ。そうだな……行こう！」

　半分払おうとするグリオンを押し止めながら、エルネスは出口へと向かう。

　気持ちを切り替え、新たなる一歩を。

　そしてエルネスは店の扉を開けた。
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　グラシャは最近、高い買い物をした。

　買った商品を見上げて、やり場のない怒りを持て余していた。

「おめぇ、名前は？」

「ウガ」

「そうか、ウガっつーのか」

　グラシャは腕を組んで、オークションで落札したハイ・オークの周りをゆっくり回った。

　顔は豚と人間を足して凶悪にしたような人相。オークよりも一回り大きく、確かに体つきは頑丈そうだ。全身筋肉の塊で、骨格も太い。普通のオークに比べて、かなり戦闘力はありそうだった。

　──にしても、六万ゾルは痛かった。

　つい勢いで入札してしまった。しかし、後悔しても後の祭り。あとはこいつをいかに使い倒すかと言うことを考えねばならない。

「ハイ・オークってのは希少種だって話だが。お前、相当強いんだろうな」

「ウガ」

「前は何してた？　傭兵か？　それとも剣闘士か？」

「ウガ」

「てめぇ、ウガしか言えねえのか!?」

「ウ……ウガ？」

　グラシャは頭を抱えてうずくまった。

「まあいいや……てめぇは今日からウガだ。それから、オレがてめぇのボスだ。これからはオレの命令は絶対だ。いいな？」

「ウガ」

　どうやら言葉は理解しているらしい。ウガは背筋を伸ばし、直立不動の姿勢で固まった。

「んじゃ、とりあえず訓練場にでも行くか……ついて来な」

　インフェルミアの一部は、各軍団に割り当てられている。その中に、魔獣軍団専用の訓練場があった。

「おーい、てめーら！　元気にやってるか？」

「あっ！　お頭ぁ!!」

　グラシャが訓練場に入ると、たちまち軍団員が集まってくる。

「そいつが競り落としたハイ・オークですかい？」

「ああ。ちょっとコイツの力を知りたくてな。そうだな、まずは──」

　練習相手を物色し始めたグラシャのもとへ、若い魔獣が駆け寄った。

「すんません、お頭！　軍団長の緊急招集だそうで！　魔王の間へお越し下さい！」

「なにぃ？　ちっ、しょうがねえ。そいつの世話は頼んだぜ！」

　そう言い残し、グラシャは魔王の間へ向かった。

　緊急招集による打合せと調整が長引き、再びグラシャが訓練場へ顔を出したのは、翌日の朝だった。

「ん？　てめぇら何してんだ？」

　訓練場の入り口に軍団員が固まって中を覗いている。

「あ、お頭。あれ、見て下さいよ」

　中を見ると、汚かった訓練場が見違えるほど綺麗になっていた。ゴミだらけだった床は磨き上げられ、壁じゅうにあった落書きも綺麗に消されている。

　その訓練場の中央に、床に座って練習用の武器を磨いているウガの姿があった。

「おい、ウガ。これはてめぇがやったのか？」

「ウ、ウガ」

　叱られると思ったのか、思いっきり慌てた様子で両手を床についた。

　グラシャは振り向いて、他の軍団員に訊いた。

「おい、昨日オレが魔王の間へ行った後、どうなったんだ？」

「それが、こいつ何を訊いてもウガしか言わねーんで、放っておいたんでさ」

　──することがなかったから、掃除と道具磨きをしてたってわけか。

　グラシャは軽く溜め息を吐くと、気を取り直したように号令をかけた。

「王様から魔獣軍団に出撃命令が出た！　敵はリザードマンの一派だ！　北からヘルランディアの領地を荒らしていやがる。見つけ次第、ぶち殺せ！」

「ウオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　遠吠えのような雄叫びを上げ、魔獣軍団は出撃した。

　そして二日の後、リザードマンが侵入している地域へと到着。目の前には湿地帯が広がっていて、その奥にリザードマンが潜んでいると報告のあった密林があった。

「これからあの森へ入る。だが、討ち漏らした奴がヘルランディアの領内へ入るとマズいからな。念のため一小隊ここへ置いておく。ウガ、てめぇもだ」

「ウガ」

「いいか。一匹も通すんじゃねえぞ」

　そう言い残すと、グラシャ率いる本隊は森の中を進んで行った。

　しかし、行けども行けども、リザードマンを発見することは出来なかった。

「一体、どこに隠れていやがるんだ？」

　やむを得ず、野営の準備をしているところへ、一人の若い魔獣が飛び込んできた。

「お頭ぁああああ！　大変だぁああああ！」

　それは後方に置いてきた小隊の一人。しかも、かなり深手を負っているらしい。

「おい!?　どうした!?」

「リ、リザードマンの野郎、湿地の沼に隠れていやがった……や、やべえです……ヘルランディアに入られ──」

　そこまで言って、その若い魔獣は力尽きた。

「野郎共！　メシはお預けだ！　全速力で戻るぞ！　今夜のメシはワニの肉だ!!」

「ウォォオォオォオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　雄叫びを上げて駆け出した。

　走りながら、グラシャのはらわたは煮えくりかえっていた。

　迂闊だった。とんだ失態だ。ヘルランディアの領内で略奪と虐殺の限りを尽くされたら、王様に面目が立たない。アドラにも思いっきり嫌みを言われるだろう。畜生、畜生！

　数時間後、グラシャたち本隊はやっと湿地まで戻って来た。

「こいつは──」

　グラシャたちを待っていたのは、湿地に浮かぶ大量の死体だった。魔獣の姿もあるが、そのほとんどはリザードマン。見渡す限りの死体の中で唸り声が響く。

「ウガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　ウガがたった一人で数十匹のリザードマンを相手にしていた。腕や足に噛み付いたリザードマンをものともせず、豪腕を振り回して爬虫類を次々と血祭りにあげてゆく。

　ウガも無傷ではない。食われてそげ落ちた肉から血が噴き出し、全身を真っ赤に染めている。そんな傷を一切気にすることなく、更に死体の山を築こうとしていた。

　その姿を見て、グラシャの体に武者震いが走った。

　──いいじゃねえか。

「てめぇらいくぜぇえええええええ！」

　グラシャは先頭を切って走りながら、意外といい買い物をしたな、と思った。
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　──どうにも気になって仕方がない。

　堂巡駆流はオルゼリア教大聖堂の劇場へ向かっていた。

　例のＭＡＤ動画が頭から離れない。一度再生し直して、問題ないことを確認した。

　しかし、同じような動画がまだ他にも隠れているのではないか？

　もう少し調査してみる必要がある。その思いが日に日に強くなっていた。

　そっと劇場の扉を開けてみると、真っ暗で静まり返っている。

　──よし。

　深夜二時を回っているので、もう今日はこれから人が来ることはないだろう。堂巡は心の中でガッツポーズをすると、映写室へ向かった。

　まず疑うべきは、ＭＡＤ動画の素材となっていた、あのアニメ。

『魔装学園Ｈ×Ｈ』

　この前は第一話しか観られなかった。もしかしたら、この先にも同じようなメッセージが仕込まれているかも知れない。

　自分に向かってそう言い聞かせると、再生の順番を入力し、劇場へ戻った。

　一番いい席に座って本編が始まると、ふと飲み物を用意してこなかったことを思い出して、後悔した。

　やけにシリアスなアバン──と思ったら、すぐにギャグが挟まり、畳みかけるようにオープニング。学園のシーンも面白いが、例の……あやしいシーンはいつになったら始まるのだろうか──と思うと、堂巡は落ち着かなかった。

　そうこうするうちに、やけに可愛いロリっ子が登場した。シルヴィアという名前らしい。２Ａギルドの合法ロリ、雛沢とは大違いだった。そもそも雛沢は偽物で、堂巡とは同い年だ。

　──２Ａギルドにも、こんなに可愛い子がいたらいいのに。守りたい、この笑顔。

　堂巡は頼まれてもいないのに、そう決意した。

　そして、朝霧曰くバレーボールみたいな胸を持つ金髪美人──名前をユリシアというらしいが、どエロい衣装を着て砂浜を歩いているところで、いよいよ問題のシーンが近付いて来ている予感がした。

　──来たっ！

　ユリシアの巨大な胸が思うがままに揉みしだかれている。上下左右に、ぶるんぶるん揺れている。どうやら主人公の手が、不測の事態でユリシアの胸に触れてしまったようだが、それがなぜここまで徹底的に揉み込まれる作画になっているのだろうか？

　謎だった。

　やはりこれは念入りに調査せねばなるまい。

　堂巡は使命感に燃えていた。

　第三話を消化。思わぬ重い設定に驚きながら迎えた第四話。

　──うむ。良い話だ。

　特に『人間の価値は能力の高いか低いかではない。どう生きるかが問題なのだ』というセリフがいい。

　某、哀川愁子という女の人に聞かせてあげたい。やはり頑張りを評価して欲しいのだ。人は、納期と品質と無償の努力ばかりに生きるべきではないのだ。

　画面では銀髪の少女、愛音が、主人公である傷無と言い争っていた。

『俺たちはいつだってやり直せるし、いつだって再スタートを切れる』という主人公のセリフに、堂巡は涙が滲みそうだった。

　──やり直したい。超やり直したい。なぜ俺は次世代教育システムのテストがあった日、学校をサボらなかったのだろう。

　もし出来るなら、エグゾディア・エクソダスにログインした日などとは言わず、もっと昔から人生をやり直したい。出来れば、幼稚園くらいから。

　なんか主人公のセリフの意図と若干違っている気もするが、解釈は観る者の自由だ。

　そんなことを考えながらも、堂巡の目は絡み合う傷無と愛音に釘付けだった。

　気のせいか、さっきより作画のクオリティが上がってる気がした。やはりここが一番大事なシーンなのだろうか？

　──いやいや、そうじゃない。大事なのはエロじゃない。愛なんだ！　多分。

　そして余すことなくエロ作画を堪能した。

　その後は黒髪ロングの女の子が主役の回。

　堂巡にとっては、黒髪ロングというとトラウマに近いものがあった。

　──しかし哀川さんや雫石に比べて、なんて素直で可愛いのだろう。やはり女子はこうあるべきではないのかと、訴えたい。

　特に、下着姿でネコミミ＆尻尾を付けてくれるところなんか、女子の嗜みとして世界標準になるべきと強く主張したかった。

　その後も見どころ満載だった。

　シルヴィアのアレなシーンで、堂巡は思わず──いや！　これはダメだろ！　と心の中でツッコんだが、本当にシーンを飛ばされたときには神を呪った。

　そして途中で止めるタイミングも見いだせず、最後まで鑑賞。映像特典までもコンプリート。

　映像特典はなかなか気が狂ってる──と、堂巡は賞賛した。特に一時は絶望したシルヴィアのアレなシーンもあったのには恐れ入った。

「もう朝だよな……みんなが起き出す前に、部屋に戻らないと」

　劇場の扉を開けたところで、一番会いたくない人間に出くわした。

「あれ？　堂巡くん。どうしたの、こんな朝早くから劇場で。何を観てたの？」

「──っ!?　あ、あさぎりっ!?　い、いや、そのっ！」

　オールナイトで一気観＆寝不足の頭では、気の利いた言い訳の一つも出てこなかった。
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　俺はサタナキアの背筋に沿って指をすべらせ、量感のあるお尻を握りしめた。

　相変わらず気持ちのいい弾力が指を押し返してくる。

　次は胸に触れようとして──思いとどまった。

「ヘルシャフト様？」

　不安そうな声でサタナキアがつぶやいた。

　せっかくゼラギエルが用意した珍しい衣装だからな……すぐに脱がせては勿体ない。

「その姿を、もう少し見せてくれ」

　サタナキアは嬉しそうに微笑み、俺から少し離れた。そしてくるりと体を回転させる。バレリーナのような美しい動き。長い髪が、綺麗な円を描いた。

「いかがでしょうか？」

　ふと、ロヴァルリンナの大祭ヴェルティナスでのパレードを思い出した。だが今は、あの時よりも遥かに煽情的な姿である。

　水着と言っても、真珠をつなぎ合わせただけのものだ。たわわな胸の先端と、下腹部のわずかな部分を辛うじて隠しているのみなのだ。

「とても美しいぞ。ヴェルティナスでのお前の勇姿を思い出した」

　するとサタナキアは、ぽっと頬を染めた。

「ありがとうございます。お気に召したのでしたら──」

　サタナキアは、すっと片足を高く上げた。

　真珠の粒で出来た紐が、股の間に渡されているのがよく見える。

　そしてサタナキアは、片足で高く飛んだ。そして空中で回転。着地すると、美しく体をしならせながら、くるくる回る。

「これは──」

「はい。ヴェルティナスでの踊りです。一人なので少し寂しいかも知れませんが、今日はヘルシャフト様の為だけに踊ります」

　体を反らせると、胸が大きく上に弾む。そして上に引っ張られるように持ち上がった胸は、重力に従って落下。十分に下に伸びた後、再び跳ね上がる。

　胸がまるで別の生き物のように踊る。二つの膨らみも踊りを楽しんでいるかのようだ。

　そして、ぴたりとポーズを取ると、型崩れせずに元の美しいシルエットを取り戻す。それは永遠に見飽きることがないのではないかと思われた。

　くるくると回りながら、床の上を滑るように移動してゆく。まるでスケートリンクの上を滑っているかのように錯覚する。

　サタナキアも体が温まって段々調子が出て来たのか、より速く、より高く、体のキレが増してきた。

　体をしならせ、腰を回転させる。

　頬は上気し、褐色の肌に汗が浮かぶ。

　激しい動きで、汗の雫が弾けるように飛ぶ。

　それはさながら、小さな真珠を散らしながら踊る女神のようだった。

　情熱的な踊りの為か、それともサタナキアの興奮のせいか、胸の先端を隠している真珠の群れをかき分け、ピンク色の粒が顔を出した。

「──あ」

　気付いたサタナキアが、咄嗟に胸を隠す。そして、尋ねるような視線を俺に向けた。

「そのまま続けてくれ」

「──仰せのままに」

　サタナキアの瞳にも、艶のある光が宿る。

　体の動きも、わずかに変化した。

　先程よりも、しなやかに、より艶めかしい動きへ。

　美しく華やかなダンスが、妖艶な舞へと姿を変えた。

　真珠の中から生まれたピンク色の粒は、他の真珠よりも遥かに大きく、更に上へと成長してゆく。真珠の隙間から、同じ色の輪がその下にあることが透けて見える。その部分全体が真珠を押し上げているようにも感じられた。

　俺の熱い視線を受けてか、サタナキアの顔もより熱っぽく、表情は快感に溺れたようにとろけたものになってゆく。

　サタナキアが足を開いた。

　股間を隠す、真珠が作る小さな布。

　汗の浮かぶ太ももに、その布からたらりと液体が流れ落ちる。

　髪をなびかせ後ろを向くと、大きなお尻が揺れた。サタナキアが歩くと、それに呼応して、左右に震える。

　肩越しにサタナキアが振り向く。

　その横顔からサタナキアの内側でも、興奮が大きく成長していることが分かる。

　再び正面を向き、胸を弾ませるように歩いてくる。その胸は、サタナキアの期待を表すように、先程よりも大きく膨らんだように思える。

　そして、脚線美を見せつけるように、片足を大きく上げた。

　他人には決して見せることのない秘密の部分。

　激しい踊りと興奮で、まるで水の中にいたかの如く濡れている。

　ぬめったように光るピンク色の貝。そこに真珠で出来た紐が、半分埋まるように食い込んでいる。それは、真珠貝から今まさに生まれ出たものに感じた。

　濡れて真珠色に光る粒は、他のどんな宝石より美しい輝きを放っていた。

「あ──」

　不意にバランスを崩し、サタナキアの体が傾いた。

　俺はすかさず立ち上がると手を伸ばし、サタナキアの体を抱きしめた。

「も……もうしわけございません。あの、もう……足と腰が……痺れたみたいに疼いて」

　サタナキアの我慢も限界のようだったが、それは俺も同じ事。

　褐色の体を抱き上げると、サタナキアは少女のように恥じらった。しかし、妖艶に光る瞳には期待が込められている。

　素晴らしい踊りのお礼をしなければと、俺はサタナキアをベッドに横たえた。







[image: 「雛沢＆羽衣子＆アリスのガールズトーク　旅の装備編」]







　グラスレーナの戦いの後、２Ａギルドは大おお原はらグループと話をするために、アステルへ遠征することになった。とはいえ、全員揃って行く必要はない。そこで、一之宮洸、雛沢菜流、悠木羽衣子、有栖川泉の四人パーティで旅をすることになった。

　明日の出発を控えて、各自旅の準備を進めていた。




　カルダートの商店街を、雛沢、悠木、有栖川が歩いている。

「ねーアリス。あんたって旅行の時にオシャレするタイプ？」

　洋服屋の入り口を覗きながら、雛沢が訊いた。

「え？　どうかな……オシャレってほどじゃないけど、少し気を遣ってたかも」

「羽衣子、あんたは？」

「あたし、あまり旅行したことないんだけど……でもいつも着ている服だと思う。なるちゃんは？」

「わたしはボロい服ね。汚れても破れても後悔しないやつ。なんなら、旅先で捨ててくるわ！　荷物が軽くなるしね！」

　胸を張って自慢気に言った。そんな雛沢を悠木は尊敬のまなざしで見つめる。

「すごーい。なるちゃんは、旅の達人なんだね」

　有栖川は愛想笑いを浮かべながら、この後の話の展開に戦々恐々としていた。また、着せ替え人形扱いされるのではないか──と。

「で、でも、雛沢さん？　今回もこの装備で行くんだよね？」

　有栖川はいつも着ている『不思議の国のアリス』装備を見おろした。青いスカートにひらひらのエプロンドレス。そのエプロンをつまんで広げて見せる。

　ふと我に返ると、この装備で安心している自分もどうなの？　と有栖川は思った。しかし、最初は抵抗のあったスカートもすっかり馴染み、恥ずかしいという気持ちも起きなくなっていた。むしろ──

（も、もっと可愛い感じになるなら……い、いいかな？　って思うけど）

　雛沢はエプロンとスカートをつまむ有栖川を見つめた。

「なに？　スカートをやめてパンツを穿きたいの？」

　予想外の返事に、有栖川はぎょっとした。

「え？　べ、別に……そういうわけじゃ」

　男の子っぽい格好。前はそれを望んでいたはずなのに、今はスカートを奪われることに寂しさを感じていた。

　元々雛沢に無理矢理着せられていたものだ。それを、もう着なくていいと言われたら、自分はどうしたらいいのだろう？

　これでスカートを穿き続けたら……それは自分で望んで着ているということになる。

　困ったように地面に視線を落とす有栖川を見つめ、雛沢は「はぁ～～」と、わざとらしい溜め息をついた。

「でもわたしとしては、羞恥心をなくしたような格好は感心しないわね」

「へ？」

　有栖川には、雛沢の話の流れがまったく理解出来なかった。なぜスカートじゃなくてパンツルックが羞恥心をなくす発言につながるのだろう？

（ま、まさか、スカートを穿くことに恥ずかしさを感じなくなっていることを？）

　問いかけるような有栖川のまなざしに、雛沢は沈痛な面持ちで返した。

「スカート脱いで、下半身はパンツ丸出しで歩きたいだなんて……わたしはアリスをそんな風にしつけた覚えはないんだけど」

「はぁっ!?」

　想像の斜め上だった。背面宙返りだった。有栖川は混乱した。

「な、なに言ってるの!?　雛沢さん!!」

　悠木は顔を真っ赤にして、後ずさった。

「へ……へんたいだよ……アリスちゃん」

「ちっ、ちが……!?」

　有栖川も真っ赤になってうろたえた。

「まあ、どうしてもセクシーな装備にしたい、というのなら止めないけど」

「止めてよ！」

「そこまでアリスが露出プレイにはまっているなら仕方ないわね」

「はまってないよ！」

「男遊びもたいがいにね」

「だーかーらーっ!!」

　雛沢は呆れた様子で悠木の肩に、肘を乗せた。

「聞いてよ羽衣子。アリスったら色気づいちゃってさ」

「う、うん、びっくりだね」

　顔を寄せて、何やらひそひそとささやき合っている。

　有栖川は涙目になって叫んだ。

「パンツって、いわゆるズボン！　スラックス！　そういうのだと思ったの！」

　雛沢は優しい微笑みを浮かべ、有栖川の肩にそっと手を添える。

「いいのよアリス、無理しなくても」

「そ、そうだよ。アリスちゃんがどんな趣味を持っていても、あたしたち友達だよ。女の子の友情は、こんなことじゃ壊れないから！」

「もう……どこから突っ込んでよいのか、わからない……」

「でもアリス。あなた装備好きでしょ？　可愛いし」

「うん……あ」

　何も考えずに返事をしてから、有栖川はしまったと思った。

「じゃあ、いいじゃない。それで」

　雛沢は片目をつぶり、指先をくるっと回して有栖川のスカートを指さした。

「人の言うことなんか気にしないで、着たいものを着ればいいのよ」

　──雛沢さんがそれを言う？　と思ったが、有栖川は黙って微笑んだ。
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　グラスレーナの戦いの後、２Ａギルドは大原グループと話をするために、アステルへ遠征することになった。とはいえ、全員揃って行く必要はない。そこで、一之宮洸、雛沢菜流、悠木羽衣子、有栖川泉の四人パーティで旅をすることになった。

　明日の出発を控えて、各自旅の準備を進めていた。




　雛沢、悠木、有栖川の三人が、カルダートの市場を歩いていた。旅に必要な買い物をしようとやって来たが、改めて仕入れなければならないようなものは少ない。

　しかし、この買い物も旅の楽しみの一部だ。特に今回は、討伐やレベル上げが目的ではない。大原を説得しに行くだけなのである。よって、旅も気楽なものだった。

「ねえ、なるちゃん。この石鹸はどうかなあ？」

　小屋の中に色とりどりの石鹸がずらりと並んでいる。悠木が手にした石鹸に顔を近付けると、雛沢は鼻を鳴らして香りを確認した。

「へーいい香りじゃない。買ってけば？」

「うん、そうするね。なるちゃんは？」

「わたしは隣でブラシとか見てる。あれ？　アリスは？」

「アリスちゃん？　さっき、キャンプ用の鍋とか見てたみたいだけど」

「え？　今回の旅って、野宿があるの？」

「さあ……わかんない」

　雛沢と悠木は買い物を済ませると、有栖川を捜した。

「あ、いた」

　有栖川は三角形のテントの前で、掲げられた看板をじっと見つめている。

「アリスーどうしたのよ。新しいテントでも買うつもり？」

「へ？　ああ、雛沢さん」

　近付いて来た雛沢と悠木に気付き、有栖川はにっこりと微笑んだ。その笑顔は美少女以外の何物でもない。

「このテントは売り物じゃないよ」

　悠木は看板の前に行って、そこに書かれた文字を見つめた。

「占いの館　スピリチュアルなエルフの秘術占い～あなたの前世、そして未来を見つめます？」

　雛沢は首を傾げた。

「こんなの今まであったっけ？」

「多分なかったんじゃないかなあ。で、何だろうって思って」

　悠木は振り向くと、きらきら光る瞳で二人を見つめた。

「お、面白そう……だね」

「じゃあ、今回の旅でも占ってもらいましょうか？」

　雛沢の提案に悠木と有栖川は笑顔で賛成すると、三人はテントの中へ入って行った。

「いらっしゃい」

　水晶を前にして一人の女の人が座っていた。頭からベールを被っているので、顔は良く分からない。水晶にかざした手の、長い指が印象的だった。

「明日から旅に出るんだけど、その運勢を占って欲しくて」

「どうぞ、お座り下さい」

　三つ並んだ椅子に腰掛けると、占い師は水晶を撫でまわすように、両手を動かした。すると水晶の中が光り、何かがゆらゆらと浮かび上がってきた。

「おお、凄いじゃない！」

　興奮したように雛沢が言うと、有栖川も身を乗り出した。

「うん。何だか本格的だね！」

「で、でも……ちょっと恐くなってきたよ。悪い運勢とか出たら、どうしよう？」

　不安そうな悠木を、雛沢は軽く笑い飛ばした。

「別に未来予知ってわけじゃないんだから。占いよ、占い。気楽に楽しみましょ」

　その時、占い師の手がピタリと止まった。

「これは……なんと恐ろしい。あなた方には、大変な災厄が降りかかります」

「さ、災厄？」

　悠木が不安そうな声で繰り返す。

「そこのあなた」

「ボク？」

　占い師は有栖川の方へ首を伸ばした。

「あなたはここしばらくストーカーにつきまとわれ困っているはずです。その男があなたを襲いに来るでしょう。今夜は部屋に鍵をかけて、決して外へ出ないことです」

　ぎょっとして、有栖川は大きく目を見開いた。

「ど、どういうこと!?　って言うか、ボクってストーカーされてたの!?」

　悠木が、あっと声を上げた。

「そういえば、アリスちゃんと一緒にいるとき、背中に視線を感じることが多かったけど……」

「な、何それ!?　凄く恐いんだけど！」

「でもあれってアリスちゃんのストーカーだったんだ……ほっ」

「安心しないで！　ボク、全然安心出来ないから！　し、しかも襲いに来るって……」

　蒼い顔で震える有栖川を、雛沢はよしよしと抱きしめる。

「大丈夫よ。部屋に閉じこもっていればいいみたいじゃない」

「で、でも……」

「今日はわたしも一緒にいてあげるから。ね？」

「う、うん……ありがと」

　いつも容赦なくいじるくせに、肝心な時には優しいんだから……雛沢さんはずるいな──と有栖川は思った。

　雛沢は有栖川の頭を撫でながら、怪訝な表情を浮かべた。

「でも占い師さん。それって旅に出る前の話じゃないの？」

「あなた方は既に旅の準備を始めています。すなわち、もう旅は始まっているということです」

　家に帰るまでが修学旅行です──みたいな理屈だろうか？　と雛沢は眉を寄せた。

「ですがこの占いは悪いことばかりではありません。あなたはこの町を離れることで、ストーカーの魔の手から逃れることが出来るでしょう」

「そ、そうなんだ。よかった～」

　ほっとしたように有栖川は胸に手を当てた。

「そしてあなた」

　占い師は悠木を指さした。

「あなたは今日の買い物が無駄になるでしょう」

　悠木は、はっと顔を上げると、買ったばかりの石鹸を慌てて取り出した。

「あっ！　これアルカリ性の石鹸……うう、あたしの肌、これダメなの……」

「使う前に気付けたから、良かったじゃない」

　雛沢はそう慰めたが、悠木は「返品できるかな？」としょんぼりしていた。

「にしてもろくな占いじゃないわね。もう少しいい結果の占いを教えてくれない？」

　偉そうに腕を組む雛沢を、占い師はじっと見つめた。ベールの下から覗く目が、険しくなった。

「あなたには……一際大きな災厄が降りかかる。気を付けなさい。とてもつらい、死の苦痛を味わうことになります」

　テントの中が、しんと静まり返った。

　そのまま数秒固まった後で、雛沢が顔をひきつらせて叫んだ。

「な、なによ、それ!?　今までで最悪じゃない!!　ああもう、普通そういうこと言わないでしょ、占いって！　お客さんを楽しませるもんでしょうが！」

　雛沢はお金を占い師の前に置くと、勢いよく席を立った。

「もう沢山よ。帰りましょ、羽衣子、アリス」

　雛沢は急ぎ足でテントの外へ出た、その瞬間──、

「ぎゃぁあああっ!!」

　勢いよく走って来た馬車にはねられた。

「ひっ！　雛沢さぁあああああああああああああん!!」

「なるちゃぁああああああああああん!?」

　雛沢は地面を転がり、数メートル先の屋台の柱に激突した。

　立ち上がろうとしたが、体が言うことを聞かない。死んでいないのでＨＰが０になったわけではなさそうだが、かなりのクリティカルヒットだ。

「大丈夫!?　雛沢さん！」

「なるちゃん！」

　ぼやける視界の中に、駆け寄ってくる有栖川と悠木の姿が映った。

「……悪い占いに限って当たるものよね」

　そう呟くと、雛沢は忌々しい顔で占いのテントを見つめた。

「ま、これで厄落としになった……わよね？」
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　俺には悩みがあった。

　まあ、悩みの多さにかけてはちょっとした自信のあるこの俺だ。数え上げたらキリがない。もう軽く精神病むレベル。

　そんな数多くの、浅いも深いも取りそろえた悩みの中で、比較的軽い案件。

　ヘルランダーたちへの娯楽についてである。

　古代ローマでは、闘技場の娯楽と公共の風呂を提供して、民衆を満足させることにより支持を集めたという。国を支配し、人々を統治してゆくには、娯楽が欠かせないのだ。

　一応、ショーや劇場などもあるこのインフェルミアだが、今ひとつ大勢で盛り上がれるイベントというものが少ない。

　一番人気は闘技場での決闘で、次は公開処刑だ。実に殺伐としているというか、魔王城には相応しいラインナップ。

　公開処刑はともかく、闘技場での決闘は格闘技イベントさながらの盛り上がりだ。モンスターや腕に覚えのある戦士が激突し、死力を尽くして戦う様は確かに見応えがある。

　しかし、貴重な戦力が再起不能になったり、死んでしまうことも普通にある。そこが問題だった。

　そこで俺は考えた。

　ローマが風呂を作ったのなら、俺はプールを作ってみては？

　インフェルミア周辺では、内海から水を引いて濠を作る工事が順調に進んでいる。ならばその水を引き込み、プールを作るのだ。ついでにどこかの砂浜から砂を持ってこさせて、人工の砂浜を作る。

　インフェルミアにビーチリゾートを出現させるのだ。

　だがそれだけでは足りない。そこで行うイベントが大事なのだ。

　その第一弾がビーチバレー大会!!

　本当はお手軽に出来る水着コンテストとかも考えたのだが、哀川さんが鬼のような顔で睨むので保留にした。

　そこで探った妥協点。その解答こそがビーチバレー!!

　ビーチバレーなら、あくまでスポーツイベントという建前で、水着を思う存分堪能出来る。しかもそんな水着を着て、激しく躍動する肢体を観賞出来る。素晴らしい。観客は男も女も大興奮に違いない。

　そして試合としての魅力も当然ある。熱い展開になれば、勝敗の行く末に観客たちは一喜一憂し、大いに盛り上がるだろう。みな人間を超える能力を持つモンスターたちだ。きっと激熱な試合になる。

『さあ！　いよいよ始まりました、第一回ヘルシャフト杯！　実況は私、哀川愁子。そして魔王ヘルシャフト様、御自らの解説でお送り致します』

「うむ。皆の者！　存分に楽しむが良い!!」

　うおおおおおおおおお！　とヘルランダーたちの歓声が沸き起こる。

　砂浜に作られたコートの周りに大勢のモンスターが座り込み、その外側に仮設のスタンドが組まれているが、そちらも満席だ。

　ざっと三千人はいるだろうか。第一回にしてはなかなか盛況だ。各軍団対抗となっているので、応援も熱くなるに違いない。

『では試合に先立ち、各軍団の軍団長による模範試合を行います』

　砂のコートに四人の幹部が登場した。

　グラシャ、アドラ、フォルネウス、サタナキア。しかし四人の姿はいつもとは違う。そう！　水着姿である！

　日の光を受け、グラシャは鍛え上げられた見事な肉体を披露する。体に浮かぶ筋が影を作り、皮膚の下にある筋肉の形を主張している。盛り上がった上腕二頭筋、厚い胸筋、深く割れた腹筋。ローマ彫刻顔負けの体に、赤白ツートンカラーの競泳水着。

　そしてお揃いの水着を穿き、白い肌を日差しの下へ晒す吸血鬼の軍団長。グラシャほど筋骨隆々ではないが、一切の無駄をそぎ落とした引き締まった体は、剣のような鋭さと美しさを感じさせる。

　そんな二人に、女性モンスターから黄色い声が上がりまくった。

「きゃぁああああっ！　団長ぉおおおおお!!　すてきいぃいいいいい！」

「アドラさまぁああああああっ!!　頑張ってくださぁぁああああいっ！」

「グラシャさん！　かっこいぃいいいいいいいい!!」

　魔獣軍団と吸血鬼軍団は勿論のこと、二人とは関係のないダークエルフ軍団の女子たちも、応援の声を上げ、手を振っていた。

「おぉう！　ありがとよっ!!　へへへ」

　グラシャは得意げな笑顔で、手を振って声援に応えている。対照的に、アドラは興味なさそうに、中指でメガネの位置を直した。

「どーしたんだよアドラ？　テンション低いな」

「ああ。今月の収支報告のチェックがまだ終わっていないのだ。それに、急いで反乱部族の掃討に軍団を派遣せねばならぬというのに……」

「まーいいじゃねえか。どうせ一試合余興でやるだけだろ？」

「まあな。確かに、余興とはいえ貴様とチームを組まねばならぬ方が、ストレスが大きいかも知れん」

　その言葉を聞き、グラシャは悪そうな笑みを浮かべた。

「……何だその顔は」

「いやー試合の勝敗以外でも楽しみが増えたもんだからよ」

　アドラは露骨に嫌そうな顔をした。

「言っておくが足を引っ張るな。余興とはいえ、女どもに負ければ軍団の士気にかかわる」

「ったりめえだろ。あいつらには負けられねえ」

　グラシャとアドラは、ネットの向こうに立つ二人を見つめた。

　それは残る二人の軍団長。

　お揃いの水着を身に着けた、フォルネウスとサタナキアだ。対照的な白と褐色の肌。青白のツートンカラーのビキニがそのどちらにも良く映えている。乳首が見えそうなギリギリを攻めるビキニライン。そしてお尻が半分以上見えてしまっているＴバック。

　観客から大きな声援と口笛、そしてラブコールが起こる。

「ひょおおおおおおっ!!　すげえぇええなんだあの乳っ！　ケツ！」

「エロ過ぎだろうがぁあこんちくしょうっ!!」

「ほあぁああっ!!　ふぐぅぅううううぁあああぐうぅぅっ!!」

　気持ちは分かるが興奮し過ぎだ。

「うほおおっ！　ダークエルフ軍団とアンデッド軍団の連中がうらやましいぜぇ！　あ、いや、アンデッド軍団はうらやましくないかな……」

　そのアンデッド軍団の骸骨たちは、カタカタと手の骨をぶつけ合わせて乾いた音を響かせている。一応、拍手のつもりらしい。

　うむ。盛り上がって参りました。俺も身を乗り出したい気持ちをぐっと堪える。

　──ギロリと、隣に座る哀川さんから、痛い程の視線を感じてるし。

　フォルネウスとサタナキアは手をつないで言葉を交わしている。こちらは男子組と違って、実に平和的。

「頑張りましょうね、フォルネウス」

「もちろんなんだもん。男共なんてぼっこぼこのギッタギタのボロぞうきんにしてやるんだもん」

　試合への意気込みは、あまり平和ではなかった。

『それでは、試合開始です!!』

　哀川さんのアナウンスが会場に響き渡る。

「よーし！　そんじゃ、いっくぜぇええええ!!」

　まずはグラシャのサーブ。ボールを高々と投げ上げ、助走をつける。そして砂を巻き上げ、大きくジャンプ。

「うらぁああああああああああっ!!」

　グラシャの右腕が巨大化し、魔獣の一撃がボールに叩き付けられる。

　まさしく弾丸の如き強烈なサーブ。ネットの上ギリギリをかすめ、相手コートへ襲いかかる。炎が出そうなその弾丸サーブを、

「はーい」

　のどかな声を上げながら、フォルネウスは拾った。殺人的とすら言えるグラシャのサーブをあっさりと。

「ナイスですフォルネウス」

　サタナキアはかなり高くトスを上げる。

「お願いします！」

「まかせるんだもん！」

　白い翼を広げた瞬間、弾かれたようにフォルネウスの体が空へ飛び上がった。

　そうだよな……あいつ空飛べたもんな。

　あっという間にボールに追いつき、フォルネウスは空中に静止。一瞬、重力がなくなったように大きな胸がふわりと宙に浮かぶ。

「さあ、いくんだもん！」

　通常では有り得ない高さで、フォルネウスは体をひねる。そして、回し蹴りをボールに叩き込んだ。自由すぎる。

　落下してくるボールはまさに流星。アタックを警戒しネット際に立っているグラシャの後方、ラインギリギリに落下する。

　──が、

「はっ！」

　瞬間移動かというスピードでアドラがボールを拾っていた。

「良くやったぜ！　アドラ！」

「偉そうに言うな！　いいから決めろ!!」

「おうよ!!」

　グラシャはネットに向かって走り、ボール目がけてジャンプした。砂を蹴った瞬間、爆発したように砂が舞い上がる。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　ネットの遥か上に飛び上がり、右の豪腕を引き絞る。

「させないんだもんっ！」

「な!?」

　フォルネウスがグラシャの目の前でブロックした。

　そうだよ。こいつ飛べるし。

「くっそがぁああああ!!」

　ブロックに構わず、グラシャは渾身の力を込めて右腕を振り抜いた。

「あっ!?」

　強烈な勢いで撃ち出されたボールは、フォルネウスの手の平を強引に押し開き、その間をすり抜けた。

「サタナキア！」

「任せて下さい！」

　勢いの削がれたボールにサタナキアが追いついた。

　それよりも、砂浜を走る褐色の肢体。サタナキアの巨乳が、走る度にぶるんぶるんと大きく揺れる。そういう分かりやすい部位だけではない。背骨とか、鎖骨とか、肩甲骨の動くところとか──哀川さんの視線が痛い。

「あの、哀川さん。実況を……」

「もうプレイがいちいち超人的だし、速過ぎて見えないし、実況無理よ!!」

　ですよね。

　サタナキアが上げたレシーブをフォルネウスが空中でトスする。

「やっちゃうんだもん!!」

　もう何をやってるのか、良く分からない。

　体を起こしたサタナキアが、ボールの落下地点へと走る。

「行きます！」

　大きくジャンプ──っていうか、普通砂に足を取られてジャンプ力が落ちたりすると思うんだけど、この人たち砂とか関係ないよね。

　高く舞い上がったサタナキアの体が大きく反る。褐色の胸が大きく弾む。Ｔバックのビキニからはみ出したお尻が、ぷるんと揺れる。

　腕を引き、しなやかに体を反らせた姿は、溜息が出るほど美しい。銀色の髪が、空を駆けるサタナキアの軌跡を描く。

　そして──、

「たぁあああああああああああっ!!」

　サタナキアの細腕がバネ仕掛けのように一気に振り抜かれ、ボールを射出する。しなやかな体はねじりが加わり、くの字に曲がった。

　渾身の力を込めた一撃。そのボールが反対側のコートに──、

「ぬあぁあああああああっ!!」

　グラシャの巨大化した豪腕が、取れるはずのないアタックを拾う。

「アドラっ!!」

　アドラが既にネット前でジャンプしていた。

「……ツーアタック」

　クールに呟きながら、相手コートへボールを叩き込む。つか、何だかんだ言って、ルールや戦法を把握してきたんだな。

　これでやっと一点！

　と、思ったら──、

「はーい」

　のどかな声を出しながら、フォルネウスが空中でボールを拾った。いや、お前本当にボール落とさないのな。

　──というラリーがこの後も延々と続いた。

　最初はその美技に、絶技に、美しき競演に見惚れていたが、さすがに一点も入らずに三十分が過ぎたとき、俺は立ち上がって試合を止めていた。

　こいつらに試合をさせると終わらない。タイムを競うような競技でないとダメだ。

　次からは、もう少し考えてから計画しようと、俺は反省した。

　そのとき、隣の哀川さんがマイクに向かって話しかけた。

『えー……模範試合が終わりましたので、これから第一回ヘルシャフト杯を始めます』

　そういえば、まだ始まってすらいなかった。
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「三分以内で!!」

　そう怒鳴りつけると、私は電話を切った。

　出社してデータがアップされていないことに気付いた瞬間、頭に血が上ったけど、バイトの堂巡くんを叱り付けることで、少し気が晴れた。

　バイトと言っても、契約上は個人事業主への業務委託だ。納期を守れなければ、クライアントに叱責されても当然。別にストレス解消をしているわけじゃないんだから。

「おい哀川！　今日の進捗会議の資料はどうした!?」

　恐らく会社に泊まったのであろう、チームリーダーが机の上から這い出すと、大きな声を上げた。私は慌ててリーダーの席の側へ行った。

「あの……会議は夕方ですから、午後一には提出しようかと」

「バカヤロウ！　俺は午後別件の打合せが入って外出なんだよ！　事前に確認出来ねえじゃねーか！」

「そ、そんな。スケジュールでは、午後は空いていたはずでは……」

「急用が入ったんだよ！　上司の予定ぐらいマメに確認しとけ！　仕事のツメが甘いんだよお前は！　さっさと持ってこい！」

「きゅ、急に言われましても……その……はい」

　私は駆け足でデスクに戻ると、必死に資料を作り始めた。

「それと哀川！　営業部向けの資料もまとめて今日中に出しとけ！」

「えっ!?　は、はあ……」

　その資料を社内会議で使うのは四日後。その間、延々と修正をさせるつもりなのか。

　この分では今日のランチも、デスクで仕事をしながらコンビニで買ってきたパンをかじるだけになりそうだ。朝から栄養ドリンクが恋しくなってきた。

　オフィスの周りにはオシャレなお店も結構あるというのに、そんなところに入ったためしがない。私は溜め息を吐きながら、届いたばかりのヘルシャフトのデータを開き、大雑把にチェックを進める。

　あ、しまった。インフェルミアの奴隷エリアのテクスチャの更新って、どうなってたっけ？　確か大掛かりな修正指示が出てて……もう反映されてたかどうか……。

　ちらりと時計を見た。

　時刻は九時半。

　確か午前中は教育用ソフトウェアの開発会社がシステムを使うから、ログインは禁止だったはず。でも……担当デザイナーは午前休になってるし、急いで確認するには、ログインするのが手っ取り早い。

「ま……いっか。データをいじるわけじゃないし、一人がログインするだけだったら、そんなに負荷もかからないわよね」

　私は席を立つと、テストルームへ急ぎ足で向かった。




　──このときの私には、ログインした先に何が待っているのかなど、知る由もなかったのです……。
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　私はお湯の中で手足を伸ばした。かなり長い時間かけて準備をしてきたのに、結局歯が立たなかった。

「さすがに魔王ね……」

　あの存在を思い返すたびに胸の動悸が激しくなる。その鼓動を確かめるように、胸に手を伸ばした。

　それにしても、我ながら思い切った手段を取ったものだ。他に誰もいなかったから出来たとはいえ、自ら全裸をさらすなんて。

「でも、私の体を見て……一瞬ひるんでた」

　会心の笑みが私の顔に浮かび上がった。
















[image: 「グラシャ』」]







　　　　一




　目の前に広がるのは北方の海。

　分厚い灰色の雲の下に、色彩のない海が白波を立てている。

　魔王の鎧を身に着けた堂巡駆流──すなわち魔王ヘルシャフトは腕を組み、寒々しいその景色を見つめていた。

　ここはバルガイア大陸の北の果て。堂巡も初めて見る景色だった。

　見渡す限りの草原の先は、突然切り落としたように大地がなくなっている。断崖絶壁の数十メートル下では、灰色の波が打ち寄せていた。

　サタナキアは断崖の先に立ち、白く輝く髪を潮風になびかせ、水平線を見つめている。

「バルガイア大陸を縦断してしまいましたね」

「うむ……」

　サタン率いる魔王軍に対抗する為、ヘルシャフトとヘルゼクターは兵を集める旅をしている。しかし、成果はまったく挙がっていなかった。幾つかの町を巡り、空振りを繰り返している内に、大陸を南から北へ縦断してしまった。

「何だか寒そうで、寂しそうな眺めなんだもん」

　ヘルシャフトの頭上では、フォルネウスが白い翼を広げ、周囲を見回している。

「何か見えるか？　フォルネウス」

「ううん。なーんにも見えないんだもん」

　これからどうしたもんかな……と、堂巡は内心困りながら、メニューを操作し地図を広げた。

　この海の先に、バルガイア大陸から切り離されたかのような、逆三角形をした大陸がある。つまり、未知の土地へ乗り込むということになる。

　ヘルシャフトは顔を上げると、後ろを振り向いた。そこには、ここまで歩いてきた道がある。

　──それとも来た道を戻り大陸の中央部を進むか？

　もう一度、地図に目を落とし、この海の先にあるはずの大陸を見つめた。バルガイア大陸とは比較にならない程小さく、エルフたちの国があるログレス大陸よりも小さい。

　──ここには一体何がある？　どんな種族がいる？　せめてそれが分かれば、判断する材料になるんだが……。

「アドラ、お前はどう思う？」

　近くに控えていたアドラがヘルシャフトを見上げた。

「まずは情報を集めましょう。この辺りはヘルランディアの力の及ばぬ土地。知識も少なく、私も土地勘がありません。ひとまずどこか近くの町を探し、そこで情報を集めてから、一旦戻るのか、それとも海岸沿いに進むか……或いはこの海を渡るのか、判断をするのはそれからでも遅くはないかと」

　──やはりそれが確実だよな。

　堂巡は堅実なアドラの進言を受け入れ、ヘルシャフトの首をうなずかせる。

　よかろう──と返事をする前に、割り込む声があった。

「この崖を左の方へしばらく行くと、インゼルっつー村があるぜ」

　──グラシャ？

　さっきから不機嫌そうに海の彼方を睨んでいたグラシャが、唐突に言った。この海に近付くにつれ、グラシャは言葉数が少なくなり、見るからに機嫌が悪くなった。

　サタナキアやアドラがどうしたのかと尋ねても、何でもないの一点張り。明らかに様子がおかしかった。

　アドラは怪訝な表情でグラシャを睨んだ。

「グラシャ、貴様はこの辺りに詳しいのか？」

「しらねーよ」

　鬱陶しそうな顔をすると、アドラに背を向けた。

「行くんだろ？　隣町へ行く道くらいなら聞けるだろうぜ。でもな、海を渡るのはやめときな」

　アドラは苛立ちを隠さずにグラシャの肩を掴む。

「待て、何を隠している」

　その手を払い、グラシャは牙を剥きだした。

「るっせえな！　なんも隠してねえよ！　食い殺されてえのか！」

　あまりの剣幕に、一同は驚いた顔でまじまじとグラシャを見つめた。全員に注目され、グラシャは気まずそうな態度で耳の後ろをかいた。

「その……何だ？　ただ、昔にちょっと来たことがあるだけっつーか……あ！　そうそう思い出したぜ！　ちょいと狩りに出て獲物を深追いしてこんな所まで来ちまったんだ！　それでインゼル村に立ち寄ったんだよ！」

　──怪しい。

　全員が心の中でそう思った。

　グラシャの引きつった笑顔に冷や汗が流れた。尻尾が心の中の動揺を表すように落ち着きなく左右に動いていた。

　サタナキアは溜め息を吐くと、グラシャに語りかけた。

「グラシャ、私たちに言えないことがあるのは分かります。たとえ同じヘルゼクターであっても、全てを打ち明けるのは難しいことだと思います」

　エルフの生真面目さはダークエルフになっても健在だった。しかしグラシャは冷や汗を流しながらも言い返す。

「ま、まーな。お前だってアレだもんな。オレらに言えない秘密あるしな！」

「わ……私が？」

　どきりとした顔で、サタナキアが怯んだ。

　──まさか私が生粋のダークエルフではなく、元はエルフだったことを？

　サタナキアの胸の内がさっと冷えた。恐れの色を浮かべるサタナキアを見て、グラシャは舌なめずりをしそうな顔で微笑んだ。

「オレは知ってんだぜ！　お前、王様を落とそうとして、毎晩部屋で色々練習してんだろ！」

「なっ!?」

　不意の反撃に、サタナキアの顔が一瞬で真っ赤になる。

「何やってんのかは分からねーけど、夜中になるとお前の部屋から、男を呼び寄せる鳴き声とか、発情期のフェロモンみたいな香りが漂って──」

「きゃぁあああああああっ!!」

　サタナキアは一瞬で弓矢を出現させると、目にも留まらぬ早業で矢を放った。

「ぐわっ！」

　矢がグラシャの頭に刺さり、その体がばたりと後ろへ倒れる。

　さすがに殺傷用の矢ではなく、相手を気絶させ無力化させる為の矢だった。矢尻がゴムの吸盤のようになっていて、見た目は玩具の矢のようだ。

　サタナキアは顔を真っ赤にしたまま、肩で息をしている。

　ひとまず危機は去った、そう思ったサタナキアに空から爆弾が降ってくる。

「あ、フォルネウスは知ってるんだもん！　サタナキアがえっちな下着を取り寄せて、それを着て色んなポーズ取ったりしてたんだもん。それから自分の体を触って──」

「いやぁああああああああああああああああああああっ!!」

　サタナキアは長い耳の先まで真っ赤に染め、惚れ惚れするような速度で次々と矢を空に放った。

「はうっ！」

　立て続けに矢が刺さり、気を失ったフォルネウスが墜落する。サタナキアは手を広げて落ちてくるフォルネウスを抱き止めた。

「さ、サタナキア……？」

　うわずった声のヘルシャフトに、サタナキアは笑顔を向ける。

「ま、まったく、二人とも何を口走っているのやら……ねぇ？　ヘルシャフト様」

「そ、そう、だな……」

　ヘルシャフトはフォローを求めるようにちらりとアドラを見るが、アドラにそんなつもりはないようだ。興味なさそうに成り行きを見つめている。

　意識を取り戻したグラシャが、額に張り付いた矢を剥がし、体を起こした。

「くそ……いてて。何しやがんだよ、いきなり──」

　サタナキアが腰に手を当てて、グラシャを見おろした。

「いいですか？　グラシャ。私たちに対しては言えないことや隠し事、やむを得ず嘘を吐くこともあるでしょう。ですが、ヘルシャフト様に嘘はいけません」

「う……」

　グラシャはサタナキアの向こうにいるヘルシャフトを見つめた。だが、すぐに視線をそらす。心の葛藤を表すように、耳がぱたぱたと忙しなく動いていた。

　やがて観念したように、グラシャは立ち上がるとズボンの土を払った。

「……わーったよ。でも、大したことじゃねーんだ」

　グラシャは灰色の海の彼方を見つめる。

「あの海の向こうに……ゴランド大陸ってのがあるんだけどよ。それが、その」

　腕を組んだアドラが、苛立つように指で自分の二の腕を叩いている。急かすように、その速度が上がってゆく。

「何だ、はっきり言え。貴様らしくもない」

　グラシャは怒りに顔をしかめると、がりがりと頭をかいた。

「んだから！　オレの実家があんだよ！」

「……なに？」

　アドラの指がぴたりと止まった。

　全員がきょとんとした顔で、恥ずかしそうに顔を赤くしたグラシャを見つめた。
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　廃棄されたはずの魔王サタンが蘇って、既に二週間以上が経っていた。

　サタンが蘇った原因は依然として不明だが、クリスマスに適用された修正プログラム『Ｓａｎｔａ─Ｘ』と無関係とは思えない、堂巡はそう考えていた。

　だが、この修正に一体何の意味がある？　それともこれは新たなバグなのか？

　疑問は尽きない。

　しかしその疑問に答えてくれる人など、どこにもいない。

　自分たちで答えを見つけ、自力で問題を解決しなければ、生き延びることは出来ない。

　しかし状況は最悪だった。

　朝霧の指に嵌められた呪いの指輪は、日々朝霧の体を蝕み、その美しい肌に呪いの文様を広げてゆく。堂巡が最後に確認したのは左の二の腕までだったが、今は左腕どころか、体にまで呪いが進んでいる可能性が高い。

　──あの呪いの文様が全身を覆い尽くしたとき、朝霧は死ぬ。

　その言葉を心の中で繰り返す度に、堂巡の焦燥感が増してゆく。

　一刻も早くサタンを倒し、朝霧を死の呪いから解放しなければならない。

　だが、魔王城インフェルミアと魔王軍ヘルランダーは、今やサタンの支配下だ。

　唯一の相談相手である哀川愁子は、そのインフェルミアにいる。哀川の無事も確認したかったが、瞬間移動テレポートでインフェルミアへ移動した瞬間、ヘルランダーに取り囲まれてしまうだろう。

　そんな追い詰められた状況の中でも、救いはあった。

　それが今、旅を一緒にしているヘルゼクターたちだ。

　四人の信頼出来る部下。この四人がいるのといないのとでは、精神的にも、現実に採りうる選択肢にも、大きな差がある。しかし如何に一騎当千のヘルゼクターがいるとはいえ、たった五人では魔王軍と戦争は出来ない。

　魔王軍──いや、いまやサタン軍となったヘルランダーたちと戦うには、新たな軍が必要だ。しかしバルガイア大陸中を探し回ったが、未だに新たな軍を組織する目処は立っていない。

　そんな状況でグラシャが放った一言は、堂巡に新たな希望を与えた。

『んだから！　オレの実家があんだよ！』

　──そうか、縁故を頼るという手があったか！

　困ったときに当てにするのは親類縁者。家族に宿題を手伝ってもらったり、就職の世話を頼んだり、ノルマを達成できない営業マンが商品を買ってくれないかと頼んだりと、頼まれる方は実に良い迷惑だが、それも人の世のしがらみというものだろう。

　堂巡は魔王の鎧の下で、ほくそ笑んだ。

　──うん。やっぱり他人と関係を持つと、必要のないものまで背負わされ、犠牲者となる。できるだけ他人とは関わりを持たずに生きてゆくに限るな。

　そんな犠牲者が船室のソファで不機嫌そうに横になっている。

「ったく……何であんな家に帰らなきゃなんねーんだよ……」

　グラシャの案内でインゼル村へ辿り着いた一行は、ゴランド大陸行きの船を探した。するとまさに定期便が出港するところだったので、嫌がるグラシャを引きずって慌てて飛び乗ったのだった。

「まあそう言うな、グラシャ」

　二人掛けのソファに一人で座っているヘルシャフトが、グラシャをなだめた。

「……ちっ」

　グラシャはごろりと寝返りを打つと背中を向けた。

　船室は貸し切りなので、他の乗客は入ってこない。広さもそこそこで、五人がくつろいでも窮屈な感じはない。フォルネウスは空中に浮かんでいるが、アドラとサタナキアはそれぞれ一人掛けのソファに座っていた。

「グラシャよ、今はわずかな縁でも大事にしたいのだ。どんなつながりで、サタン軍への突破口が開くか分からん。それにお前の出身地ならば、これから行くのは魔獣の国と思ってよいのだろう？」

「……ああ。そうだよ」

「ならば尚更だ。魔獣の戦闘能力の高さは俺が言うまでもあるまい。生まれ育った場所なら、お前の家族だけではなく知り合いもいるのだろう？」

「そりゃあ……まあな……」

「それならば力を貸してくれる者もいるかもしれん」

「王様、期待を裏切っちゃ申し訳ないから言っとくけどよ……あの国でオレに力を貸す奴は誰もいないぜ」

　──なに？

　何か曰くありげな物言いに、堂巡は心の中で首をひねった。

　他のヘルゼクターたちもいぶかしげにグラシャを見つめている。アドラはメガネのブリッジを押し上げながら訊いた。

「何をしでかした？　全国民に恨まれるようなこととなると想像も出来んが」

「そんなんじゃねえよ！　そうじゃねえけど……」

　サタナキアが心配そうな表情で立ち上がると、グラシャに尋ねた。

「例えば、例えばの話ですよ？　まさか……グラシャのせいで国土の何分の一かが不毛の地になってしまったとか──」

「んなわけあっかよ！　恨まれるとかそういう次元の話じゃねえぞ！　どうすりゃそんなことが出来んだよ!?　どんな疫病神だ！」

　サタナキアはショックを受けたようによろめき、ぺたんと腰を落とした。

「や……疫病神……」

　そのまま膝を抱え、三角座りで何事かをぶつぶつと呟き始める。

「あーわかったんだもん♪」

　元気よく手を挙げるフォルネウスに、グラシャはぎくりと毛を逆立てた。

「きっと、みんなのごはんを食べちゃったんだもん。怒られるから、戻るのが嫌なのに違いないんだもん。食べ物の怨みは怖いんだもんっ」

　得意そうに胸を張った。

　アホの子を見るような顔でグラシャは黙り込んだ。返事をする気力もないらしい。

「グラシャよ」

　ヘルシャフトが声をかけると、グラシャはばつの悪そうな顔を向けた。

「何か訳ありなのは分かった。もしお前がどうしても嫌だというのならば、ゴランド大陸に行くのをやめても良いぞ」

「王様……」

　グラシャは一瞬少年のようにあどけない顔を見せる。しかしすぐにいつものふてぶてしい顔に戻ると、耳の後ろをかいた。

「別に、戻ることくれえ、オレは何でもねえよ。ただ、期待には応えられないってのを、あらかじめ言っておきたかった。それだけだ」
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　港に着くと、ヘルシャフト一行はすぐに船を下りた。

「小さな港だな」

　桟橋が一本延びているだけで、船が着けられるスペースはそう広くない。

「これでも一番大きな港なんだよ。何せ、他の国との交易は限られてっからな。この狭い陸地の中で、争うことばっかに夢中でよ」

　アドラは興味深そうに耳を傾けた。

「ほう、ゴランド大陸はまだ統一が成されていない、ということか？」

「いや。今オレらがいるグランドールって国が一応は統一してる。けど、いつひっくり返るか分からねえ」

　成る程、とアドラは腕を組むとヘルシャフトを見上げた。

「キング、ならば色々と交換条件も出せそうです。我々が彼らに力を貸して恩を売る……或いは、サタンを倒した後で彼らをゴランド大陸の支配者と認め、自治権を与えることも良いでしょう」

「うむ。ならばこの国の代表と会わねばな……」

　ヘルシャフトはグラシャの方を向いた。

「グラシャ、せっかくの里帰りだ。親族や昔なじみと積もる話もあるだろう。俺たちはこれから情報を集めて代表者と会う段取りを組む。その間、お前は好きに過ごせ」

「いや……それは……無理っつーか、何てゆーか……」

　グラシャは引きつった笑顔で視線をそらせた。

「わぁ～ヘル様ったら太っ腹なんだもん♡」

「なんとお優しい……私たち如きのことに、こんなに心を砕いて下さるなんて♥」

　フォルネウスとサタナキアが、うるんだ瞳でヘルシャフトをうっとりと見つめた。

　だが、アドラだけは険しい顔に冷笑を浮かべている。

「……里帰り、か。結構なことだな」

　──ん？

　堂巡はアドラの様子にいつもとは違う雰囲気を感じ取った。それは、いつもグラシャをバカにするときとは違う、何か含みのある言い方だった。

「けっ、無理矢理連れてきておいてよく言うぜ。誰が好き好んで里帰りなんざするかよ」

　不機嫌そうなグラシャに、アドラは見下すような微笑みを浮かべた。

「そうか？　私にはお前が今にも尻尾を振り出しそうに見えるがな」

　グラシャは毛を逆立てて吠えた。

「ざっけんな、この陰険メガネ！　誰が嬉しいもんかよ！」

「何を恥ずかしがることがある。せいぜい親に甘えてくるんだな」

「冗談じゃねえ……あんな野郎……次に会ったら、オレは──」

「ああぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　耳をつんざくような叫び声が轟いた。

「何だ!?」

　アドラは咄嗟に身構えたが、既に声の主は横を通り抜けている。

　しまった！　とアドラは声にならない声を上げ、冷や汗を流した。

　もし、キングの命を狙う者だったら？

　まさかサタンの手の者が既に？

　様々な思いが一瞬で頭の中を駆け巡る。振り向きざまに剣を抜こうと、爪を手首に突き立てた。

「──？」

　だが、そこで動きを止めた。

「若ぁああああ！　若っ！　若じゃあにゃいですかあぁああ！　わかぁああああ！」

　ネコミミと尻尾を生やした少女が、グラシャを押し倒していた。

　見た目は十代半ばくらいの少女。その姿を見れば、魔獣の一族であることは明らかだ。だが狼であるグラシャと違って、ネコ科の魔獣らしい。

　その少女が、ゴロゴロと喉を鳴らしながらグラシャの胸に顔を擦り付けている。

「ああ……この匂い、この触り心地、本物の若だにゃああ……」

「いてて……いきなり何しやがんだ!?　ルーニャ！」

　グラシャはルーニャと呼んだネコ科の少女を払いのけると起き上がった。ルーニャは軽い身のこなしで、ふわりと着地する。

　ミディアムカットの明るい茶髪。青い瞳には縦長の瞳孔。頭の上に尖った耳と、腰から尻尾が生えている。

　その少女がヘルシャフトとヘルゼクターをぐるりと見回した。

「皆さんは、若のお友達ですにゃ？」

　──若？

　恐らく、全員がその単語に引っかかっている。

　サタナキアが困ったような笑顔で少女に近付いた。

「あの、魔獣のお嬢ちゃん……ルーニャちゃんで良いのかしら？　若って、このグラシャのことですか？」

「はいにゃ！　若は──」

「まっ！　待て、ルーニャ！」

　慌てて止めようとするグラシャに構わず、ネコ科の少女は嬉しそうに言った。

「若はこのゴランド大陸を統治するグランドールの頭領、グランド様のご子息ですにゃ」

　──な、

　なにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?

　恐らくグラシャとルーニャを除く全員が心の中で叫んだ。




　　　　二




　ルーニャに案内されてやって来たのは、グランドールの首都ドラン。首都と言っても、規模は小さく、大きな町といった雰囲気だった。その周囲には石を積んだ防壁が作られている。入り口には大きな門があり、頑丈な扉が付けられていた。

　その警戒ぶりから、ドランは外敵にさらされているということが分かる。

　門を入ると広場になっていて、道が三方に続いている。正面に延びる道を道なりに進んでゆくと、頭領グランドの屋敷があった。即ち、まさにグラシャの実家。お宅訪問である。

　人の背よりも少し高い石垣にぐるりと囲まれた、石とレンガで出来た館である。だが装飾はなく、実用一点張り、質実剛健な建物だ。仮にも一国の支配者にしては、質素な住まいだと堂巡は思った。

　館の中に通され、広間で待たされる。内装もやはり質素ではあるが、木と漆喰が使われていて、見た目に比べると、幾分か人に歩み寄っている雰囲気があった。暖炉で火が燃えていることもあり、居心地は悪くなかった。

　客間らしく、テーブルと椅子が並んでいる。木のテーブルには、このゴランド大陸の地図が彫り込まれていた。塗料で細く引かれた線は国境だろうか。それによると、この大陸は五つの国があるらしい。よく見ると地図には細かい傷が付き、線を引き直したと覚しき箇所もある。恐らくはここで軍議も行われるのかも知れない。

　上座にグラシャの父親が座るであろう椅子があり、向かい合う形でヘルシャフトが席に着く。そして左にアドラとサタナキア、右にフォルネウスとグラシャが座った。

　左の壁には大きな窓が嵌められ、庭の緑が良く見える。曇り空だが、窓が大きいせいか、思いのほか部屋の中は明るい。

　右側は壁を挟んで廊下がある。その廊下から、大きな足音が近付いてきた。そして破裂するような音を立てて扉が開いた。

「バカ息子が戻ってきているというのは本当かぁあああああ!!」

　──でかい。

　それが堂巡の第一印象だった。そして、

　──無茶苦茶マッチョなおっさん。

　それがグラシャの父親、グランドールの頭領、グランドだった。百八十センチ弱のグラシャに対し、グランドはほぼ二メートルの上背。そして肩幅も広く、胸板はグラシャの肩幅ほどもあるのではないかと思われた。グラシャが獣化して、やっと釣り合いが取れるような巨漢だった。

　しかし顔立ちに面影がある。グラシャを厳つくして歳を取らせると、こんな感じになるのかも知れない。頭に生えた耳の形から、やはりグラシャと同じ狼の魔獣と察せられる。毛の色は元は黒かったと思われるが、白髪が交じっているので灰色に見えた。

　椅子を倒し、グラシャが立ち上がる。

「誰がバカだと!?　このくそジジイ！」

「おお～そんなところにおったのか。あまりに小さ過ぎて見えなんだわ」

　グラシャの神経を逆撫でするように、あざ笑う。

「体も小さいが、心の小ささが余計に貴様の見た目を小さくしておる。広い世界を見て、少しは成長したかと思ったが……」

　顎髭を撫でながら、値踏みをするように己の息子を見つめた。

「駄目じゃなあ、こいつは。とんだ駄犬よ」

「な……っ」

　グラシャの顔が怒りと羞恥で赤く染まる。アドラが肩を震わせて笑いをこらえているのが、余計にグラシャの怒りに拍車をかけた。

「この、野郎が……っ！」

　グラシャが床を蹴って、グランドに殴りかかった。

「お、おい！　グラシャ！」

　ヘルシャフトは慌てて止めようとする。慌てたせいで、ヘルシャフトよりも、素の堂巡のような言い方をしてしまった。

　だが、今のグラシャの耳には届かない。わずかな助走で一気に速度を上げ、全体重を乗せた渾身の一撃を己の父親に向かって繰り出した。鈍い音が部屋中に響く。

「ふふん……偉そうな口を叩いて出て行ったが、この程度か」

　グランドは避けることも、防御することもなく、グラシャの拳をその胸で受けた。獣化していないとはいえ、グラシャの本気の拳である。ＮＰＣの人間だったら一発で死んでしまうだろう。その拳を受けて、グランドはぴくりとも動かない。まるで止まった虫を払うかのように、グラシャの腕を払った。

「クソ親父が……今のを喰らって平気なのかよ」

　グラシャの牙が、ギリギリと音を立てる。

「けっ！　相変わらず頑丈なだけが取り柄の田舎親父め！　だが、次はそうはいかねえぞ。オレがどんだけ成長したか、思い知らせてやる！」

　グランドの目が、くわっと見開かれた。拳に力が入り、ただでさえ太い腕が筋肉で盛り上がってゆく。

「この、大バカものがぁあああああああ！」

　大振りの左の拳がグラシャを殴り飛ばしていた。

　ヘルシャフトとヘルゼクターは唖然として、宙を舞い、ガラスを突き破って庭に吹き飛ばされるグラシャを見つめた。

「だから貴様は甘いのだ！　甘い！　甘すぎるわ、この阿呆が！　相変わらず、後先考えぬ振る舞いをしおって。次じゃと？　ふざけるな！　次などあるか！　儂が敵なら、貴様はもう死んでおるわ！」

「く、くそ……」

　グラシャは体を起こすと、グランドを睨み付けた。

「良い機会じゃ。貴様の甘ったれた根性、叩き直してくれるわ！」

　グランドは握った拳を鳴らしながら、庭へ出てゆく。

「上等だぁ！　このじじいぃいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　壮絶な殴り合いが始まった。

　その親子ゲンカを、ヘルシャフトと他のヘルゼクターは、呆然として見続けていた。
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「いきなりお恥ずかしいところをお見せしちゃって……本当に、ごめんなさいにゃ」

「い、いえ……」

　サタナキアは引きつった笑顔で応える。サタナキアとアドラ、フォルネウスは少し離れたところにある建物へと案内された。中に入ると、明るく、清潔で、質素ながら感じの良い部屋だった。

「この離れを使って下さいにゃ。奥に寝室がありますが……三つしかないので、どなたか二人部屋にして頂けると嬉しいにゃ」

「それでは、私とフォルネウスは同じ部屋で。良いですね？　フォルネウス」

「うん！　今日はいっぱいお話しするんだもんっ♪　えへへへ」

　抱きついてきたフォルネウスの頭を、サタナキアは優しく撫でてやった。

　アドラはざっと部屋を確認し終えると、ルーニャに向かって話しかけた。

「ルーニャ殿。グラシャはどこへ？」

「あはは……一応、若の部屋はそのままにしてあるので、そっちへ寝かせてますにゃ」

　ド派手な親子ゲンカの勝敗は父親に軍配が上がり、ボコボコにされたグラシャは気を失って運ばれていった。

「グランド殿とグラシャは、いつもあんな？」

　ルーニャは、たははと困ったように笑った。

「ええまあ……」

　サタナキアは少し心配そうな顔で、アドラに話しかけた。

「ヘルシャフト様は大丈夫でしょうか？」

「ああ……余人を交えず二人だけで、というのがグランド殿の希望だ。やむを得ないだろう。だがもし、グランド殿がキングに危害を加えようとするのであれば──」

　ルーニャは慌てて言った。

「いえいえいえ！　そんな！　お客人に、あんなことしませんにゃ!?　あんなマネをするのは、若にだけですにゃっ！」

「それはそれで、どうかとは思いますが……」

　サタナキアは苦笑いで応えた。
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　割れた窓から風が吹き込み、暖炉の暖かい空気と激しく渦を巻く。しかし、そんなことなど気にも留めない様子で、グランドはヘルシャフトのグラスに酒を注いだ。

「我が国特産の酒じゃ。遠慮なく飲まれよ」

　古い製法で作られたような気泡の入ったグラスに、琥珀色の液体が満たされている。

　地図の彫られたテーブルに置かれたグラスを見つめ、ヘルシャフトは兜に冷や汗を浮かべた。

　──見た目はウイスキー。恐らくは味もアルコール度も同じに違いない。こんなもんストレートで飲んだ日には、どうなるか分かったもんじゃない。こんなときは──、

　ヘルシャフトは空中で指を動かし、メニューを開く。

　アダルトモードの課金アイテムの中には、こんな時の為に便利なものが用意されている。その名も『ウゴン』。アルコールの分解速度を高める効果があるので、あらかじめ飲んでおくと、あまり酔わなくなる。ＭＡＸ値のウゴンＭＡＸを使えば、いくら酒を飲んでも酔わなくなる。

　酔っ払わなければ良い気分になれないではないか、という人もいるかも知れないが、恐らくはこのアイテム、現実世界ではアルコールに弱い人でも酒豪の気分を味わえる、というものなのかも知れない。

　勿論、女の子だけをしこたま酔わせて、色々しようという使い方も、出来なくはない。

　堂巡は迷わずウゴンＭＡＸを選んだ。すると、手の平に小さな瓶が現れる。グランドが自分のグラスに酒を注いでいる隙に、すかさず瓶の中身を喉の奥へと流し込んだ。堂巡だけに聞こえる効果音がして、胃の中から何かが広がった。

　ヘルシャフトはグラスを手にし、グランドへ掲げた。





「仕組んだ女神に祝杯を

　魔王と獣王に乾杯を

　二人の王と、二つの杯

　酔いしれよ世界。天上の奇跡たるこの酒宴に」






　グランドは感心したような顔でヘルシャフトを見つめた。

「ほう……これは、見事な詩うたよ」

　感服した意を表すように、グランドは笑顔でヘルシャフトのグラスへ酒を注いだ。

「流石はバルガイア大陸の極東を支配する方じゃ。猛々しさの中にも雅さがある」

　──え？　マジで？

　ストレートに褒められると気恥ずかしいが、悪い気もしない。

「じゃが、我らは粗忽な田舎者ゆえ、そういった教養はない。返歌はご容赦願いたい」

　その代わり、とばかりにグラスの酒を一息にあおった。

「お見事。いや、そのようなこと気にする必要などない。あくまで、貴君と相見える機会を得た、俺の気持ちを述べたまで」

　グランドは牙を剥きだし、にっと笑った。屈託のないその笑顔がグラシャと重なる。やはり親子か、と堂巡は少し和んだ気持ちを感じた。

　しかしそれは、あくまで親子設定なのでキャラデザに共通性を持たせている、ということに過ぎない。うっかりすると、そのことを忘れてしまいそうになる。

「それでヘルシャフト殿。このグランドールへやって来た用向きをお聞かせ願おうか。もし、あのバカの我が儘で立ち寄ったのであれば、奴を叩き起こして折檻──」

「いやいや、そういう事ではない。実は──」

　そうしてヘルシャフトは事の次第と、サタン軍に対抗する兵を集めている旨を伝えた。

「──成る程。それは難儀じゃな。されど……」

　グランドは椅子から立ち上がると、テーブルに刻まれた地図を指さす。

「これが我が国グランドール。そして隣接するサルラ、ミルド。その北にアルドザ、ワリム。ゴランド大陸は、この五つの国によって成り立っている」

　ヘルシャフトも立ち上がった。大柄の魔獣も多い為か、部屋の天井が高い。二メートル三十センチのヘルシャフトでも頭上にかなり余裕がある。

「グランドールが他の四カ国を支配している、ということか」

　グランドは小さく頷く。

「だが、油断がならぬ。確かにこのグランドールに恭順を示しておるが、所詮は口約束。完全な統一には程遠い。このゴランドは闘争の大陸。古より属国が支配する国を倒しては、幾度となく支配者が入れ替わってきたのじゃ。他の四カ国がいつ謀反を起こすか、知れたものではない」

　グランドはグラスを地図の上、グランドールの隣にある国に置いた。

「一番気を付けねばならぬのが、隣国のサルラじゃ。頭領のグリズラという男は、野心の塊のような男じゃ。最近武器を大量に買い込んだという情報もある。我々も警戒を厳重にしなければならん」

「もう一方の隣国……ミルドと言ったか。そちらは大丈夫なのか？」

「何かあれば、いつでも裏切るというのは変わらぬ。しかし、ミルドの軍勢はグランドールに比べれば小さなものじゃ。油断は出来ぬが、すぐに脅威とはならぬ」

「なるほどな……」

　ヘルシャフトはテーブルに彫り込まれた五カ国に改めて目を落とした。

「そういうことじゃ。バカ息子が世話になっているのに心苦しいが、兵を貸すほどの余裕がないのが実情じゃ。この大陸での争いが続いておるのに、バルガイア大陸に出兵など無理な話」

「……そうか」

　──どうする？　もっと押すか？　だが、無理に粘ったところで意思が変わるとは思えない。せめてサルラの脅威を無くすことが出来れば……。

　堂巡は心の中で溜め息を吐くと、一旦引くことにした。

「いや、事情は良く分かった。無理を言ってすまない」

　グランドは微かに安堵の息を吐くと、再び屈託のない笑みを浮かべた。

「じゃが、ヘルシャフト殿とこうして出会えたこと、それが嬉しいことに変わりはない。せめてもの酒宴を催そう。しばらくはゆっくりと逗留して下され」

「感謝する」

　ヘルシャフトは部屋を出ようと、扉へ向かった。

「待たれい。今、案内を……シルヴァニア！　シルヴァニアはおるか？」

　グランドが大きな声で呼ぶと、すぐに扉が開いて銀色の髪をした少女が顔を覗かせた。

「お呼びでしょうか？　グランド様」

　端整な顔に切れ長の目。尖った耳と、ふさふさの尻尾。シルバーフォックスを思わせる少女だった。スタイルも抜群で、豊かな胸とくびれたウエストが目を引いた。

「おう、シルヴァニア。ヘルシャフト殿を離れへご案内しろ。粗相のないようにな」

「は、はい。かしこまりました。では……ヘルシャフト様、こちらへ」

「うむ。世話になる」

　シルヴァニアの後について、一旦母屋を出て、庭を歩いて離れへと向かう。

「申しわけございません。お客様にこんなに歩かせて恐縮です」

　歩きながら振り向くと、すまなそうな顔で言った。

「気遣いは無用だ」

　──それに、綺麗な後ろ姿を眺めながら歩くのも悪くないし。

　とは口に出しては言えなかった。

「ヘルシャフト様は……どちらからいらしたのですか？」

「バルガイア大陸のヘルランディアという国からだ。俺はその国の支配──」

　サタンに国を奪われた現状をどう説明するか悩んだ。しかし、使用人に細かい説明をする必要もないと思い直す。

「支配者。魔王ヘルシャフトだ」

　するとシルヴァニアは大きく目を見開いた。黄色い瞳の縦長の瞳孔までが広がった。

「そ……そうなのですか……魔王……」

　怯えたような表情を浮かべ、尻尾を股の間に挟んだ。足取りが速くなり、ヘルシャフトから離れようとしているようにも思えた。

　無用に脅してしまったかと、堂巡は内心慌てた。見た目が綺麗系の美人のせいもあって、恐れおののく姿はそれはそれで可愛いが、同時に罪悪感も感じてしまう。

　──ここは一つ、何か安心させることを言わないと。

「……しかし、思いのほか離れが近くて残念だな。シルヴァニア殿」

「え？」

「もう少し、そなたの美しい後ろ姿を見ていたかったのだがな」

　シルヴァニアは驚いた顔で瞬きを繰り返す。そしてぽっと頬を染めると、目を細めた。

「まあ……バルガイアのお方は、お口もお上手ですのね」

　まんざらでもない微笑みを浮かべて、シルヴァニアは離れの玄関を開けた。
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　出迎えたアドラやサタナキア、フォルネウスと共にヘルシャフトがリビングに入ると、そこには案内役のルーニャが居た。その姿を見て、シルヴァニアが首を傾げる。

「あら？　ルーニャさん、まだいらしたんですか？」

「にゃっ！　べ、別にサボってるわけじゃないにゃ、お客様に、色々ご案内をしてただけにゃ」

　慌てて言い訳をするルーニャに、シルヴァニアはくすっと微笑んだ。

「そうなんですか。ご苦労様です」

　ルーニャは罪悪感に苛まれながら、引きつった笑顔であらぬ方向に視線を泳がせた。

「キング、それで会談の方は如何でしたか？」

　椅子に座ったヘルシャフトに、アドラは絶妙のタイミングでコーヒーを運ぶ。仕事を奪われたルーニャがおろおろと慌てたが、サタナキアが安心させるように声をかけていた。

「やはり難しいそうだ。確かに他の国は恭順を示しているものの、いつ謀反が起きるか分からん、という話だ」

「やはり……では──」

　そのとき、リビングの扉が乱暴に開いた。

「ハッ！　ケチ臭え親父だぜ。ったく！」

　生傷を作ったグラシャが、顔をしかめて部屋に入ってきた。

「若、もう起きて大丈夫にゃ？」

「ったりめーだろ！　クソ親父のパンチなんて、痛くも痒くもねえ！」

　気絶していたことを忘れたように、グラシャは吠えた。

「大体、あの野郎はケツの穴が小せーんだよ！　たかがサルラにビクビクしやがってよ、情けねー。そんなに怖えなら、あんな国とっとと蹴散らしちまえばいーのによ。あれでも頭領かよ。どんだけ臆病なんだ！」

　憤懣を発散させるように怒鳴った。

「ち、違います！　グランド様はあたしたち領民のことを考えて、そう言って下さっているのです。戦争になれば、大勢の人が死にます。兵士だけでなく、普通の人たちも。それに家や、畑や、森だって、焼けてなくなってしまう。領民が苦しまないように、グランド様は乱暴な手段を取らないようにして下さっているんです！」

　反論したのはシルヴァニアだった。

　グラシャはギラつく瞳をシルヴァニアに向けた。

「何だ、てめぇは!?」

　グラシャの殺気にシルヴァニアの毛が逆立ち、体ががくがくと震える。慌てて、間にルーニャが割り込んだ。

「シルヴァニアは最近来た子にゃ！　若が出て行った後だから、知らないだけにゃ」

　ルーニャの後ろに隠れながらも、シルヴァニアは気丈に言い返す。

「わ、若様に意見をする立場じゃないのは、分かってます。で、ですが、グランド様を悪く言うのはおやめ下さい！　こんなあたしでも、拾って下さった、お優しい方です」

　グラシャは眉を寄せてシルヴァニアを睨んだ。

「若！　シルヴァニアは一年くらい前に、怪我をして行き倒れていたにゃ。それをグランド様が、行く当てがないならって、ここに居させてるにゃ。真面目で働き者の、いい子なんだにゃ！」

「ルーニャさん……」

　シルヴァニアの瞳に涙が光った。

「……けっ、やってられっか」

　グラシャは耳の後ろをかきながら、部屋を出て行った。

「親父と一つ屋根の下なんて吐き気がするからこっちに来たのによ……もう、いいぜ」

　玄関の扉が閉まる音がして、グラシャの気配が完全に消えた。

　リビングに気まずい空気が流れた。

「あ、あははは、重ね重ねお見苦しいところをお見せして、ごめんなさいにゃ」

　明るく笑うルーニャに続き、シルヴァニアが深々と頭を下げた。

　アドラは腕を組んで、グラシャが出て行った扉を見つめる。

「なかなか険悪な関係のようですね……」

　ルーニャは肩をすぼめた。

「はい……もう、顔を合わせればケンカばかりで。でも、本当はお互いのことを心配してるにゃ。ただ二人ともあの性格だから……」

　ルーニャとシルヴァニアはもう一度詫びを言って、部屋を出て行った。

　扉が閉まる音がして、部屋の中に静寂がやって来た。

「おお、そうだった」

　ヘルシャフトが思い出したように言った。

「何でも、我々を歓迎する宴が催されるようだ」

　今までぼーっと成り行きを見守っていたフォルネウスが、急に色めき立った。

「ごはんっ!?」

「ああ、そのごちそうが食えなくなるのは申し訳ないのだが……アドラ」

「はい」

　アドラがヘルシャフトの前で背筋を伸ばした。

「すまないが、頼まれてくれるか？」

「何なりとお申し付け下さい」

　アドラの口元が、にやりとつり上がった。




　　　　三




　その夜、グランドが言った通りヘルシャフト一行を歓迎する宴が開かれた。

　会議室のような広い部屋に細長いテーブルが置かれ、グランドールの重鎮が十数名、それにサタナキア、フォルネウスが着席している。末席には一応グラシャが顔を出していた。つまらなそうな顔をして、いかにも不満そうな態度で座っている。

　上座にグランドと並んで座ったヘルシャフトは、至れり尽くせりのもてなしを受けた。

「さぁさ、ヘルシャフト様」

　ルーニャが杯に酒を注ぎ、シルヴァニアが料理を運んでくる。料理の皿が一つ余っていることに気付いたシルヴァニアがヘルシャフトに訊いた。

「あの、お一人さま、姿をお見かけしないようですが」

「ああ。どうしても外せない用事があってな。代わりと言っては何だが、あいつにやってくれるか？」

　指さした先には、おかわりをしまくっているフォルネウスがいた。

「おいしいんだもん♡　今まで食べたことのないお肉ばっかりで、フォルネウスはいくらでも食べられそうなんだもん♪」

　他の魔獣の三倍の皿を積み上げ、ひたすら料理をかき込んでいた。気を遣うサタナキアが少し抑えるように忠告するが、フォルネウスの耳には入らない。だが、周りの魔獣は逆に面白がって、どんどん食えと囃し立てていた。

　グランドも、そんな様子を微笑ましく見守っている。

　だが、グラシャだけは相変わらず不機嫌オーラ全開だった。

「……ちっ」

　結局食事には一切手を付けずに、席を立った。部屋を出て行くグラシャと入れ替わるようにして、数匹のコウモリが部屋に入ってくる。そのコウモリは、黒い霧のように解けるとアドラの姿へと変わった。周りにいる魔獣たちが、「おおっ」と声を上げ、手を叩いて喜んだ。

「早かったな、アドラ」

　アドラはうやうやしく礼をすると、ヘルシャフトの耳元へ口を寄せた。

「は。ご命令通りサルラへ偵察に向かったのですが、途中で気になるものを見つけましたので、ご報告に上がりました」

「気になるものだと？」

「この町より北の方角、三キロメートルほど離れた森の中に、見張り小屋のようなものがありました。そこに魔獣が二匹」

「グランドの手の者ではないのか？」

「私も、最初はこの屋敷を守る為の見張りかと思いましたが……それにしては小屋は見晴らしの悪い場所へ、姿を隠すようにして作られておりました。不審に思い、様子を窺ったところ、断片的ではありますが、二匹の会話が聞こえました。『バルガイアから来ている魔王はいつ帰るんだ』『せっかく準備を進めていたのに』と」

　堂巡は心の中で腕を組んだ。

　──どういうことだ？　俺たちが招かれざる客ということか？　それに準備？

　ヘルシャフトは隣に座っているグランドを見つめた。酔って赤くなった顔で、部下たちの騒ぎを嬉しそうに見つめている。その楽しげな空気は、偽りのものとは思えなかった。

　ヘルシャフトの視線に気付いたグランドが笑顔を向ける。

「何か入り用かな？　ヘルシャフト殿」

「……立ち入ったことを伺いたい。この町から三キロメートルほど北の森に、見張りを置いているようなことは？」

　グランドは片側の眉を上げた。

「いや、そんな場所には置いておらぬな。街道沿いと各地の村、それと国境近くに置いてはいるが」

　──となれば、アドラが見た魔獣はグランドールの者ではない。ならば、なぜ俺たちがここにいることを知っている？

「お待たせ致しました。次のお料理をお持ち致しました」

　美しい銀色の髪をなびかせ、シルヴァニアが両手に大きな皿を持ってやって来た。

「おう、これよ！　これ！　ヘルシャフト殿、我が国の伝統的な料理じゃ」

　焼いた骨付き肉が無造作に積まれているだけに見える。しかし光り輝くような照りと、そこから立ちのぼる香りが、たまらないほど食欲を刺激した。

「確かに美味そうですな」

「コケラスという動物の肉でな、柔らかくて味が濃厚じゃ。それを昔ながらのタレに漬け込み、香草を焚いて焼き上げるのじゃ。これがたまらぬ」

　そう言いながら、グランドは肉に手を伸ばした。

「グランド様は特に辛めの味付けがお好みですよね？　こちらに特別に辛くしたものをご用意してありますよ」

　にっこり微笑んで、シルヴァニアは別の皿を差し出した。色が他のものと明らかに違う。赤く輝き、見るからに辛そうだった。

「おお！　気が利いておるな。ささ、ヘルシャフト殿も早く」

「では」

　ヘルシャフトは普通の味付けの皿を選び、骨を掴むと良い香りがする肉に歯を立てた。

　──うわ！　柔らかっ。それに意外と味が複雑だぞ？　香草を何種類も使っているのか？　それにタレがいい。雰囲気は照り焼きのタレっぽいが……。

　隣を見ると、アドラもナイフとフォークを使って肉を口に運んでいた。

「ふむ……成る程。シンプルゆえにタレの味が生きている。それに香り……もし急ぎの料理をする場合は、私の特製タレにバリエーションを加えて、特徴のある塩を使えば……例えばトゥルグザラウの塩なら……」

　料理人としての血が騒いでいるらしい。そんな部下のささやかな楽しみを邪魔するのは申し訳ないと思いながらも、ヘルシャフトはアドラに向かって言った。

「アドラ、少し相談をしたいことがある。サタナキアとフォルネウスを連れて、離れへ戻れ。俺はグラシャを捕まえてから行く」

　アドラはメガネのブリッジを指先で上げ、表情を引き締めた。

「承知致しました」
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　宴会場を出たグラシャは、一人で暗い空を見上げていた。真っ黒な空から、白い雪が、はらはらと降ってくる。舞い降る動きをぼんやりと目で追っていると、背中から声をかけられた。

「ここに居たのか、グラシャ」

　振り向くと、巨大な鎧が近くに立っていた。

「王様か……」

　ヘルシャフトの姿を見て、グラシャは自嘲の微笑みを浮かべる。

「近くにいるのも気付かないなんてな。オレもどうかしてるぜ」

「グラシャ……」

　ヘルシャフトはグラシャの横に並び、白く染まってゆく庭を見つめた。

「グラシャよ。お前はなぜ、家を飛び出したのだ？」

「なぜって、そりゃ……」

　どう答えるか、グラシャは悩んだ。

　なぜなんだ？

　それはこんがらがった紐を解くような作業に似ていた。自分の行動は当然のことで、迷いがないことであるはずなのに、何と言って説明すれば良いのか分からなかった。

　返事に迷うグラシャに、ヘルシャフトは別の質問を投げかける。

「お前は、父親が嫌いか？」

「ああ、嫌いだ」

　今度はすぐに答えることが出来た。

「頭領の二代目という立場が嫌なのか？」

「……そうだな。気に入らないな」

　若干の逡巡がある。

「グランドールが嫌いか？　この大陸が嫌いか？」

「そいつは……どうだろうな」

　答えられない。しかし紐がほぐれる感触があった。

「ルーニャや魔獣の仲間が嫌だったのか？」

「そんなことはねえ……そうじゃねえんだ」

　ヘルシャフトは深い溜め息を吐き、グラシャに言った。

「もしお前に耐えがたい思いをさせているのであれば、俺はもう無理に兵を借りようとは思わん。お前の過去にも触れぬ」

「……」

「しかし、お前は俺の大事な部下だ。謂わば俺の手足だ」

　グラシャはヘルシャフトを見上げた。

「王様……」

「手足が思うように動かなければ、気にもなる。それが疲れならば休ませるし、怪我ならば治療をしたい。出来ることならば、原因を見つけ、思う存分動けるようにしてやりたいのだ」

　しばらく沈黙を守っていたが、やがてグラシャは重い口を開いた。

「多分、オレは親父に勝ちたいんだ」

　グラシャは空を見上げた。

　漆黒の空から白い雪が降ってくるのが、不思議だった。

「いつも頭ごなしにオレに命令した。それがむかついたんだ。強い親父だった。腕っ節も、人望もある。軍の中じゃ、親父とオレの関係は頭領とその部下だ。だから、それも仕方がない。そう分かっちゃいるが、オレの全てに指図するのは納得できねーんだ」

「……」

　堂巡はグラシャの独白に驚いていた。

「親父の考えは分かっている。奴は自分一代で、ゴランド大陸をまとめようとしている。オレはその後釜だ。親父が作った小さな世界を、守るだけの人生が待っている。それを後生大事に守って、子供に引き継ぐだけの人生だ。単なる中継ぎの人生の何が面白い？　だからオレは家を出たんだ。広い世界へ出て、オレがどれだけやれるのか試してみたい」

　グラシャの身の上話は、スケールが大きく、現実にはなかなか有り得ない話である。だが、その悩みの根幹は、まるで人間のようで、どこにでもいる若者の話のようでもあった。

　──グラシャ、お前。

　ヘルシャフトはグラシャの横顔をじっと見つめた。

「王様、あんたならオレがどこまでやれるのか、それを試す場所を、仕事を与えてくれる。オレが率いてた魔獣軍団なら、グランドールの軍隊より強え。そう思うと、オレはたまらなくいい気分になれた。バルガイア大陸全土を支配する国の四天王なら、オレは親父を超えたと思える。もし、そうなったら……」

　グラシャはヘルシャフトを見上げた。

　二人の目が合う。

　グラシャの中で、魔獣の夢と希望が燃えている。堂巡は、その熱が己の胸に伝わってくるのを感じた。

　グラシャは目をそらすと、恥ずかしそうに呟いた。

「……ここへ戻って来ても良いと思ってる。その頃には、親父も歳だろうからな」

　ヘルシャフトは力強く頷いた。

「……約束しよう。必ず、お前に相応しい仕事をさせてやる」

「ああ！　頼むぜ、王様」

　そのとき、騒々しい足音が近付いて来た。

「若ーっ！　大変っ！　たいへんですにゃぁああああああっ！」

　血相を変えたルーニャが走って来た。

「何だよ、うるせえな。一体、何が──」

「グランド様が！　グランド様が倒れたにゃっ！」

「……っ!?」
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　グランドはその体に見合った、大きなベッドに横になっていた。額には汗が浮かび、苦しげな呼吸を繰り返している。

「親父……」

　グラシャは枕元に立ち、拳を握りしめた。

　グランドの寝室には大勢の家臣が集まり、廊下にまで人が溢れている。グランドの頭に濡れたタオルを置き、ルーニャは沈痛な表情を浮かべた。

「宴会の途中で急に倒れたにゃ……」

「それで、原因は何なんだ？」

「それは……まだ分からないにゃ」

「なにぃ!?　分からないってどういうことだよ！」

　噛み付かんばかりの勢いで、グラシャはルーニャに迫った。

「だ、だから分からないにゃ！　それまで、凄くお元気だったにゃ！　でも薬も効かないし」

　家臣の一人がぽつりと漏らす。

「……まさか、毒を盛られたのでは？」

「バカな。この屋敷には信用のおける者しかおらぬ」

「それに宴会の酒や料理であれば、他にも同じ症状の者がいるはずだ」

「やはりお体の調子が優れないのを隠しておられたのでは……」

　グランドが倒れた理由をあれこれ推測している中に、ヘルシャフトの声が割り込んだ。

「──すまないが」

「王様？」

　グラシャは怪訝な顔でヘルシャフトを見つめた。

「こんなときに何だが、我々は失礼させて頂こうと思う」

「えっ!?　ちょ、王様！　このタイミングでかよ!?」

　慌てたように叫ぶグラシャに、ヘルシャフトは落ち着いて答えた。

「こんなときだからだ。グランド殿が大変なときに、手間のかかる客人が居座っていては申し訳が立たぬ」

「で、でもよ……」

　戸惑うグラシャに、ルーニャが泣きそうな顔ですがり付いた。

「若……行ってしまうのにゃ？」

「ルーニャ……ああ、オレは……」

「そんな！　ひどいにゃ！　グランド様がこんなときに！　若が偶然来てくれたのも、神様の思し召しにゃ！　ここにいて欲しいにゃ！」

「そ、そんなこと言われてもよ！　今さら何でオレが親父なんかの為に──」

　ルーニャを引きずったまま、出口に向かおうとする。その行く手に、大勢の家臣が立ちふさがった。

「お待ち下さい、若様！　せめてグランド様がお元気になるまでいて下さい！」

「そうです！　グランド様が臥せっておられる以上、我らの頭領は若様しかおらんのです！」

「お前ら……」

　嬉しいような、苦しいような、二つの気持ちの狭間でグラシャの表情が歪む。そんな顔を、グラシャはヘルシャフトに向けた。

「グラシャ。頼みを聞いてやれ。グランド殿が元気になるまでの間だ。心配しなくとも、しばらくならお前抜きでも何とかなる」

「でも！　いつ治るかなんて、わかんねーよ！　もし長い間かかったり、ひょっとして──」

　グラシャはその言葉を飲み込み、歯をかみ合わせる。鋭い牙がぎりっと音を立てた。

　ヘルシャフトとヘルゼクターから顔を背けると、そこには昔なじみの仲間たちの祈るような顔が並んでいる。

「若！」

「若様！」

「……くっ！」

　ヘルシャフトは迷うグラシャの背中を押すように言った。

「俺たちの心配はいらん。グランド殿が元気になったら、追いついてこい。それまで魔獣軍団の軍団長の席は空けておく」

「……分かったよ」

　グラシャは観念したように肩を落とす。対照的に、周りの者たちは安堵の表情を浮かべた。

「今からなら夜の定期便に間に合うだろう。港へ行くぞ」

　ヘルシャフトはマントをひるがえして部屋を出て行った。続けてアドラたちもグラシャに声をかけては、その後へ続く。

「何なら十年くらい、居ても構わんぞ」

「……昔の仲間は大事にしなさい」

「ばいばーい、なんだもん」

　あっさりと姿を消したヘルシャフトたちに、グラシャは寂しさを感じた。

「んだよ……くっそ」
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　暗い森の中を駆ける一匹の魔獣がいた。

　女性らしく、細くしなやかな体が木々の合間を縫うように走る。時折、足を止めて聞き耳を立て、周囲の様子を窺った。誰かに見つからぬよう気を配りながら、道なき道を進む。やがて目の前に、木の枝と葉で隠された小屋が現れた。

　女の魔獣は走るのをやめ、ゆっくりした足取りで小屋に近付く。すると扉が突然開いた。

「誰だ！」

　中から二匹の魔獣が現れた。厳つい顔に大きな体。その姿は、獣化していなくとも熊の魔獣であることが分かる。

「あたしよ……そんな大きな声を出さないで。見つかったらどうするの？」

「何だ、お前か！　まあ、心配すんな。こんな街道から外れた森の中に入ってくる奴なんかいねえよ」

「そうさ。いつも俺たちゃ話をしてっけど、今まで見つかったこたぁねえぜ」

　そう言って二匹はゲラゲラと笑った。

「……そんなことより、緊急の連絡よ。グランドに例の毒を盛ったわ」

「なにっ!?」

　二匹の顔色が変わった。

「おい、お前何勝手なことしてんだ！　あの魔王が帰るまで、延期だって──」

「絶好のチャンスだったのよ。それに、あの魔王は兵を借りに来ていただけ。断られた以上、もうグランドールに用はない。グランドが倒れても、あいつならゴタゴタに巻き込まれないように、さっさと逃げると睨んだのよ。そして──」

　その女は冷たい微笑みを浮かべた。

「思った通りだった。魔王ヘルシャフトはもういない。いまが仕掛け時よ。グリズラ様に至急連絡をして」

　二匹の内の一匹が手早く旅支度を整えた。

「グリズラ様は手勢を連れて前線基地にいる。急げば明日の夜には奇襲をかけられるぜ」

「分かった。じゃあ、明日の夜に町の門を開けておくわ。町と屋敷の地図は？」

「もうグリズラ様に渡してある。じゃ、行ってくる。お前も戻れ。気付かれるなよ」

「あんたがたに言われたくないわ」

　女の魔獣は元来た道を戻ってゆく。しばらく森を行くと、木々の隙間から町の明かりが見えてきた。立ち止まり、背の高い草むらを掻き分けると、その下に大きな穴があった。女はその穴の中へ体を滑り込ませる。

　暗い穴の中をしばらく進むと、上からわずかに明かりが差し込んでいる場所がある。出口だ。女は顔を半分だけ出し、周囲に誰もいないことを確認すると、一気に穴から抜け出した。

　そこは、今は使われていない倉庫だった。

　体の埃を払い、立てかけてあった木の板を穴の上に置いて塞ぐ。古びた棚に置いてあった調味料の袋を抱えると、そっと倉庫を出た。

　屋敷に戻ってくると、門番に挨拶をして中へ入る。買い物にしては時間がかかり過ぎだが、咎められたことはない。町外れで星を見るのが好き、ということにしてあるからだ。

　この一年、常に緊張の連続だった。だが、不自由な生活とも、あと少しでおさらばだ。長い時間をかけて仕込みをした甲斐があった。思わず鼻歌を歌い出しそうな良い気分で、自分の部屋の扉を開け中に入る。ドアを閉め、脇に置いてあったランプを取ろうとして、手が空を切った。

「あれ？」

　そのとき部屋の明かりが点いた。

「遅かったな。シルヴァニア」

「!?──ま……っ!!」

　ベッドをソファ代わりにして、魔王ヘルシャフトが座っていた。

　そしてその周りには、アドラ、サタナキア、フォルネウスの三人が控えている。

「な……なんで……もう帰ったはずじゃ……」

　シルヴァニアの声が震え、目が泳ぐ。

「こんな遅くにどこへ出掛けていた？」

　淡々と尋ねるヘルシャフトの声が恐ろしい。シルヴァニアは必死に冷静さを取り戻そうとするが、体が震えて止まらない。

「あ、あたしは……町に、調味料を、買いに……」

「それにしては随分かかっていたな」

「あたし……ほ、星を見る、のが……好きで……」

　アドラがタキシードの内ポケットから懐中時計を取り出し、ちらりと視線を移す。

「私が見つけた小屋までの往復とするなら、丁度良い時間でしょう」

「そうか」

「──……!!!?」

　シルヴァニアの額に冷や汗が浮かぶ。

　何で？　どうして分かったの？　そんな疑問が頭の中をぐるぐる回る。

「森の中にあった小屋は、見張るべき対象が何もない場所にあった。見通しも悪く、姿を隠すことだけを考えているもののようだ。となれば、何らかの中継場所。グランドールの内側にもぐり込ませたスパイからの情報を受け取る中継所ではないかと考えた」

　シルヴァニアはじりっと後ずさりをした。

「俺たちは屋敷を出た後、誰が外へ抜け出すのかを見張っていた。あの小屋にいた連中の話では、俺が邪魔だったらしいからな。恐らくグランド殿に毒を盛ったことが成功したことと併せて報告に走る奴がいるはず。そう思っていたら、お前が一番初めに出て行った。確かに買い物はしたが、そのまま姿を消した」

「キングのご慧眼には感服致します」

「本当に素晴らしいですね、ヘルシャフト様は」

「ヘル様すごーい♪」

　三人は緊張感の欠片もない様子で、ヘルシャフトを褒めそやした。

「ふふふ、よせよせ。大したことではない」

　ヘルシャフトも呑気な態度で、部下たちに手を振っている。今この瞬間、誰もシルヴァニアのことを見ていなかった。

　シルヴァニアは後ろ手に把手を掴んだ。

　この隙を逃したら、もはや助かる術はない。

　身をひるがえすと同時に扉を開け、外へ飛び出そうとした。

　床を蹴って飛び出そうとした足が止まる。

　顔の前に、赤と白銀、二本の刃が待ち構えていた。

「え……」

　よそ見をして歓談をしていたはずの、アドラとサタナキアがいつの間にかシルヴァニアの両脇に立っていた。しかもいつ抜いたのか、剣をシルヴァニアの前に突き出している。

　あのまま脇目もふらずに飛び出していたら……。

　シルヴァニアの喉がごくりと鳴った。

　自分に剣を突き付けているダークエルフが、優しい声で囁いた。

「まだヘルシャフト様のお話の途中ですよ。どこへ行こうというのです？」

　シルヴァニアはもつれそうな舌で辛うじて言った。

「あ……た、たすけて……」

　吸血鬼のメガネが冷たく光る。

「それは貴様次第だ。お前の知っていることをキングに洗いざらい報告するのだ」

「は、はい……それは、もう……」

　必死にシルヴァニアは頭を働かせた。何とか嘘の情報を渡して、グリズラ率いるサルラ軍に有利な状況を作るのだ。自分は捕虜となって助けを待つ。仲間がこいつらを倒しやすくするにはどうしたらいい？

「あ、あたしは……ミルド国のスパイで……」

　アドラが眉を寄せた。

「なに？　サルラではないのか？」

「は、はい。サルラ側の国境から進軍している最中で──」

「待て」

　ヘルシャフトがシルヴァニアの言葉を止めた。

「お前たちは外へ出ていろ。こいつの尋問は俺一人でやる」

　三人は素直に部屋を出て行った。二人きりになると、ヘルシャフトは空中で指先を動かした。

「シルヴァニア、お前は単身敵地に乗り込むような、豪胆にして強靱な精神を持つ奴だ。そんなお前が、そう簡単に真実を話すとは思えん。だから俺の魔法で、自ら真実を言いたくなるようにしてやろう」

「な……なにをする、つもり、なの……」

　ヘルシャフトの手の平がピンク色に光った。

「『エクスタス』!!」

　その手の平が、シルヴァニアの下腹部に押し当てられた。

「きゃぁああああああああああああああああああああああああああああ！」

　細身の体が、大きくのけぞった。

「いや……なにぃ……これぇ……」

　シルヴァニアが頬を染めて、体をくねらせる。その素肌にうっすら汗が浮かび、あえぐような熱い息と共に、ピンク色の舌をちらりと覗かせた。

「体が、熱くて……あん♥……な、何なの……これぇ……？」

　ヘルシャフトの目が怪しく光った。

「この俺にだけ許されし禁断の魔法『エクスタス』」

「え、えく……その、魔法で……な、何を、する……うっ♥つもり」

「知れたこと。お前を尋問して真実を白状させるには時間がかかる。だから手っ取り早く、お前の体に訊いてやるのだ」

　ヘルシャフトはシルヴァニアの体を軽々と抱き上げると、宙へ放り投げた。

「──きゃ!?」

　ベッドの上に落ちて、シルヴァニアの体が飛び跳ねる。ヘルシャフトも覆い被さるようにして、ベッドに上がった。そして大きな手でシルヴァニアの胸を掴む。

「はぁあああああんんんんんっ!!♥♥♥♥♥」

　シルヴァニアの体が細かく痙攣し、だらしなく開いた口から舌が突き出される。

「あ……♥ああ……♥♥……そんな……たった、これだけで、い、いっ……♥♥♥」

　続けてヘルシャフトはシルヴァニアの襟元を掴むと、服を一気に引き裂いた。

「!?　やぁ……ああん♥」

　もはやシルヴァニアは叫び声を上げることが出来なかった。服を破られることすら、快感に感じてしまっている。肌が直接空気にさらされることが、さらに官能を煽っていた。

　しかし、シルヴァニアの瞳が淫猥の色に染まってゆくにつれ、ヘルシャフトの手の動きは鈍くなる。

「え……？」

　そしてついに、ヘルシャフトはシルヴァニアから体を離した。

「ど……どうして？」

「続きをして欲しければ、俺に服従しろ」

　シルヴァニアは悔しそうな貌で唇を噛んだ。

「べ、べつに……あなたになんか、頼まない……」

　シルヴァニアは自らの手で、疼く体を慰めようとした。しかし赤く染まった貌は、羞恥と屈辱に歪んでいる。触れてはならないものに触れるかのように、罪悪感をまとわせた指先が、蜜を滴らせている敏感な部分へ向かう。

　その細い手首をヘルシャフトが掴んだ。

「あうっ！」

　ヘルシャフトは片手でシルヴァニアの両手首を掴むと、ベッドから引き起こした。

「自分で触ることは許さん」

　シルヴァニアは両腕を吊されたような形で、床の上に立たされる。その美しい体を隠すものは何もない。ヘルシャフトの力は強く、腕をぴくりとも動かすことが出来なかった。

「う……うあ♥ぁ……はぁん♥」

　シルヴァニアの体が震えた。恐怖と欲望が争っている。もはや自分の理性と意思ではどうにもならないほどの高ぶりが、お腹の下に渦巻いている。必死になって太ももをすり合わせるが、そんなものでは到底満足出来ない。救いを求めるように、尻尾を激しく動かした。

　黄色いシルヴァニアの瞳から、涙が溢れ出す。

「お願い……もう我慢ができないの……このままじゃヘンになっちゃう……ああっ、何とかして、お願い！」

　胸の先端は痛々しい程に尖り、床には足の間から滴る蜜で水たまりが出来てゆく。

「ならば俺に服従するか？」

「……し、します」

　ヘルシャフトはシルヴァニアの腕を放した。

「ならば証しを立てよ」

　シルヴァニアは膝を折り、床に正座をすると、裸のまま手を突き頭を深く下げる。

「こ……この時より、あたしはヘルシャフト様の……も、もの♥です。で、ですから……」

　上気した顔を上げ、涙に濡れた瞳を新たな主人に向けた。

「お、お願いします！」

「良かろう」

　シルヴァニアは嬉しそうな顔で、ヘルシャフトの体にすがり付く。ヘルシャフトはシルヴァニアの華奢な体を抱き、その背筋に指をすべらせる。

「あ──あ、ああ♥……あ♥」

　シルヴァニアは顎を上げて首を伸ばし、気持ちよさそうな声を出した。

「お前の雇い主は誰だ？」

「サ……今は勿論、ヘルシャフト様♥ですが……以前はサルラの、グリズラでした」

　堂巡は兜の下で微笑む。

　──やはりな。

「ではシルヴァニア。グリズラの作戦を、貴様の知る限り、洗いざらい俺に話すのだ」

　シルヴァニアはヘルシャフトを見上げて妖艶に微笑んだ。

「はい……よろこんで♥」




　　　　四




　グランドの屋敷では会議が開かれていた。ヘルシャフトがグランドと面会した部屋に、十数名の重鎮と、数名の部下が集まっている。だがグランドの姿はない。代わりに、グランドがいつも座っていた椅子には、グラシャが座っていた。

　グラシャは渋い顔で机に彫られた地図を睨み付けた。

「すると何か？　ミルドが国境に兵を集めてるってのか」

「そうみたいなんだにゃ。国境に近い村から報告が来てるにゃ」

　ルーニャが真剣な顔で手に持った紙を広げた。それはつい数時間前に、伝令が届けた文書だった。居並ぶグランドールの幹部たちが、腕を組んで唸る。

「どうしますか若？　わしは一応、兵を出すべきだと思いますが……」

「そうじゃな。奴らが攻めてくるにせよ、こないにせよ、我らが気付き対応したところを見せねば」

「いや、しかしその隙にサルラにつけ込まれるかも知れぬぞ？」

「しかしミルドが本気なら、国境近くの村が三つは奪われるぞ！　そんなことを許してたまるものか！」

　会議は急に熱を帯び、大きな声が飛び交った。だが、ミルドへそれなりの軍勢を出すという声が圧倒的に多い。一通り怒鳴り合いが終わると、全員がグラシャの方を向いた。

「若！　いかがなされます!?」

「わしらは若の決断に従う！」

「ご決断を！」

　グラシャに焦りの感情が湧く。食いしばった牙が、ぎりっと音を立てる。

　──親父。

　グラシャは椅子から立ち上がると、全員を見渡した。

「おめぇらの言い分は分かった。ミルドに──」

　激しい音を立てて、扉が開かれた。

　会議の最中は、出席者以外は立ち入り禁止になっている。一体誰だと文句を言おうとして、全員が口を開けたまま固まった。

「会議中に失礼する」

　身長二メートル三十センチの黒い鎧。そして背後に控える三人の部下が、そこにいた。

　グラシャが信じられないものを見るような顔で呟いた。

「王様、お前ら……どうして」

「耳寄りな情報を手に入れたのでな。是非ともグランドールの頭領に聞かせたくて、やって来た」

　ごくりと喉を鳴らしてグラシャは言った。

「──聞かせてくれ。今は、オレが頭領だ」




　　　　＋　＋　＋




　闇の中をサルラの軍勢が進んでいた。音を立てぬよう、静かに森を掻き分け進む兵の数は、およそ百五十。ほとんどが熊の姿をした魔獣だった。巨体に似合わぬ軽い身のこなしで、粛々と行軍してゆく。

　その隊列の中程に、一際大きな姿があった。体中に幾つもの大きな傷痕を持つ五十がらみの男。顔は人間だが、頭の上にある耳とその体格、毛の生えた巨大な手足は熊の魔獣のものだ。その男が、傍らに居る小柄な兵士に話しかけた。

「ブルムよ。グランドールの兵は、ミルドへ向かっているのだろうな？」

　ブルムはサルラの参謀である。熊の魔獣としては小柄で、隊列の中で唯一鎧を身に着け、兜まで被っている。他の兵士は己の体に自信があるのか、みな軽装だ。

　ブルムは顔を上げた。兜は顔の部分がむき出しのタイプなので、素顔で己の主人を見上げた。

「はいグリズラ様。半数の兵がドランを出て、ミルドへ向かったのを確認しております」

「くくく、バカな奴らだ」

　潜入させたスパイがグランドに毒を盛る。グランドールの上層部が慌てふためくところへ、ミルドが攻め込むとの情報を流す。グリズラは密かにミルドと結託し、陽動を依頼してあった。ミルドはグランドールの兵をおびき寄せるだけの役目だ。

「毒でグランドを殺すのは難しいだろうがな。だが、何日か倒れててくれりゃあ、それでいい。その間に、このグリズラ様がグランドールを奪い取ってくれる」

「ふふふ、楽しみですな。どうせ奴ら、次の頭領も決めていないに違いありません。今頃、上を下への大騒ぎのはず」

「ドランに詰めている兵はおよそ四百。その半分がいなくなったのなら、二百。グランドがいなければ、烏合の衆よ。簡単にひねり潰せる」

「しかも、我らには援軍もありますしな。本国を出発した兵は二百。これも、いずれ追いついてきましょう」

　グリズラは思い出したように訊いた。

「町の門は開いているのだろうな？」

「我々が送り込んだスパイが開ける手はずになっております」

「ああ、確か女狐だったな……」

「はい。一年に亘って潜入させた成果がやっと出ました」

「なかなか良く働いてくれたな。グランドによく毒を食わせたものよ」

「何でも奴の好物に混ぜたとか。辛さを強めにしたので、味が分からなかったのでしょう」

　グリズラは爆笑した。

「わははははははははは！　バカ犬が！　いやいや、本当に大した女だ！　だが……」

　グリズラは顔をしかめた。

「我々の情報も知りすぎたな……」

　ブルムは牙を剥きだして、酷薄な笑みを浮かべた。

「この戦いが終わりましたら、あの女は始末します。そしてこの戦いは、正面突破、正々堂々と力で相手をねじ伏せた、という記録を残すようにしたいと」

　グリズラは、にやりと笑った。

　その時、前方から一人の兵士が走って来て報告した。

「先頭が森を抜けました。町の門は開いております」

「よし！　ゆくぞ！」

　グリズラの号令に、サルラ軍は雄叫びを上げながら走り出した。百五十匹の魔獣が一気に森から抜け出し、ドランの町へと駆ける。町を囲むのは石で出来た高い壁。だが、出入り口の門が大きく開いている。これでは頑丈な壁も、何の役にも立たない。隊列も組まず、百五十匹はバラバラに門へと飛び込んだ。門の内側は広場になっていて、そこから道が三方に続いている。

　広場の中央で、一旦兵は足を止める。その兵士たちに向かって、グリズラは大きな声で指示を出した。

「真ん中の道を行くぞ！　狙いはグランドの屋敷だ！」

　うおおおおお!!　と熊の魔獣たちが鬨の声を上げる。

　だが、町は静まり返ったままだった。

　確かに深夜だ。

　だが人影が一つもなく、町の明かりも消えている。

　これだけ大声を出しても、顔を出す者が一人もいない。

　ブルムの胸の中に、言いようのない不安がわき上がった。

「グリズラ様！　何か変です！」

「何がだ!?」

　グリズラが吠えるように訊いた。

「いくら何でも静かすぎます、これは……っ」

「だから奇襲が成功したということだろうが！　貴様は何を──」

　そのとき背後で大きな音が響いた。

「な──」

　グリズラとブルムが振り返ると、町の門が閉じられていた。サルラの兵士たちも当惑した様子で、閉じられた門を見つめていた。

「おい……俺たち、閉じ込められたんじゃねえか？」

「ちょっと待ってくれ……どういうことなんだよ、これ」

　先程までの、殺戮への期待感と高揚が、緊張感と恐怖にすり替わってゆく。

　ブルムは冷や汗を流しながら、大声で叫んだ。

「うろたえるな！　きっと送り込んだスパイが門を閉じただけだろう！　いずれにしろこの町の連中は皆殺しにするのだ！　都合がいいではないか！」

　そのとき、門の上に人影が現れた。

「皆殺しにされるのは、お前らの方だぜ！　サルラの熊野郎ども！」

「な……」

　その人影は月光を背に、サルラの軍勢を見おろしていた。

　グリズラは轟くような叫び声を上げた。

「なんだテメェはぁああ!?」

　月夜に光る毛をなびかせ、その人狼はにやりと笑った。

「オレはグラシャ！　グランドールのグランドの息子！　このグランドールの頭領だ！」

「……っ!?」

　グリズラは驚きに口を開けた。しかしすぐに怒りに顔を歪め、部下に向かって叫ぶ。

「テメェら！　オタオタするんじゃねえ！　相手はただの犬っころだ！　俺たちが負けるはずがねぇ！」

　サルラ軍の震えが止まった。

「すぐに援軍が来る！　そうなりゃ、数だってこっちが上だ！」

　熊の魔獣たちに殺気が戻ってくる。その様子を見つめ、グラシャは不敵な笑みを浮かべた。

「へっ、さすがは親玉だな……」

　グラシャは門の上から飛び降りると、石畳の地面に着地した。

　グリズラが一際大きな声で吠えた。

「手始めに、あの野郎を喰い殺せえええええええええええええええええええ！」

　唸り声を上げ、サルラ軍が一斉にグラシャに襲いかかる。

　自分に向かってくる敵を見つめ、グラシャが不敵に微笑んだ。

「こっちも行くぜ！　野郎共！　出入りだぁああああああ！」

　ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!　という遠吠えが響いた。今まで墓標のように静まり返っていた家々から、グランドール軍の兵士が飛び出してくる。

「なにぃ!?」

　グラシャに向かったサルラの兵が足を止めて振り返る。

「後ろだ！　門の一匹はただの囮だ！」

　ブルムが全体に指示を出す。

「一対一なら俺たちが優位だ！　奴らに集団戦をさせるな！」

　グラシャに向かおうとしていたサルラ軍が回れ右をして、押し寄せる二百の狼に牙を剥く。

「おいおい、オレを無視すんじゃねーよ」

　その声に一人のサルラ兵が振り返った。

「あ？」

　誰もいない──そう一瞬思った。しかし視線を下げると、胸元近くにグラシャの顔があった。

「てめ……いつの間に！」

　サルラ兵は、鋭い爪の生えた豪腕を振り上げた。

「一対一なら優位だと？　寝言いってんじゃ……ねぇえええええっ!!」

　グラシャの腕が突然消えた──ように見えた。異様な打撃音と共に、サルラ兵の体が宙に浮いた。何かが爆発したような突風が広場を駆け抜けた。

　グラシャのノーモーションからのパンチが、爆弾のような破壊力を生み出していた。

　飛ばされたサルラ兵は背中を向けていた他の兵をなぎ倒し、まるでボウリングの球がピンを弾き飛ばすように転がっていった。

　その一撃を見て、サルラの兵は驚きを隠せなかった。単純な体力とパワーなら、自分たちの方が上だ。そう信じていた。しかし、あの男は何だ？

「まるで……グランドみてぇなパワーじゃねえか……」

「そういや、さっき息子とか言ってなかったか？」

　サルラ兵に動揺が走った。

　グラシャは戦いの喜びに血が沸き立つような思いがした。牙を剥きだした笑顔で、サルラ軍に向かって叫ぶ。

「いくぜぇえぇえええええええええええ！」

　敵軍に突っ込んでゆくグラシャを見て、グランドール軍の興奮も頂点に達する。

「みんなーっ！　若に続くにゃぁあああああああっ！」

　唸り声を上げて、サルラ軍に向かって疾走する。その速度はサルラ軍をはるかに凌ぐ。流れる毛並みが、まるで川のようにサルラ軍を飲み込んだ。

　そしてあっという間に乱戦となった。

　パワーに勝るサルラと、スピードに勝るグランドール。その中でも、一人群を抜いて速く、しなやかな動きをする者がいた。

「うにゃにゃにゃーっ！」

　掛け声は可愛らしいが、獣化した腕の先にはナイフのような爪が生えている。素早い動きでサルラ兵の大振りな攻撃をかいくぐり、その体を確実に切り刻んでゆく。

「くっ！　て、てめぇ！　狼の魔獣じゃねぇな!?」

　ルーニャは目を細めて笑った。

「ルーニャはネコ科にゃ。心の広いグランド様は、種族にこだわらないにゃ」

　再び飛びかかった。サルラ兵の肩に着地すると、鋭い爪を首に当てた。

「うおぉっ！」

　ルーニャを捕まえようと肩に手を伸ばし、勢い余って体勢を崩す。

　大きく飛び上がったルーニャが叫ぶ。

「今だにゃ！」

「!?」

　サルラ兵を取り囲んだ三人のグランドール兵が、一斉に拳を叩き込んだ。

「ぐはっ！」

　サルラ兵は血を吐き、その場に頽れる。そして光の粒となって消えた。

　グランドール兵は複数人が連係して、一人ずつ確実にサルラ兵を倒してゆく。だが、サルラ兵の攻撃力は、当たれば一撃でグランドール兵のＨＰを大量に奪い取る。お互いに厳しい戦いだった。双方の数は徐々に減り、お互いに疲れが見え始めた。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　その中で一人、グラシャだけが気を吐いていた。群がるサルラ兵を、一人でなぎ倒してゆく。

　いや、もう一人──

「ぬああああああああああああああああああっ！」

　グリズラも数人がかりで襲いかかるグランドール兵を、片っ端からなぎ倒していた。

　唐突に二人の視線がぶつかった。

　グラシャが凶悪な微笑みを浮かべる。

「けっ、頂上対決と行こうじゃねぇか」

「望むところよ！　グランドの小せがれが！」

　グラシャは両腕を獣化させ、グリズラと激突した。派手な激突音を響かせ、二人はがっぷりと四つに組んだ。

「ぐふふふ、この俺と力比べをしようなんざ、身の程知らずもいいところよ」

「へっ……このグラシャ様を舐めるんじゃねえぞ」

　二人は渾身の力を込めた。

　腕の筋肉が膨れあがり、全身に血管が浮かび上がる。

「なか、なか……やるな、小せがれ」

「てめぇも、ジジイにしちゃ……大したもんだぜ」

「だが……ここまでだな」

　グリズラはグラシャの背後を見て、にやりと笑った。

「なに？」

　グラシャが肩越しに振り向くと、二人のサルラ兵が嗜虐的な微笑みを浮かべて近付いてくるのが見えた。

「この……ヤロウ」

「ふひひひ、死ね。グランドの小せがれ。貴様の一族など、死に絶えやがれ！」

　背後の兵が、グラシャの背中に爪を突き立てようとした、その瞬間──、

　突然、サルラ兵の頭が矢に貫かれた。

「っ……が!?」

　まるで、突如として角が生えたかのようだった。何処からともなく飛来した矢が、サルラ兵の頭を貫いていた。

　二人のサルラ兵がその場に倒れると、光の破片となって砕けて消えた。

　グラシャは目を見開いて、矢が飛んできたと思われる方角を見つめた。魔獣の目でも届かない彼方。町で一番高い鐘楼の上で、銀の髪をなびかせたダークエルフが弓を構えている。その赤い瞳には、別のサルラ兵がグラシャの背後に迫る姿が映っていた。

「まったく世話が焼けますね」

　サタナキアは再び弓を引き絞った。指から離れた矢は、真っ直ぐにサルラ兵の体へ飛んで行く。

「──!!」

　しかし、今回はサルラ兵を倒すことが出来なかった。その兵は強固な兜と鎧を身に着けている。その兜が、サタナキアの矢を弾き返していた。

　──しまった！

　サタナキアはすぐに次の矢をつがえる。しかし、魔法を使った矢でなければ、あの鎧は貫けない。しかしそれでは、グラシャごと貫いてしまう可能性があった。

　鎧を着たサルラ兵、ブルムがにやりと会心の笑みを浮かべる。

「ふふふ、鎧を着た私を臆病者と呼ぶ者もいましたが……用心深いのも悪くはないでしょう？　グリズラ様」

「ふ、ふ……まったくだ」

　グリズラとグラシャの腕の力は、お互い限界に近付いてきている。滝のような汗を流し、腕の筋肉が痙攣していた。

　ブルムの剣のように長い爪が、グラシャの腕に突き付けられる。

「まずその腕、斬り落としてくれよう」

　残虐な微笑みを浮かべ、ブルムが腕を振った。

「──あれ？」

　ブルムの腕が、すっぽ抜けるようにして地面に落ちた。

　何が起こったのか理解出来ない、そんな顔でブルムは呆然となくなった己の右腕を見つめた。

「その鎧、継ぎ目の隙間が広すぎる。役に立たんな」

　赤い剣を構えた執事風の男が、ブルムに並んでいた。メガネの奥に光る冷たいまなざしがブルムを見つめている。

　手に持った剣がブルムの首に当てられた。サタナキアの矢を防いだ兜だが、正面からは顔も首もむき出しだ。

「それに随分と首が斬りやすい」

「や、やめ──」

　それがブルムの最期の言葉だった。

　アドラは剣を華麗に振って血を飛ばすと、グラシャに背を向けた。

「さっさと倒せ。あまり手こずると、グランド殿が嘆くぞ」

「て、てめぇに言われなくたって……つか、親父は関係ねえ！」

「……一族は大事にするといい」

　呟くような一言は、はっきりとは聞こえなかった。

　──アドラ？

「おい、いま、なんつっ──」

「いいから、さっさと片付けろ」

　イラついたような声の後で、離れてゆく足音が響く。

「お、おう！」

　グラシャは渾身の力を込めた。グリズラも目の前で腹心を殺され、怒りは頂点に達していた。

「貴様ら……許さん！　絶対に、許さんぞおおおおお！」

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオっ！」

　グラシャが大きく吠えると、グリズラの体が浮かび上がった。

「なにぃ!?」

　そのままグラシャはグリズラの体を空に放り投げた。

「バ……バカなっ!?」

　グラシャも、自ら投げ上げたグリズラ目がけて大きく跳躍。空中で落下に移ろうとするグリズラを捉えた。

「いくぜぇええええええええええええ！」

　グラシャは獣化して何倍にも太くなった腕でグリズラを殴り付ける。右、左、そして蹴り。空中で、まるで重力がなくなったかのような連続コンボ。現実の物理法則を無視した攻撃だった。

「ぐおおおおおおぅ！」

　そして最後の一発が叩き込まれたとき、グリズラの体は吹き飛び、町の門へと叩き付けられた。

「がはっ！」

　口から血を吐き、グリズラが苦しげにうめく。

「く、くそ……」

　立ち上がろうとしたとき、急に背中の支えがなくなった。

「門が……!?」

　門が開き始めた。グリズラの目に喜びの光が差す。

「援軍か！　よし、これで勝──」





「待ち人来たりて　王は詰むチエツクメイト

　狡猾にして愚かな王よ

　嘆くがいい！　この魔王オレと戦う己の不運を！」






　グリズラは脂汗を流しながら、黒い鎧を着た巨体を見上げた。

「て……てめぇが……」




　腕を広げると風が渦巻き、マントが炎となって地面を走った。

　兜の中の目が赤く輝く。




「バルガイアの覇者にしてインフェルミアの主！　魔王ヘルシャフト!!」




「く……くそ……何で……」

　グリズラはふらつく足で立ち上がった。

「先に出発した兵は俺が率いていた。そして、向かった先はミルドではない」

「まさか……」

　ごくり、とグリズラの喉が鳴った。

「想像通りだ。お前たちの増援部隊を殲滅して戻って来たところだ」

　思わずグリズラは後ろによろけた。

　両軍の兵士たちも戦いの手を止め、二人の話の行方を見守っていた。

「お前の負けだ、グリズラ。降伏しろ」

　グリズラの歯がぎりぎりと音を立てた。

「そうは……いくか」

　広場を振り向き、己の兵に向かって叫んだ。

「グランドがいない今こそ好機なんだ！　今しかねえ！　グランドールの兵だってかなり減ってんだ！　戦力なら、まだまだ五分だぜ、てめぇら！　ここが踏ん張りどころと──」

　入り乱れた両軍の間を、真っ直ぐ進んでくる大きな影があった。

「誰がおらぬと言うたか？」

「──な」

　思わずグリズラはあっけにとられた。

　グラシャも驚きに目を見開く。

「……親父」

　それは巨大な狼の魔獣。グランドールの頭領、グランドの姿だった。顔色も良く、口元に不敵な笑みを浮かべている。

　はっと我に返ると、グラシャは叫んだ。

「な、なんで、元気そうなんだよ!?　昨日は死にそうだったじゃねぇか！」

　グランドの後ろから、一人の少女が申し訳なさそうに姿を現した。

「シルヴァニアが解毒薬を飲ませてくれたからの。この通りぴんぴんじゃ」

「ぐ……く……シル……ヴァニア」

　グリズラの噛みしめた歯茎から血が流れた。

　グランドは涼しい顔で、まるで飲みに誘う気軽さで訊いた。

「さて、決着を付けるか？　グリズラよ。どちらかが死に絶えるまで」

「……」

　怨みの籠もったまなざしで、グリズラはグランドを睨み付けた。だが、グランドは優しげなまなざしで見つめ返す。

「勝負は決している。貴様の兵を、無駄に死なすこともあるまい。せめて、王としての最後の勤めを果たせ」

　グリズラは崩れるように地面に腰を落とした。

　戦いは終わった。




　　　　＋　＋　＋




　翌朝、ヘルシャフト一行はバルガイア大陸に戻る為、港へとやって来た。そしてグランドを始めとした大勢のグランドールの民も、見送りのため港に集まっていた。

　グランドとヘルシャフトは握手を交わした。

「本当にヘルシャフト殿には助けられた。お礼に兵を貸したいのは山々なのだが……サルラの残党との戦いもあるので、何とも。ミルドと結託しているとなると、これも厄介じゃ。まったく力不足で情けないのじゃが……」

　本当に申し訳なさそうな顔で、グランドは目を伏せた。

「恩義を感じない不実な奴と思われよう。しかし──」

　グランドの言葉を遮って、ヘルシャフトは言った。

「これは妙なことを。兵なら、もう借りている」

「なに？　いや、そんな覚えは──」

　グランドは首をひねった。

　ヘルシャフトは、ちらりと遠くに控える四人の姿を振り向いた。それは自分が最も信頼する部下、ヘルゼクターたちの姿だ。

「あんたの息子をな」

「……！」

　グランドは不意打ちを食らったように、驚きに目を見開いた。

　グラシャは胡散臭そうな目で、グランドたちを睨んでいた。グランドも、そんな息子の姿を見つめた。

　ヘルシャフトはグラシャを見つめたまま、グランドに言った。

「あれは万の兵にも匹敵する」

「……な」

　グランドは驚いてヘルシャフトに視線を戻す。

「ヘルランダーの魔獣軍団の軍団長をまかせられるのは、あいつしかいない。グランド殿には申し訳ないが、いまあんたの息子を返すわけにはいかんのだ。この俺と、ヘルランディアには、グラシャがどうしても必要だ」

　しばらく呆然とした後で、グランドは苦笑いを浮かべた。

「いささか評価が過大ですな。奴にそんな大仕事……ご期待には応えられないと、あらかじめ断っておきたいところですが──」

　しかし、その瞳は涙で潤んでいる。その目を隠すように、グランドは頭を下げた。

「あんな奴ですが、宜しくお願いします」

　ヘルシャフトはきびすを返し、船の前で待っているヘルゼクターの許へ向かった。

「待たせたな」

　フォルネウスが抗議するようにヘルシャフトの前に躍り出た。

「もー今回、フォルネウスはつまらなかったんだもん、って仲間はずれにされちゃったことにぷんぷんなんだもん！」

　フォルネウスは白くてぷよぷよしたほっぺたを、齧歯類のようにふくらませた。そんなフォルネウスを落ち着かせるように、サタナキアは優しく頭を撫でてやった。

「仕方がないでしょ？　フォルネウスのセイクリッドでは、敵味方まとめて吹き飛ばしちゃうんだから」

「ふーんだ」

「でも、グランドールでは、いっぱい食事が出来ましたよね？」

「うん……ごはんは、美味しかったけど」

「フォルネウスが一番沢山食べてましたね。いいなー」

「……えへ」

　サタナキアが何とか慰めようと頑張っている。

「なあ、王様……」

「どうした？　グラシャ」

　グラシャが不機嫌そうな、そして不安そうな顔で見上げていた。

「親父と……何を話してたんだよ」

「兵の貸し借りの話だ」

「ウソつけ！　何か、オレのこと話してたろ!?　何だよ？　何喋ってたんだよ!?」

「出航の時間だ。行くぞ」

　ヘルシャフトはグラシャの横を抜け、船のタラップに足をかけた。

「おい！　王様！」

　ヘルシャフトは振り向いた。

「お前が、親父似だと話していたのだ」

「なっ──」

　口を開けたまま固まったグラシャの横を、アドラとサタナキア、フォルネウスが追い越して船に乗り込んでゆく。

「ちょ、ちょっと待てよ！　王様！　あんなクソ親父とどこが似てるってんだよ！」

　サタナキアが船室に入ろうとして、グラシャの方を振り返った。

「早く乗らないと置いてゆきますよ。そんなに実家が恋しいのですか？」

「ば……」

　グラシャは真っ赤になって、タラップを飛び越えて船に乗り込んだ。

「んなわけあっか！　ざけんなサタナキア！　てめえ！」

「船室で暴れるな！　駄犬！」

　アドラの叱責が響き、まるでそれを合図にしたように船がゆっくり動き出した。

　ヘルシャフトはソファに座り、窓から見える灰色の海原を見つめていた。

　結局のところ、時間と労力をそれなりに払ったものの、兵を集めることは出来なかった。

　しかし、ヘルシャフト──堂巡の胸には、妙な満足感があった。

　──次は、アドラと出会った場所にでも行ってみるかな？

　堂巡はバルガイア大陸がある方向を見つめ、そう心の中で呟いた。
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「っしょ……っと」

　初はつ台だいにある古いビルの一室。そこでこの俺、株式会社ヘルランディア社長であり、魔王ヘルシャフト（と言っておかないと、雫石がブチギレる）である堂巡駆流は──掃除をしていた。

　床に掃除機をかけ、中古のオフィス家具屋で買った机を雑巾で拭く。

　近々、このオフィスも稼働を始める予定だ。

　十二畳ほどの広さに、机が五つ配置されている。

　一つは俺、残りは哀川さん、朝霧、雫石……の分も一応用意してある。残る一つは予備だ。

　扉を開けて隣の部屋へ行くと、そこにはサーバーとストレージ群、それとログイン用のヘッドセットやインターフェイスが設置されている。ヘルズドメインから引き取ったものと、一之宮の親父さんの会社ファーストパレスから譲り受けたものだ。

　この中に、今この世に存在するエグゾディア・エクソダスの全てが入っている。

　株式会社ヘルランディアの目的は、エグゾディア・エクソダスをもう一度稼働できる状態にすることだ。

「優秀なプログラマーも雇わなきゃな……」

　データの解析に少し手を付けてみたが、なかなかに手強い。人力でやるには限界があるし、最初は解析、修復ツールの開発から始める必要がありそうだ。

　通電試験も行いたいので、電源とエアコンも何とかしないといけない。そして当面の日銭を稼ぐ必要がある。

　……本当にやることが山盛りだ。

　思わず天井を見上げたとき、胸元にしまったスマホから着信の音が聞こえた。

　メッセージアプリが朝霧からの着信を告げている。

『もうすぐお店に着くよ。駆流はいまどこ？』

　え!?

　時計の表示を見ると、もう午後六時五十分。

　俺は慌てて隣の部屋に置いてあった上着を羽織ると、部屋を飛び出した。

　階段を下りてから、鍵をかけていなかったことに気付いて、また戻る。さらに焦りがつのった。

　今日は同窓会の日だ。

　それも公立南みなみ明みょう神じん高校二年Ａ組──いや、２Ａギルドの同窓会である。
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　電車の時間が合わなかったので、結局もう一度部屋に戻って、折りたたみ式の自転車を引っ張り出した。

　朝霧に返事を送ると、都庁の方角に向かってペダルを踏み込む。

　車道の端を走りながら、今日集まる連中の顔を思い浮かべる。

　高校を卒業してから、すっかり疎遠になってしまった奴もいるので、久々に会えるのは楽しみだ。今は一体何をしているのだろうか。

　一方で、よく顔を合わせている連中もいる。

　特に朝霧と雫石とは、しょっちゅう顔を合わせる。それは二人ともヘルランディアに参加するからだ。次に赤あか上がみ壮そう馬ま。大学が一緒ということもあり、話をする機会も多い。その次に一之宮。こちらは一、二ヶ月に一度くらいか。

　よく会うのはそれくらいで、他の連中とはまったく縁がない。

　ものの数分で新しん宿じゆく西にし口ぐちに到着。適当なガードレールにケーブルロックで自転車を括り付ける。

　同窓会の会場は、新宿西口の居酒屋。店の名前と場所までは覚えていない。俺はスマホを出すと、幹事である一之宮からのメールを開いた。

「駆流」

　メールを探すより先に声をかけられた。

「あれ？　朝霧」

　朝霧凛々子が道の反対側で手を振っていた。

　車が来ないことを確認して道路を渡る。

「先に店に入ったんじゃなかったのか？」

「うん。自転車だったらすぐかなと思って」

　わざわざ待っていてくれたのか……。

　何だか申し訳ないことしたな、と思いつつ店の場所を確認しようとする。

「あ、場所分かるよ。こっち」

　ごく自然な動作で俺の袖をつまむと、引っ張って歩き出す。

「あ、ああ……」

「久しぶりの人もいるし。楽しみだね」

「そうだな。それより……」

　何か、子供が迷子にならないように引っ張られているみたいで、ちょっと恥ずかしい。

「そろそろ手を──」

「ここだよ」

　と、朝霧は看板を見上げた。俺もつられて上を向いている内に、朝霧は店の中へ入って行った。

　さっきまでつままれていた袖口を見つめてから、俺も店の入り口をくぐる。

　奥へ進むと個室があり、そこが２Ａギルドの同窓会会場のようだった。朝霧は追いついた俺を振り向いてから、扉を開けた。

「こんばんは。遅くなっちゃった」

　朝霧の肩越しに中を覗くと、料理が並んだテーブルに椅子が十二脚。その半分近くが埋まっていて、一足早く飲み始めていた。

「おおーっ!!　朝霧じゃん！　ついでに堂巡も！」

　ついでは余計だ。

「わあ、扇谷くん。久しぶりー」

「いやマジで久しぶり！　っつーか変わってねーな!!」

「扇谷くんもね」

　相変わらずの金髪に染めたソフトモヒカン。チャラい感じが変わっていなくて、なぜかホッとする。それが扇谷拓たく也やクオリティ。

　テーブルに視線を移すと、一之宮と目が合った。軽く手を挙げたので、俺も挨拶を返す。

　その隣に、宮腰蝶羽と毒島メグのモデルコンビ。

「あっ……」

　毒島が俺の顔を見て、少し驚いたような顔をした。対照的に宮腰は「殺す！」と言いたげな視線を送ってくる。

「あ、あの、堂巡……ひ、ひさしぶり、じゃん？」

　ぎこちない笑顔と挨拶。なんだかイケイケな毒島らしくない。

「ああ。この前はメールありがとな」

「メール？」

　宮腰がしかめた顔を毒島に向ける。

「な、ななんでもないし！」

　そう言うと、顔を赤くしてまくしたてた。

「そ、それよりも、なにボーッと突っ立ってんの？　ジャマだし、目障りだし！　は、早く座んなって!?」

　そして自分の隣の椅子をばんばん叩く。

　おいおい、そこに座れってのか？

　昔から俺を目の敵にしてたからな……メールの内容から、少しは温厚になったのかと思ったが、勘違いだったようだ。

　それにしても、嫌いなタイプを隣に座らせようというのはどういう了見だ。わざと受難を求める修行僧か？　それともマゾか？

　いや、普通に考えれば俺を散々イビってなぶりものにしようって魂胆だな。ギャルこわい。

　しかし断ってブチ切れられたら、もっと怖い。おとなしく言うとおりに座ろうとしたところ──

「あ、ごめん。あたし奥行くね」

　朝霧は俺の横を通って、しれっと毒島の隣に座った。

　おお、朝霧。この俺の盾になってくれるのか。

「久しぶりだよね、毒島さん。相変わらずキレイだね」

「え、う、うん……アリガト」

　なんか心なしか涙目だぞ毒島。

　──と思っていると、隣の宮腰が、はあぁ～～と盛大に溜め息を吐いた。

「ったく……メグっていつから、んな乙女になったん？」

「なっ……う、うち乙女だし！　前から！」

　よく分からんが、これがガールズトークというものだろうか？

　俺がにこにこ笑っている朝霧の隣に腰を下ろそうとした、ちょうどその時、後ろの扉が開いて、見たことのない美少女が顔を出した。

　ゆるいウェーブのかかった薄い茶髪のロング。色白で、目がぱっちり大きい。服はゆるふわのガーリーなスタイルで、いかにも女の子って感じの可憐さだった、が──

　──誰？

「あ、あの……」

「えーっと、部屋を間違えてるんじゃ──」

　と言うと、ショックを受けたような顔で後ずさった。

「ひ、ひどいよ堂巡くん。いくらボクが女の子の服だからって──」

「って!?　有栖川か!?」

　驚いて思わず叫ぶと、有栖川も目を丸くした。

「う、うん……忘れちゃった？」

「いや、前より全然美少女になってるんで驚いた……」

　噂には聞いていたけど、実際に有栖川の動画は観たことがなかったからな……。

「そ、そんなに？」

「ああ。めっちゃ可愛い」

　ぱああ……と音がしそうな笑顔に両手を添えて、「わぁ……うれしい」と瞳をうるまされると、ヤバい。何か恋に落ちる音がしちゃいそうじゃない？

「おおー有栖川マジか！　へー動画まんまじゃん！　スゲーっ!!」

　扇谷が席を立って、有栖川を至近距離からジロジロと観察する。

「あ、あはは……ち、近いよ～」

「あん？　いいじゃんかよ、男同士だろーが」

「……で、扇谷は今何をしているんだ？」

　そう話しかけると、扇谷はぐるっと顔を巡らせ、俺の肩を掴んだ。

「よくぞ訊いてくれた！　ったくよー誰もこのオレに、その質問をしねーんだぜ？　しんじらんねーよなー」

　俺も興味はまったくないが。

　有栖川は俺に片目をつぶると、そそくさとその場を離れる。

「わーアリスちゃーん。かわいいー！」

「えーなに、どこのコスメ使ってんの？」

　と女子組の方へ呼ばれて行った。

「──でよ……って、聞いてんのかよ、堂巡！」

「悪い。何だって？」

　扇谷は舌打ちをすると、頭を抱えた。

「だからオレは──」

　扉が開いて、また一人姿を現した。

「っと。入り口近くで暴れてたら迷惑じゃないか」

「んな!?　てめ、赤上ぃ！」

「や、駆流」

　すちゃっと顔の前で横ピース。こいつも大概チャラいな。

「来られたのか。収録があったんじゃ？」

　赤上は声優をしている。本人曰く「だんだん売れてきた」らしい。

「やーそれが飛んじゃってさ。収録用のＶも届かないから変だなーと思ってたんだけど。いよいよ制作現場がヤバそう。来週は特番だね」

　おお……アニメ業界の過酷さを見た気がするぞ。

「あとは悠木か……」

　悠木羽衣子。ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）に苦しめられているが、専門学校に通い始めたと聞いている。

　しかし来るのは難しいかも知れない。

　一之宮の方を見ると、肩をすぼめるジェスチャーをした。恐らく出欠の返事が来なかったのだろう。

「じゃ、これで──」

　全員か？　と言おうとしたとき、扉が微かにきしむ音を立てて開いた。

　わずかな隙間から、暗い瞳がこちらを覗いている。

「!?」

　ホラーだ。

　思わずビビってると、朝霧が声を上げた。

「あ！　羽衣子ちゃん！」

　全員の視線が扉に注がれる。

　すすす……と扉が閉まる。え、ここまで来て？

　思わず扉の取っ手を掴んで開くと、悠木はまだそこに立っていた。斜め前に視線を落とし、床を見つめている。

　しばらく待ったが、ピクリとも動かない。

「……ま、まあ、入れよ。疲れたら、いつでも帰っていいんだし」

　そう声をかけると、ゆっくりと顔がこちらを向いた。なんか、いちいち怖いんだけど。

「……狼さん」

「へ？」

「グラシャが、いるって。堂巡の中に……本当？」

　何か答えを間違えると、とんでもないことになりそうで、やっぱり怖い。

「ああ……といっても、頭の中にデータがあるってだけだけどな」

　頼むから、頭をかち割ろうとか思わないでくれよ？

「……それって意識データが保存されてるってこと？」

「え？　そうだけど……」

「保存されているだけ？　データにアクセスできるの？」

　何だ？　意外と話が分かってる？

「ああ。一応、ＣＰＵ代わりに俺の脳を使って、グラシャの意識データを読み込むことは出来る」

「……見たい」

「は？」

「やってみせて」

　ここで!?　下手にやると地雷案件なんだけど。

　悠木はグラシャに懐いていた。だから会いたいんだろうけど、ガワは俺だぞ？　かえってショックを受けたりするんじゃないかと心配だ。

「堂巡くん」

　有栖川が宮腰の顔にメイクをしながら、こっちを見ていた。

「ボクからもお願い」

「でも……」

「あたしからもお願いするよ」

　朝霧は立ち上がると、悠木の側までやって来た。

「あたしだって、めぐるちゃんに会えるなら会いたいよ。たとえどんな姿だったとしても」

　白金竜プラチナ・ドラゴンの姫メル──滝たき沢ざわめぐる。

　その名を聞くと、今でも胸の奥が痛む。

「分かった」

　俺はすっと息を吸い込む。

「グラシャ、出ろ」

　俺の意識が下がり、代わりにオレが現れる。

　両手で髪をかき上げると、好戦的な笑みが自然と漏れる。

「何だ王様？　こっちの世界でも、コイツらと戦争ができんのか──ん？」

　オレは目の前にいる小さな姿に目を留める。

「おーゆうきじゃねーか。久しぶりだな！」

「…………」

「ん？　ああ、体が王様の人間になった姿だからな！」

「…………」

「どーした？　元気がねえな。腹が減ってんのか？」

「本当に、生きてるんだ……」

「ああん？　まったくワケがわかんねーこと言ってんじゃねーよ。今のオレ様は王様と一心同体よ！　元からそうだったけどな！　今じゃ文字通りにってわけだ！」

　オレは拳をもう片方の手で包むと、ゴキゴキと関節をならした。

「まーせっかく２Ａギルドの連中が揃ってんだ。メシの前に乱闘パーティといくか」

「な……」

　一之宮が顔色を変えたところで、俺はグラシャの人格を引っ込めた。

「──っと。あぶねー、暴れるところだった……」

　我ながら冷や汗をかいた。

「オイオイ！　今の何だよ？　なに？　隠し芸？　一発芸!?　マジでヘルゼクターのグラシャみてーだったじゃん！」

　扇谷がゲラゲラ笑っている。別にお前を楽しませるつもりはなかったんだが……。

「駆流の頭の中には、ヘルゼクターの四人──グラシャ、アドラ、サタナキア、フォルネウスの意識データが入ってるのさ。いってみれば五重人格ってわけ」

　と、なぜか赤上が得意そうに説明を加える。

「ほえー、そーいや前にんなこと聞いた気がするわ。こんなカンジだったんか」

　感心したような扇谷だが、本当に意味が分かっているんだろうか？

　今度は宮腰が手を挙げた。

「はーいリクエスト。あのイケメンの吸血鬼やって！　顔もイケメンになんの？」

「顔はかわんねーよ！　つか一発芸じゃないから！」

「いいからやれってのーっ!!」

　ったく、うるせーなあ。

　俺は髪をオールバックにすると、持ち歩いている伊達メガネをかけた。

「貴様ら……この世に無礼講など存在しない。キングを愚弄すると容赦せんぞ」

　やんやの大喝采で少し調子に乗ってしまった。

　よーし！　次行くか!!

「え？　ああ、凛々子ではありませんか。これはどのような会議なのです？」

　さらに次っ！

「うわー♪　ごちそうなんだもんっ！　フォルネウスいっぱい食べちゃうもん♥」

　うむ。事故った！

　俺は気を取り直すと、悠木に言った。

「分かりづらいかも知れないけど、こんなカンジだ。気が済んだか？」

「うん……確証が持てた」

　確証？

「なるちゃんの意識も、まだあると思う？」

　雛沢菜流……同じ二年Ａ組の式しき場ば拓たく海みに殺されてしまった、２Ａギルドのメンバー。

　俺はテーブルの空席を見つめた。

　あれは雛沢の席だ。

　あいつの意識は、まだストレージの中に──

「──ある、と俺は信じている」

「そっか」

　満足したように悠木はうなずいた。

「ってゆーか、何か詳しそうだな？　悠木」

「今は情報処理の専門学校……」

　そのつぶやきに朝霧は首をかしげた。

「あれ？　医療系じゃなかったの」

「うん……最初は人を助ける仕事をしたかったんだけど……やっぱり知らない人と接するのがちょっと」

　なるほど、それで情報処理系か。

「とにかく、これで全員──」

　と、ここで扉が勢いよく開いて音を立てた。

「私を忘れるなぁああ!!」

　来てしまったか！

　扉を開け放ち、登場した黒髪の魔女。

　──雫石乃音。

　好戦的な微笑みに、自信に満ちた瞳。腕を組んで仁王立ち。そして服は当然、魔導士の装備……え。

「お前、その格好で来たのか!?」

「当然でしょ？　２Ａギルドの同窓会なんだから。むしろ、あんた達の方がどうかしてるわ」

　近くにいた悠木をジロリと睨む。すると悠木は、さっと朝霧の陰に隠れる。

「凛々子、あんたもそんなチャラい格好脱いで、剣士の服に着替えなさい」

「ええー……仮装パーティとかならいいけど、さすがにあたしの格好は恥ずかしいな……のんのんの装備なら街を歩いても、ギリ大丈夫だと思うけど」

「のんのん言うな！」

　それから雫石は、テーブルの隅を指さした。

「山田を見習いなさい。正装で来たのは私と山田だけじゃない！」

　え!?

　いたのか山田！

　確かに、山田も２Ａギルドの格好だ。地味すぎて、全然気付かなかったけど。

　そんな山田も、ネットじゃ有名トラックメーカーのはずなんだけど……この普通過ぎる存在感というか、オーラのなさというか、ある意味凄いな。完璧なモブだ。

「雫石もネット動画で有名な歌い手かー！　でもよ、オレもそのうちネットで──」

　何か言いかけた扇谷に被せて、毒島が手を振る。

「うちも見たよー。モデルの友達にも、雫石のファンの子いるよ」

　他の連中からも口々に賞賛され、たちまち機嫌が良くなる黒髪の魔女。

「ふふふ、当然よ！　でも、これは世界を支配する序章に過ぎないわ！」

「うわー雫石さんを生で見られるなんてーうれし～」

　可愛らしく手をパチパチ叩いて喜ぶ有栖川。

「堂巡くんも、何か気の利いたことでも言いなさい。我らがヘルランディアの代表取締役魔王でしょう。一応は」

「役職が謎過ぎる！」

　毒島が腰を上げた。

「えっ？　まさか雫石も堂巡のとこにいんの!?」

「まあね。私が付いていないと、ただの人間に成り下がろうとするから、油断がならないのよ」

　キリッとしたキメ顔で何を言っていやがるんだ……こいつは。

「へ、へえ……そうなんだ……」

　毒島はチラチラ俺の方に視線を送る。

「あ、あのさ、もしかして求人とか……」

「ないよ？」

　朝霧が食い気味に即答した。あれ？　人手はもう少しあった方がいいってこの前話してなかったっけ？

「あ、朝霧？　別にしないってわけでも……」

「なにかな？　堂巡くん」

　ぐるんと首をめぐらせると、凄い近い距離で俺に微笑みかける。

「……何でもありません」

　気のせいか、朝霧の圧が凄い。

　ここでおもむろに一之宮が立ち上がった。

「それじゃ全員揃ったところで、乾杯といこうか」

　おお、さすがの仕切り。

　全員に飲み物が渡ると、グラスやジョッキを掲げた。

「それじゃ、２Ａギルドに」

　２Ａギルドに──

「乾杯!!」




　　　　＋　＋　＋




　それからハメを外した大騒ぎ。

　散々飲んで、散々話をした。

　途中、トイレに行って出てくると、廊下で一之宮が待っていた。

「どうした？　中空いてるぞ？」

「ちょっとこっちへ」

　と、俺を非常口へと連れ出す。扉を開けると、非常階段の踊り場になっていて、新宿の夜景がよく見えた。

「ちょっとカルダートを思い出すな」

「そうだな。似てるわけでもないけど」

　夜風が酔って火照った肌を冷やしてくれる。気持ちが良い。

「で、話でもあるのか？」

　一之宮は柵に肘を突いて、夜景を見つめながら答えた。

「凛々子の父親から出資を受けるのか？」

「まだ分からないけど。そうなりそうだな……」

「そうか……」

　何かを迷うように、一之宮は黙っている。

「一体、どうし──」




「凛々子には気を付けろ」




　──。

　朝霧に？

　それってどういう意味だ？

　疑問と同時に、懐かしさが込み上げる。

「なんか……すげえ既視感があるな。一之宮にそれ言われるの」

「別に同窓会だからってネタとして話しているんじゃない。マジメな話だ」

「余計にタチが悪い……」

　一之宮は緊張が抜けたように、ふっと微笑んだ。

「凛々子の父親は投資家だ。出来たばかりの会社に出資をするのは珍しいことじゃない。しかし今の段階のヘルランディアに投資をするか？」

「確かに、我ながら物好きだなとは思う。でもそれは、朝霧がゴリ推ししてくれたからだろ？　後はプレゼン次第かな」

「それもあるとは思う。ところで、今のヘルランディアの資産価値で一番高いものは何だと思う？」

「資産価値か……」

　オフィスに鎮座する巨大なサーバー＆ストレージ。

「エグゾディア・エクソダス？」

「そうだな」

「でも、あんな事件があったんだ。ゲームとして稼働させるわけにはいかないだろ？　ログインシステム自体が今じゃ規制されてるし。その対応をしている内に、ゲーム内容が時代遅れになるし」

「分からないが、凛々子の父親が入れ込んでいる会社に、延命医療の企業があるらしい」

「医療系？　そんな会社がどうして……？」

「それは分からん。だがそこの会社が、エグゾディア・エクソダスの話を聞きつけて、ヘルズドメインにコンタクトを取ったらしい。お目当てのものは、もうかっさらわれた後だったようだがな」

　……ははは。

「それで、うちにも話が来た。それもまた、奴らにとっては後の祭り。相当恨まれてるぞ、堂巡」

「……やめてくれ。胃が痛くなる」

　でもそれなら、朝霧の親父さんが出資したがるのも分かるし、気を付けろという一之宮の忠告にも納得がいく。

「それともう一つ、奴らが興味を持っているものがある」

「まだあるのかよ……」

「ゲームキャラの意識データを現実に持ち出して、稼働させている男がいる」

「それって」

　──俺？

「お前自身が、最重要のサンプルってわけだ」

　一之宮は非常口の扉に手をかけると、店の中へ戻ってゆく。

「だから気を付けろ。何かあったら──いや、何か予感がしたら、いつでも連絡をくれ」

「予感って……」

　音を立てて扉が閉まる。

　夜風で冷えたのか、背筋がひやっとした。




　　　　＋　＋　＋




　二次会が終わると、もう終電が終わっていた。

　女子をタクシーに乗せると、男子たちは三次会に行こうと話をしている。しかし俺は自転車でヘルランディアのオフィスに戻った。

　一之宮からあんな話を聞いたせいで、妙な不安に駆り立てられる。

　一応セキュリティには気を遣っているが、もっと厳重にした方がいいかもしれない。

　そんなことを考えながら、自転車を畳んで階段を上がる。

「……」

　鍵が開いている？

　全身に緊張が走る。

　激しくなる動悸を抑え、俺はゆっくりと玄関の扉を開けた。中は明かりが点いている。

　靴のまま上がると、音を立てないように静かに進む。

　──人がいる。

　武器になるようなものが何もない。

　いざという時は、グラシャに頼むしかない。

　俺は意を決して、部屋の扉をゆっくり開ける。

　隙間から中を覗うと──

「哀川さん!?」

「きゃぁあああああ!!」

　奴隷姿の哀川さんが、文字通り飛び上がって驚いた。

「も、もう……驚かせないでよ」

「す、すみません……けど、その格好」

　自分が奴隷スタイルであることを思い出したのか、ぽっと頬を染めて恥ずかしがった。中途半端に体を隠し、くねらせる。

「あ、こ、これ？　ほら、前にまたこの格好が見たいって言ってたじゃない？　やっとコスチュームが出来たから……よ、予行演習というか……」

　何だか２Ａギルドの同窓会の後だからか、余計にあの頃を思い出してしまう。

「いやあ……眼福です」

「変な褒め方しないでよ」

「予行演習が本番になっちゃいましたね」

　ピンクに染まっていた哀川さんの顔が、真っ赤に変わった。

「ほ、本番って……え、えっち」

　あ！

「い、いや、そういう意味じゃなくて……」

　弁解しようとすると、哀川さんが俺の首に両手を回してきた。

「しないの？」

　甘えるような瞳で俺を見上げている。

　あの頃の、エグゾディア・エクソダスの中の哀川さんと同じ──いや、もっと綺麗で可愛い。

　俺は答える代わりに、哀川さんの体を抱き寄せた。







あとがき




　完結の地平から魔王は再び蘇る！

　久慈マサムネです！

　というわけでお待たせしました、なんとエクスタス・オンラインの新刊です!!

　ほぼ再録とはいえ、電子書籍のみとはいえ、エクスタスの新刊を出せるということの喜びと恍惚！　まさに魔王オレという名の奇跡!!　ですね！

　今まで書いてきた専門店の特典や、オーディオドラマの脚本など、エクスタス関連のものを全て集めたものとなっています。ついでに書き下ろしも！

　ツイッターでアンケートを採ったところ、圧倒的にその後の話が読みたい、ということでしたので、八巻の後のエピソードとなっております。

　そんなに大ボリュームのお話は書けないので、簡単なものにしようかと思っていたのですが、続きが知りたいというみんなの熱意が燃え移り、ついつい妄想が捗ってしまって……まるで新章の前フリのような話になってしまいました（笑）

　朝霧さんはメインヒロインなのに、相変わらず謎めいていて、ちょっとヤンデレ気味な底知れないところがあるのが魅力ですね！　自分の中にも、女の子にグイグイ来られて、尻に敷かれたい、という欲望があるのかも知れない。

　雫石はカッコいいですね。おバカで痛いところもあるけれど、同時に憧れてもしまいますね。現実に戻って大人しくなるかと思いきや、そんなことはなかった。新生ヘルランディアのエンジンになれる器。

　意外とファンの多い毒島メグさん。憎まれ役の立ち位置だったけど、純情ギャルはやっぱりカワイイ♥　朝霧さんに負けっぱなしだけど、一矢報いて欲しい！　アゲハも助けてあげて！　あと、アゲハのメグへの気持ちって友情なの？　なんかそれ以上じゃない？　と、怪しく思い始めている今日この頃です。

　有栖川はめっちゃ可愛くなってるし、動画配信者として活躍しているようなので、芸能界デビューもしちゃうんじゃない？　って今、唐突に思いました。

　羽衣子も一時はかなり精神的にヤバかったと思うのですが、立ち直る兆しを見せています。もしかしたら、今後の展開において台風の目になる可能性もありそうな……？

　雛沢さん好きだったので、また元気な姿を書いてみたい。健在だったら、きっと大活躍だろうな。

　もし、再びエグゾディア・エクソダスの世界へ行くとしたら、一之宮と赤上が戦闘のツートップかな。扇谷は嫌味な役だったけど、今となっては癒やし系。山田は存在感を出したら死ぬ。空気のようにいてこそ山田。

　何よりも、アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウスが漫才のような会話をしながら、傍若無人に暴れ回る痛快世直し劇……？　ウルリエル様とゼラギエル様にもご降臨頂いて、あの色っぽさを堪能したい……いいですね。楽しそう。

　そしてエクスタスらしい、謎と謀略が渦巻く展開！　そして魔王ポエムが轟く──はっ！　いかん。すっかりログインしてました。

　閑話休題──魔装でも書いたような、裏話的なお話でも。どこかで書いたことあったかな？　よく覚えてないので、繰り返しになっていたらすまぬ。

　エクスタスを書いている頃、フランスに旅行に行きました。憧れのモンサンミッシェルにも一泊したんですよ。本文にも似てると書いた気がしますが、実際にモンフォールのモデルになってます。教会の地下を見学しているとき、まるでインフェルミア城みたいだな、ここにヘルシャフトとかいたらどんな風に見えるんだろう？　と考えたとき……実際に、見えたんですよ。ヘルシャフトが。

　頭がおかしくなったと思われるか、それは想像しただけでしょ、と思われるでしょう。実際、頭の中で想像したものを見たように感じているはずなんですが、考えるよりも先に結果が見えるような感覚だったんです。まず、でけえ……と巨大さに圧倒されてから、魔王の鎧の光沢が実は綺麗だとか、細かい傷が入っていることとかに気付きました。

　それまでそんなこと考えたこともなかったんですが「ああ、こうなっていたのか……」と感動しながら観察したという……面白い体験をしました。

　で、そこで「まてよ？　だったらサタナキアとか会えるんじゃね!?」と思って見回すと、部屋の向こうからサタナキアが歩いてくるじゃないですか!!　近くで見て、まず思ったのは「すっげー美人！」（笑）　というか、こんなにキレイだったの!?　想像の何倍も美しいよ！　と驚きと感動に包まれるという、想像の斜め上を行く取材でした。

　多分、当時はエクスタスのことを考えすぎて、脳の神経細胞がそういう想像がし易いようなつながり方になっていたのかな……と解釈しています。

　以前、将棋の名人が書かれた本で読んだのですが、指し手を考えるより先に、結果だけが思い付くときがあるそうです。それが閃きなのですが、実際には蓄積された記憶や経験による思考のショートカットのようなものが行われるのではないか？　というような内容だったと思います。実際、決まった動作を繰り返すと体が覚えると言いますが、それは脳の神経細胞が、特定の動きに最適化されるからだと聞いたことがあります。小説を書くときも、条件反射のように、本人の思考よりも早く結果をはじき出しているのでは？　なんて考えたりもします。ロマンですね（笑）

　でもその一件以来、たまにキャラクターのことを理解するために、キャラクターと話をしようと試みるようになりました（笑）

　話題を変えて……今回は電子書籍のみということで、描き下ろしの口絵や本文イラストは残念ながらないのですが、カバーは平つくね先生の新作描き下ろし！

　最高ですね!!　嬉しくてたまらんです。本当に眼福眼福♥

　シリーズで心残りの一つに、カバーにヘルゼクターの皆さんを登場させられなかった、というのがあったんです。その願いが今回叶いました！　ありがとうございます！

　平先生のイラストは、ホントにすごくキレイですよね……。凄くドラマチックで、壮大な世界を想像させます。見応えがあって、ずっと見ていても飽きません。

　特にカバーイラストが凄いですよね。歴代のカバーイラストの中では、特に七巻がめちゃくちゃ好きで……今回の再録イラストでも選ばせて頂きました。タイトルロゴなしでぜひご覧頂きたい！

　イラストといえば、エクスタス・オンラインは海外のファンも多くて、今でもファンアートを沢山描いてくださっています。エクスタス・オンラインでエゴサをしているので、タイトルが入っていればすぐ分かるんです（笑）　見つける度に、大喜びです。いつか、国境を越えた力がエクスタスの未来を開くかも？

　今はまだ第二シーズンの予定はありませんが……世の中はどんどん変化してゆくので、今までは難しかったことも出来るようになるかも知れません。堂巡くんがエグゾディア・エクソダスを復活させようとしているように、僕も大切なエクスタス・オンラインを、これからも育てて行きたいなと思います。

　そしてそして！　新作についての告知です！




『好きで好きで大好きなので、いっしょに好きを伝えたい』




　発売は四月二十八日。ラブコメです！　今までもラブコメ要素は必ず入っていた気もしますが、今回はジャンルとしてラブコメです。王道です。でも、久慈マサムネらしい、ちょっと他とは違う要素が端々にあります！

　いっぱいの可愛さと、大好きと、感動を伝えたい！　ぜひぜひお楽しみに!!

　エクスタス・オンラインが好きなみんなも、大好きだ!!


久慈マサムネ　　　



























久慈マサムネ先生完全新作ラブコメ試し読みを先行公開！

ＱＲコードから試し読みページへアクセスしてください。




『好きで好きで大好きなので、いっしょに好きを伝えたい』




フィンランドからの留学生エイヤは氷のエルフと呼ばれる孤高の存在。だが実は単にコミュ障だった！　しかも留学目的はオタ活！　受け入れ家族で同級生の蒼井桜雅はエイヤの望みを叶えるために動き出すのだが──。
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